
PC98-NX シリーズ 

Mate 
Mate J 

タイプ ME (スリムタワー型) 
タイプ MB (スリムタワー型) 
タイプ MR (スリムタワー型) 


本体の構成各部 
周辺機器を接続する前に 
周辺機器の利用 
システム設定 



ご購入いただいたモデルによっては、下記以外にもマニュアルが添付されている 
場合があります。『はじめにお読みください』の「7マニュアルの使用方法」でご確 
認ください。 

♦添付品の確認、本機の接続 、 Windows XP のセットアップ 
-► 『はじめにお読みください』 

♦本機を安全に使うための情報 
今『安全にお使いいただくために』 


このマニュアルです 

♦本機の各部の名称•機能、本機の機能を拡張する機器の取り付け方、内部 
構造の説明、システム設定 ( BIOS 設定)、 AT コマンド 
"►『活用ガイドハードウェア編タイプ ME (スリムタワー型)、タイプ MB 
(スリムタワー型）、タイプ MR (スリムタワー型)』（電子マニュアル） 

♦本機にインストール/添付されているアプリケーションの削除/追加、他 
の OS のセットアップ 

―►『活用ガイドソフトウェア編』（電子マニュアル） 

♦ トラブル解決方法 

"►『活用ガイドソフトウェア編』（電子マニュアル） 

♦再セットアップ方法 

-► 『活用ガイド再セットアップ編』 

♦ディスプレイの利用方法 

■►液晶ディスプレイがあり、マニュアルが添付されています。ご使用のモデ 
ルにより異なります。 

♦ 選択アブリケーション(ワードプロセッザ/表計算ソフトウェア)の利用方法 
—• Microsoft ® Office Personal Edition 2003、 Microsoft ® Office Professional 
Enterprise Edition 2003があり、マニュアルが添付されています。 

ご使用のモデルによって異なります。 

♦パソコンに関する相談窓口、保証期間と保証規定の詳細内容および Q & A 、 
有償保守サービス、お客様登録方法、 NEC ビジネス PC / Express 5800情 
報発信サイト 「NEC 8番街」のご案内 
今『保証規定&修理に関するご案内』 


- Microsoft 関連製品の情報について- 

次の web サイト （Microsoft Press ) では、一般ユーザー、ソフトウェア開発者、 

技術者、およびネットワーク管理者用に、 Microsoft 関連製品を活用するための書 
籍やトレーニングキットなどが紹介されています。 
nttp :// www . microsoft . com / japan / info / press / 





はじめに 



この マニュアルは 、フォルダやファイル、ウィンドウなど、 
Wi nd 〇 ws の基本操作に必要な用語とその意味を理解していること、 
また、それらを操作するためのマウスの基本的な動作がひと通りでき、 
Windows もしくは添付のアプリケーシヨンのヘルプを使って操作方法 
を理解、解決できることを前提に本機固有の情報を中心に書かれていま 
す。 

もし、あなたがパソコンに初めて触れるのであれば、上記の基本事 
項を関連説明書などでひと通り経験してから、このマニュアルをご利 
用になることをおすすめします。 

選択アプリケーシヨン、本機の仕様については、お客様が選択できる 
ようになっているため、各モデルの仕様に合わせてお読みください。 

仕様についての詳細は、『はじめにお読みください』の「9付録機能一 
覧」をご覧ください。 
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このマニュアルの対象機種について 


♦ このマニュアルの対象機種は、次のタイプおよび型番です。 

型番の「*」の箇所には、 PC 98- NX シリーズ Mate の場合は 「 Y 」 、 PC 98- NX シリーズ Mate 
J の場合は 「 J 」 の文字が入ります。 

PC 98- NX シリーズ Mate 
PC 98 -NX シリーズ Mate J 

タイプ ME M*26A/E-1、M*24A/E-1、M*21A/E-1、M*18A/E-1、 

(スリムタワー型） M*30V/E-1、M*26X/E-1 

タイプ MB M*24A/B-1、M*18A/B-1、M*28E/B-1 

(スリムタワー型） 

タイプ MR M*30V/R-1、M*26X/R-1 

(スリムタワー型） 

型番の調べ方、読み方については、『はじめにお読みください』をご覧ください。 

また、マニュアル中の説明で、タイプ名や型番を使用している場合があります。 


このマニュアルの表記について 

♦ このマニュアルで使用している記号 

このマニュアルで使用している記号や表記には、次のような意味があります。 

f チェック. ク してはいけないことや、注意していただきたいことを説明してい 

ます。よく読んで注意を守ってくださ V ゝ。場合によっては、作った 
データの消失、使用しているアプリケーションの破壊、ノ、。ソコン 
の破損の可能性があります。また、全体に関する注意については、 
「注意事項」としてまとめて説明しています。 

也 利用の参考となる補足的な情報をまとめています。 

参照/ マニュアルの 中で関連する情報が書かれている所を示しています。 


♦このマニュアルで使用している表記の意味 

本機、本体 このマニュアルの 対象機種を指します。 

特に周辺機器などを含まない対象機種を指す場合、「本体」と表 
言己します。 

CD-ROM モデル CD-ROM ドライブを内蔵しているモデルを指します。 

DVD-ROM モデル DVD-ROM ドライブを内蔵しているモデルを指します。 


CD-R/RW with 
DVD-ROM モデル 

DVD スーパー 
マルチモデル 

CD/DVD モデル 


増設ハードディスク 
モデル 


CD - R/RW with DVD - ROM ドライブを内蔵しているモデルを指 
します。 


DVD スーパーマルチドライブを内蔵しているモデルを指します。 


CD-ROM ドライブ、 DVD-ROM ドライブ、 CD - R/RW with 
DVD - ROM ドライブ、または DVD スーパーマルチドライブを内 
蔵しているモデルを指します。 

ハードディスクを2台搭載したモデルを指します。 


GeForce 
6200 TC モデル 

FAX モデル 


RAID モデル 


FeliCa 対応 
モデル 


IEEE1394 ボードを 
選択したモデル 

Windows XP Professional 
モデル 

指紋センサ機能付き 
USB 109キーボード 
モデル 

BIOS セットアップ 
ユーテイリテイ 


CD/DVD ドライブ 


「スタート」ボタン— 
「終了オプション」 


「アプリケーション 

CD-ROM」 

「スタート」ボタン— 
「すべてのプログラム」 
—「アクセサリ」— 
「メモ帳」 


グラフイックアクセラレータに GeForce 6200 with TurboCache 
を選択したモデルを指します。 

FAX モデムボードが実装された状態でご購入いただいたモデル 
を指します。 

ミラーリング ( RAID 1) 機能がご利用いただけるモデルを指しま 
す。 

「 FeliCa ポート（外付け)」を添付しているモデルを指します。 


IEEE 1394を搭載しているモデルを指します。 


Windows XP Professional がインストールされたモデルを指し 
ます。 


キーボードに指紋センサ機能付き USB 109キーボードを選択し 
たモデルを指します。 


本文中に記載されている BIOS セットアップユーテイリテイは、画 
面上では 「 BIOS SETUP UTILITY 」 と表示されます。 


CD-ROM ドライブ、 DVD-ROM ドライブ、 CD - R/RW with 
DVD - ROM ドライブ、または DVD スーパーマルチドライブを指 
します。書き分ける必要のある場合は、そのドライブの種類 
を記載します。 

Windows XP でログオンやログオフの方法を変更している場合 
は、「終了オプション」の メニューが 異なります。この マニュアル 
では「ようこそ画面」を使用している場合を例に説明しています。 

本機添付の「アプリケーション CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 を 
指します。 

「スタート」ボタンをクリックし、現れたポップアップメニュー 
から「すべてのプログラム」を選択し、横に現れるサブメニュー 
から「アクセサリ」—「メモ帳」を順に選択する操作を指します。 


【】 【】で囲んである文字は、キーボードのキーを指します。 

【 Ctrl 】 + 【 Y 】 と表記してある場合は、 【 Ctrl 】 キーを押したまま 【 Y 】 
キーを押すことを指します。 

『』 『』で囲んである文字は、マニュアルの名称を指します。 

♦このマニュアルで使用しているアプリケーション名などの正式名称 

本文中の表記 正式名称 

Windows、 次のいずれかを指します。 

Windows XP • Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system 
日本語版 — 

• Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system 

日本語版 ' 

Windows XP Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system 

Professional 日本語版 

Windows Media Microsoft ® Windows Media ® Player 9 

Player 

I ME 2003 Microsoft ® IME 2003 

MS-IME 2002 Microsoft ® IME 2002 

ウイルスバスター ウイルスバスター™ 2006インターネットセキュリティ 

Always Phoenix Always™,Trend Micro Pattern Update Agent 

アップデ-トエ-ジエント 

NASCA NEC Authentication Agent 

WinDVD InterVideo ® WinDVD ™ 5 for NEC 

Digital Media Roxio DigitalMedia SE 

DLA Sonic DLA 

Stand by Disk StandbyDisk 2000 -XP Pro 

Intel Matrix Intel ® Matrix Storage Console 

Storage Console 


「スタート」ホタン—「コントロールパネル」をクリック 

「パフオーマンスとメンテナンス」の「システム」をクリック 

「ハードウエア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」ボタ 
ンをクリック 

「デバイスマネージャ」が表示されます。 


♦このマニュアルで使用しているイラスト、画面、記載内容について 

• 本機のイラストや記載の画面は、モデルによって異なることがあります。 
• 本書に記載の画面は、実際の画面とは多少異なることがあります。 


♦デバイスマネージャの開き方 


7 2 3 




■技術基準等適合認定 について 

この装置には技術基準認証済みの通信機器が搭載されています。 

FAX モデルの内蔵モデムは、他国を設定できる機能を有していますが、日本国内で使用する際、他 
国モードに設定してご使用になりますと電気通信事業法(技術基準）に違反する行為となりますの 
で、ご購入時の使用国モード（初期値：日本モード）のまま設定を変更しないでご使用ください。 

■高調波電流規制に ついて 

この装置の本体は、高調波電流規格 JIS C 61000 -3-2 適合品です。 

■電波障害自主規制 について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装 
置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビ 
ジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従っ 
て正しい取り扱いをしてください。 

■瞬時電圧低下に ついて 

本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。 

電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをおすすめします。 
(社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策に基づく表示） 

■レーザ安全基準に ついて 

CD - ROM モデル、 DVD - ROM モデル、 CD - R/RW with DVD - ROM モデル、 DVD スーパーマルチ 
モデルには、レーザに関する安全基準 (JIS . C -6802、 IEC 825) クラス1適合の CD - ROM ドライブ、 
CD - R/RW with DVD - ROM ドライブ、 DVD - ROM ドライブ、または DVD スーパーマルチドライブ 
が搭載されています。 



(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれ 
などお気付きのことがありましたら、ご購入元、または NEC 121コンタクトセンターへご連 
絡ください。 

(4) 当社では、本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、 （3) 項にかか 
わらずいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

(5) 本装置は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、人命に関わ 
る設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みや制御等の使 
用は意図されておりません。これら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用され、人 
身事故、財産損害などが生じても、当社はいかなる責任も負いかねます。 

(6) 海外 NEC では、本製品の保守•修理対応をしておりませんので、ご承知ください。 

(7) 本機の内蔵ハードディスクにインストールされている Windows XP および本機に添付の CD - 
ROM は、本機のみでご使用ください。 

(8) ソフトウヱアの全部または一部を著作権の許可なく複製したり、複製物を頒布したりすると、 
著作権の侵害となります。 

(9) ハー ドウ ヱァの 保守情報を セーブして います。 

(10) 本書に記載している Web サイトや連絡先は、2006年9月現在のものです。 


Microsoft 、 MS - DOS 、 Windows 、 Office ロゴ、 Outlook、Windows Media および Windows の口 
ゴは、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です 0 
インテル、 Intel 、 Pentium 、 Celeron、Intel SpeedStep 、 インテル Core はアメリカ合衆国および 
その他の国におけるインテル コーポレー ションまたはその子会社の商標または登録商標です。 
TRENDMICRO 及びウイルスバスターは、トレンドマイクロ株式会社の登録商標です。 

NVIDIA 、 nVIDIA ロゴ、 GeForce 、 TurboCache 、 nView は 、 NVIDIA Corporation の商標または 
登録商標です。 

Roxio DigitalMedia および Sonic DLA は 、 Sonic Solutions の登録商標です。 

InterVideo 、 および WinDVD は、 InterVideo , Inc . の商標または登録商標です。 

Copyright 2006 InterVideo , Incorporated . All rights reserved . 

StandbyDisk 、 および StandbyDisk Solo RB は 、 StandbySoft LLC / (株）ネットジャパンの商標 
です。 

Photo CD portions copyright Eastman Kodak Company 1995 
PS /2 は IBM 社が所有している商標です。 

ImageWare および IWS は米国 ImageWare Systems , Inc •の米国における登録商標または商標です。 
FeliCa は、 ソニー 株式会社の登録商標です。 

FeliCa は、ソニー株式会社が開発した非接触 1 C カードの技術方式です。 

ESMPRO は日本電気株式会社の登録商標です。 

Phoenix は 、 Phoenix Technologies Ltd •の登録商標です 0 
DeviceProtector は、 NEC パーソナルプロダクツ株式会社の商標です。 

その他、本書に記載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 


©NEC Corporation, NEC Personal Products, Ltd. 2006 

日本電気株式会社、 NEC パーソナルプロダクツ株式会社の許可なく複製-改変などを行うことはで 
きません。 






■輸出に関する注意事項 

本製品（ソフトウヱァを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準拠していません。 

本製品を日本国外で使用された場合、当社は一切責任を負いかねます。 

また、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サボート等は行っていません。 

本製品の輸出(個人による携行を含む)につ I ゝては、外国為替及び外国貿易法に基づ V ゝて経済産業省 
の許可が必要となる場合があります。 

必要な許可を取得せずに輸出すると同法により罰せられます。 

輸出に際しての許可の要否については、ご購入頂いた販売店または当社営業拠点にお問い合わせく 
ださい。 


■ Notes on export 

This product ^including software ) is designed under Japanese domestic specifications and 
does not conform to overseas standards . 

NEC * 1 will not be held responsible for any consequences resulting from use of this product 
outside Japan . 

NEC * 1 does not provide maintenance service nor technical support for this product outside 
Japan . 


Export of this product (including carrying it as personal baggage ) may require a permit from 
the Ministry of Economy , Trade and Industry under an export control law . Export without 
necessary permit is punishable under the said law . 

Customer shall inquire of NEC sales office whether a permit is required for export or not . 


1 :NEC Corporation , NEC Personal Products , Ltd . 
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本体の構成各部 

本機の外観上に見えるものから、内蔵されている機器まで、ハードウエア 
全般の機能と取り扱いについて説明します。 


この章の読み方 


順番に読んでいく必要はありません。目的に合わせて該当するページを 
お読みください。 


この章の内容 


各部の名称 . 20 

源' . 33 

^—一 r . 47 

マ勹ス . 54 

デイスフ。レイ . 56 

ハードディスク . 69 

ハードディスク （ RAID モデルの場合） . 72 

フロッピーディスクドライブ . 75 

CD / DVD ド、ラィブ . 78 

サウンド機能 . 87 

LAN (ローカノレエリアネットワーク） . 93 

モデム . 101 

USB コネクタ . 107 

IEEE 1 394コネクタ（タイプ ME (スリムタワー型)のみ） . 111 

セキュリティ機能/マネジメント機能 . 114 





















各部の名称 


本体の各部の名称と役割について説明しています。 

各部の取り扱い方法や詳しい操作方法については、各項目にある参照 
ページをご覧ください。 


本体前面 


◎タイプ ME (スリムタワー型） 


■⑮ファイルベイ 


⑩ CD / DVD ドラィブ- 


① 電源スイッチ- 

⑧ へッ ドフォン端子- 

⑨ マイク端子- 


-② 電源ランプ 

-③ハードディスクアクセスランプ 
-⑦ 内蔵スピーカボリューム 


⑤ ディスクイジェクトボタンー 
④フロッピーデイスクドライブ- 


■⑭ 通風孔 


⑥ディスクアクセスランプ- 


⑫ USB ケーブルフック¬ 


-© USB コネクタ 
，⑬スタビライザ 


各部の名称 
















◎タイプ MB (スリムタワー型) 




※増設 ハードデイスクモデルの場合 


各部の名称 



◎タイプ MR (スリムタワー型) 
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各部の名称 



① 電源スイッチ((1))_ 

本体の電源の状態を変更するスイッチです。 

詳しくは「電源」 ( p .33) をご覧ください。 

② 電源ランプ (®) 

電源の状態を表示するランプです。電源が入っているときとスタンバイ 
状態のときに点灯します。 

詳しくは「電源」 ( p .33) をご覧ください。 

③ ハードディスク/光ディスクアクセスランプ ((0)门 または 0) _ 

内蔵のハードディスクや CD / DVD ドライプにアクセスしているときに 
点灯します。機種によってアイコンが異なりますが、機能は同じです。 

〇チェック. ク - . 

ハードディスクアクセスランプ点灯中は電源スイッチを押さないでく 
ださい。ハードディスクの内容がこわれることがあります。 


④ フロッピーディスクドライブ_ 

3.5 型のフロッピーディスクの読み書きをする装置です。 

詳しくは「フロッピーディスクドライプ」 （ p .75) をご覧ください。 

⑤ ディスクイジェクトボタン_ 

フロッピーディスクを取り出します。 

⑧ディスクアクセスランプ_ 

フロッピーディスクドライプが動作しているときに点灯します。 

チェック•ク- . 

ディスクアクセスランプ点灯中は、電源スイッチを押したり、ディスクイ 
ジェクトボタンを押したりしてフロッピーディスクを取り出さないで 
ください。ディスクの内容がこわれることがあります。 

V_ J 

⑦ 内蔵スピーカボリユー厶(¢3》)） 

内蔵スピーカ、またはへッドフォン端子に接続したへッドフォンの音量 
を調節できます。 

詳しくは「サウンド機能」 ( p .87) をご覧ください。 


11 itti 毒 i 双 i 


各部の名称 
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⑧へッドフォン端子(〇) 


ミニ プラグの ステレオへッ ド フォンを 接続する端子です。 へッ ド フォン 
を 接続すると内蔵スピーカからの音は出なくなります。 へッ ド フォンを 
耳にあてたままジャックの抜き差しをしないでください。 

⑨ マイク端子（ミニジャック ） （声） _ 

市販のマイクを接続する端子です。 

⑩ CD/DVD ドライブ 


CD-ROM ドライブ、 DVD-ROM ドライブ XD - R/RW with DVD-ROM ド 
ライプ、または DVD スーパーマルチドライプが内蔵されています。内蔵 
されているドライブはお使いのモデルによって異なります。 

詳しくは 「 CD / DVD ドライプ」 （ p .78) をご覧ください。 

©USB コネクタ （4) _ 

USB 機器を接続するコネクタです。本機の USB コネクタは、 USB 2.0 と 
USB 1 . 1の機器に対応しています 。 USB 2 . 0の転送速度を出すためには、 
USB 2.0 対応の機器を接続する必要があります。 

詳しくは 「 USB コネクタ」 （ p .107) をご覧ください。 

⑫ USB ケーブルフック_ 

USB 機器のケープルが抜けるのを防止します。 

⑬スタビライザ 


本体を安定させるための脚です。 

⑭ 通風孔 

本体内部の熱を逃がすための通風孔です。物を載せたり壁などでふさが 
ないように注意してください。 
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各部の名称 


⑬ファイルベイ 

ファイルベイ用機器を取り付けます。 

参照/ ファイルベイについて 

「 PART 3 周辺機器の利用（タイプ ME (スリムタワー型)）」の「ファイルべ 
イ用機器」 (P.161) 

⑯ フロッピーディスクドライブドア_ 

フロッピーディスクや USB メモリを利用する際に開閉します。 


本体の構成各部 


各部の名称 
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◎タイプ ME (スリムタワー型) 


③ ライン入力端子- 

④ ライン出力端子- 

⑧ PS/2 キーボードコネクタ 

⑨ PS/2 マウスコネクタ—— 

⑤ アナログ RGB コネクタ—— 


② USB コネクタ 


⑦パラレルコネクタ 


⑭ LAN コネクタ 



⑬スライドス トツ/、° 

⑪ 通風孔 


① AC 電源コネクタ 
⑩ 筐体ロック 


⑫ ケーブルストッパ 


⑮ PCI スロツト（空き） 

(左からスロット2、スロット 1) 


⑳ IEEE1394 コネクタまたは空き 

⑯ DVI-D コネクタ、 DMS-59 コネ 
クタまたは空き 
⑥シリアルコネクタ 

⑬スライドス トツ/\° 
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各部の名称 



1 


本体の構成各部 


各部の名称 













① AC 電源コネクタ_ 

AC コンセントから本体に10 0 V の電源を供給するためのコネクタです。 
添付の電源コードを接続します。 

② USB コネクタ_ 

USB 機器を接続するコネクタです。本機の USB コネクタは、 USB 2.0 と 
USB 1 . 1の機器に対応しています 。 USB 2 . 0の転送速度を出すためには、 
USB 2.0 対応の機器を接続する必要があります。 

詳しくは 「 USB コネクタ」 （ p .107) をご覧ください。 

③ ライン入力端子（ミニジャック）((((命）_ 

市販のオーディオ機器から音声信号を入力する端子です。 

④ ライン出力端子（ミニジャック）（(((命）_ 

市販のオーディオ機器へ音声信号を出力する端子です。 


⑤アナログ RGB コネクタ（〇) 


アナログインターフェイスのディスプレイを接続するコネクタです。 
詳しくは「デイスプレイ」 （ p .56) をご覧ください。 


⑧シリアルコネクタ_ 

モデムや ISDN TA などの機器を接続するコネクタです。 

⑦パラレルコネクタ（息）_ 

プリンタなどの機器を接続するコネクタです。 

チェック•ク- 

パラレルコネクタには、 D - Sub 25 ピンのシリアル機器を接続しないでく 
ださい。 


⑧ PS /2 キーボードコネクタ（國) 


PS /2 接続のキーボード（ミニ DIN 6 ピン）を接続するコネクタです。 
詳しくは「キーボード」 （ p .47) をご覧ください。 
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各部の名称 




⑨ PS/2 マウスコネクタ （fi) _ 

PS /2 接続のマウス（ミニ DIN 6 ピン）を接続するコネクタです。テンキー 
付き PS /2 小型キーボードのモデルでは、キーボードのケープルがキー 
ボード用とマウス用に分岐しているので、マウス用のケーブルを接続し 
ます。なお、 PS /2 接続のマウスはキーボードに接続します。 

詳しくは「マウス」 （ P .54) をご覧ください。 

⑩ 筐体ロック (gj) _ 

ロック付き盗難防止ケーブルを取り付けます。 

詳しくは「セキュリティ機能/マネジメント機能」 （ p . l 14) をご覧くださ 

い0 

⑪通風孔_ 

本体内部の熱を逃がすための通風孔です。壁などでふさがないように注 
意してください。 

チェック. ク - 

本体上部に通風孔があるモデルの場合は、特に通風孔に物などを置いて 
ふさがないよう十分注意してください。 

V_ J 

⑫ケーブルストッパ 

キーボードなどのケープルが抜けるのを防止したり、ケープル接続した 
機器の盗難を防止します。ケープルストッパは、添付品収納箱に入ってい 
ます。 

参照/ケーブルストッパについて 

- 「PART3 周辺機器の利用（タイプ ME (スリムタワー型)）」の「ケープ 
ルストツ/' f 」（ p .139) 

- 「PART4 周辺機器の利用（タイプ MB (スリムタワー型)）」の「ケーブ 
ルストッ/、。」 （ p.l 74) 

- 「PART5 周辺機器の利用（タイプ MR (スリムタワー型)）」の「ケープ 
ルストッパ」 （p.202) 

⑬スライドストッパ_ 

本体のルーフカバーを固定します。 


11 itti 毒 i 双 i 
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参照/ ルーフカバーの取り付けと取り外しについて 

•「 PART 3 周辺機器の利用（タイプ ME (スリムタワー 型)）」 の「本体力 
バー類の開閉」 （ P .134) 

•「 PART 4 周辺機器の 利用 （タイプ MB (スリムタワー型)）」の 「本体 力 
バー類の開閉」 （ P .169) 

•「 PART 5 周辺機器の 利用 （タイプ MR (スリムタワー型)）」の 「本体 力 
バー類の開閉」 ( P .196) 

⑭ LAN コネクタ （&) 


LAN ケーブルを接続するコネクタです。 

• タイプ ME (スリムタワー型)、タイプ MB (スリムタワー型)の場合 

rnS - 通信速度ランプ 

ネットワーク通信/接続ランプ （ ACT / LINK ) 

LAN コネクタ 

• 通信速度ランプ 

•1000 Mbps ネットワーク接続時はオレンジ色に点灯します。 
•100 Mbps ネットワーク接続時は緑色に点灯します。 

•10 Mbps ネットワーク接続時は点灯しません。 

•ネットワーク通信/接続ランプ ( ACT / LINK ) 

ネットワーク上で読み込みや書き込みが発生すると点滅します。 
また、ハプやスイッチから、リンクパルスを受信すると点灯します。 
ただし、必ずしも本機の読み込みや書き込みとは限りません。 


參タイプ MR (スリムタワー型)の場合 


ネットワーク通信ランプ ( ACT ) 

通信速度ランプ 
LAN コネクタ 

通信速度ランプ 

•1000 Mbps ネットワーク接続時はオレンジ色に点灯します。 
•100 Mbps ネットワーク接続時は緑色に点灯します。 

•10 Mbps ネットワーク接続時は点灯しません。 

ネットワーク通信ランプ ( ACT ) 

ネットワーク上で読み込みや書き込みが発生すると点滅します。 
ただし、必ずしも本機の読み込みや書き込みとは限りません。 
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各部の名称 


r O チェック.ク- 

タイプ MR (スリムタワー型)の LAN コネクタの各ランプはスタンバイ状 
態、休止状態、電源が切れている状態では点灯、点滅を行いません。接続の 

確認は接続先のハブやルータのランプを参照してください。 

V_ J 


⑬ PCI スロット（空き） 

本体の機能を強化したり拡張したりするための、各種ボードを挿入する 
スロットです。 

参照/ PCI ボードについて 

- 「 PART 3 周辺機器の利用（タィプ ME (スリムタワー型)）」の 「 PCI ボー 
ド」 ( P .151) 

- 「 PART 4 周辺機器の利用（タイプ MB (スリムタワー型)）」の 「 PCI ボー 
ド」 ( P .188) 

- 「 PART 5 周辺機器の利用（タィプ MR (スリムタワー型)）」の 「 PCI ボー 
ド」 ( P .214) 

⑯ DVI-D コネクタ、 DMS -59 コネクタまたは空き（四または DVI ) 

お使いのモデルによってコネクタが異なります。グラフィック系ボード 
にデジタルディスプレイ用コネクタボードを選択した場合は DVI-D コネ 
クタになります。 GeForce 6200 TC モデルの場合は DMS-59 コネクタに 
なり、標準添付のアナログケープル経由でアナログインターフェイスの 
ディスプレイを接続します。グラフィック系ボードを選択していないモ 
デルの場合は、コネクタはありません。詳しくは「ディスプレイ」 (p.56) を 
ご覧ください。 

r 勺 チェック•ク- . 

I アナログ RGB コネクタと DV 卜 D コネクタは、同時に利用できません 。 J 

GeForce 6200 TC モデルで、デジタルインターフェイスのディスプレイ 
を接続する場合は、別売の専用コネクタ -DVI-D (メス）デジタルディス 
プレイケープルで DMS-59 コネクタに接続します。 


各部の名称 


本体の構成各部 











⑰ DVI - D コネクタまたは空き 


お使いのモデルによってコネクタが異なります。グラフィツク系ボードに 
デジタルディスプレイ用コネクタボードを選択した場合は DVI-D コネク 
夕になります。グラフィツク系ボードを選択していないモデルの場合は、 
コネクタはありません。詳しくは「ディスプレイ」 (p.56) をご覧ください。 

〇チェック•ク- . 

• アナログ RGB コネクタと DVI-D コネクタは、同時に利用できません。 

-グラフィツク系ボードを選択していない場合、別売のデジタルディス 
プレイ用コネクタボード3 ( DVI - D ) (PC-MA-K33) のみ取り付け可能 
です。「周辺機器の利用（タイプ ME (スリムタワー型)） J-rPCI Express 
ボード」の手順を参考に取り付けてください。 


⑬マイク端子（ミニジャック）（声） 

市販のマイクを接続する端子です。 

⑲ FAX モデムボードまたは空き 

お使いのモデルによって異なります。 

FAX モデルを選択した場合は、 FAX モデムボードが内蔵されています。 


FAX モデムボード拡大図 


_電話機用モジュラーコネクタ 

a y 〇 

電話回線用モジュラーコネクタ 

. 電話機用モジュラーコネクタ（@) 

電話機を接続します。 

. 電話回線用モジュラーコネクタ(〇) 

電話回線を接続します。 

⑳ IEEE 1394 コネクタまたは空き 

お使いのモデルによって異なります。 

IEEE1394 ボードを選択したモデルの場合は、 IEEE1394 ボードが内蔵さ 
れています。 
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各部の名称 














ここでは電源の入れ方と切り方や省電力機能について説明します。電源 
の切り方を間違えるとデータやプログラム、本機がこわれてしまうこと 
があるので、特に注意してください。 


電源の状態 


本体の電源の状態には次のように「電源が切れている状態」「電源が入っ 
ている状態」「スタンバイ状態」「休止状態」の4つの状態があります。 


電源が 
切れている 


電源を入れる !-► 



スタンバイ 




電源を切る1^ 

電源が 


状態にする 


スタンバイ 

状態 


休止状態から 
復帰する 


入っている 


または 
休止状態 

H 


状態 


スタンバイ状態 


状態 

hn 休止状態にする!^ 



から復帰する 




♦電源が切れている状態 

Windows を終了させるなどして本体を使用していない状態です。 


♦電源が入っている状態 

通常、本体を使用している状態です。 

♦スタンバイ状態 

作業中のデータを一時的にメモリへ保存し、ハードディスクなどの 
モータを停止したり、ディスプレイを省電力の状態にして消費電力を 
抑えます。メモリ内のデータを保持するための電力は供給されている 
ため、素早く元の状態に復帰できます。 

♦休止状態 

メモリの情報を全てハードディスクに保存し、本体の電源を切ります。 
もう一度電源を入れると、電源を切ったときと同じ状態で復元されま 
す。 


電源 






周辺機器の電源を入れる 
本体の電源スイッチを押す 


電源の状態によるランプとディスプレイの表示は、次の通りです。 


電源の状態 

電源ランプ 

ディスプレイの表示 

ディスプレイの電源ランプ 

電源が入っている 

緑色に点灯 M 

表示される 

緑色に点灯 

電源が切れている 

点灯しない 

表示されない 

オレンジ色に点灯 5 ^ 

スタンバイ状態 

オレンジ色に点灯 U 

表示されない 

オレンジ色に点灯 M 

休止状態 

点灯しない 

表示されない 

オレンジ色に点灯 582 


※エタイプ MB (スリムタワー型)の場合、青色に点灯します。 

※之タイプ MB (スリムタワー型)の場合、青色に点滅します。 

※3使用するデイスプレイによっては、黄色に見える場合があります。 


電源の入れ方と切り方 


◎電源を入れる 

電源を入れる際は、次の手順に従って正しく電源を入れてください。 

厂〇チェック•ク- 

-本機のドライブに、フロッピーディスクや CD / DVD ディスクがセット 
された状態で電源を入れると、それらのディスクから起動したり、本 
機が起動できない場合があります。その場合は、セットされている 
ディスクを取り出してから、電源を入れ直してください。 

• いったん電源を切った後で、電源を入れ直す場合は、電源を切ってか 
ら5秒以上間隔をあけて電源を入れてください。また、電源コードを抜 
いたり、ブレーカなどが落ちて電源が切れた場合は、30秒以上間隔を 
あけてから電源を入れてください。 

• メモリを増設した場合、メモリの組み合わせによっては、初期化のた 
めに電源を入れてから画面が表示されるまでに時間がかかる場合が 
あります。 
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電源 







作業中のテータを保存してアプリケーションを終了する 

「スタート」ボタン—「終了オプション」をクリックし、「電源を切 
る」ボタンをクリック 

本体の電源は自動的に切れますので、終了処理中に電源スイッチ 
を押さないでください。 

本体の電源が切れたことを確認したら、ディスプレイおよび周 
辺機器の電源を切る 


省電力機能について 


省電力機能とは、 CPU やハードディスク、ディスプレイといった、本機の 
主要な部分への電力供給を停止することで、本体の消費電力を抑える機 
能です。また、作業を一時的に中断したい場合や、中断した作業をすぐに 
再開したい場合にも便利な機能です。 

本機の省電力機能には、「スタンバイ状態」「休止状態」があります。 

参照/ • スタンバイ状態について-►「スタンバイ状態」 （ P .39) 

• 休止状態について—「休止状態」 ( p .41) 


電源を切る際は、次の手順に従って正しく電源を切ってください。 

厂〇チェック. ク - 

• Windows やアプリケーションの起動中や、ハードディスクアクセス 
ランプなどが点灯している場合は、電源を切らないでください。 

• アプリケーションのエラーなどで Windows の操作ができない場合の 
電源の強制切断方法については、『活用ガイドソフトウェア編』の 
「トラブル解決 Q & A 」 の「電源を切るとき」をご覧ください。 

• 通信を行っている場合は、通信が終了し、回線が切断されていること 
を確認してから電源を切ってください。通信中のデータが失われた 
り、回線が切断されず電話料金が発生する場合があります。 


◎電源を切る 


7 2 3 


本体の構成各部 


電源 


35 


省電力機能使用上の注意 


◎スタンバイ状態または休止状態を利用できないとき_ 

次のような場合には、スタンバイ状態または休止状態にしないでくださ 
い。本機が正常に動かなくなったり、正しく復帰できなくなる場合があり 
ます。 

• プリンタへ出力中 
• 通信用アプリケーションを実行中 

- LAN または無線 LAN を使用して、ファイルコピーなどの通信動作中 
• 電話回線を使って通信中 
• 音声または動画を再生中 

• ハードディスク、 CD や DVD、 フロッピーディスクなどにアクセス中 
-「システムのプロパティ」ウィンドウを表示中 
- Windows の起動/終了処理中 

• スタンバイ状態または休止状態に対応していないアプリケーションを 
使用しているとき 

• スタンバイ状態または休止状態に対応していない PC カード、コンパク 
トフラッシュカード、 USB 機器を使用しているとき 

◎スタンバイ状態または休止状態を使用する場合の注意_ 

• スタンバイ状態のときに次のことが起きると、作業中のデータは失わ 
れます。 

• 電源 コード が本体や AC コンセント から外れたとき 
• 停電が起きたとき 

• 電源スイッチを約4秒以上押し続けて、強制的に電源を切ったとき 

スタンバイ状態または休止状態にする場合は、次のことに注意してくだ 
さい。 

•スタンバイ状態または休止状態から復帰後、すぐにスタンバイ状態ま 
たは休止状態にする場合は、本機に負担がかからないように、復帰後、 
約5秒以上経過してから操作してください。 
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電源 



スタンバイ状態または休止状態では、ネットワーク機能がいったん停 
止しますので、ファイルコピーなどの通信動作が終了してからスタン 
バイ状態または休止状態にしてください。また、使用するアプリケー 
ションによっては、スタンバイ状態または休止状態から復帰した際に 
データが失われることがあります。ネットワークを使用するアプリ 
ケーションを使う場合には、あらかじめお使いのアプリケーションに 
ついてシステム管理者に確認のうえ、スタンバイ状態または休止状態 
を使用してください。 

通信アプリケーションを使用中の場合は、通信アプリケーションを終 
了させてから、スタンバイ状態、または休止状態にしてください。 
SCSI インターフェイスポードを使用している場合、接続されている機 
器によっては正しく復帰できな t ゝ場合があります。このような場合は、 
スタンバイ状態または休止状態にしないでください。 

スタンバイ状態または休止状態への移行中は、各種ディスク、 PC カー 
ドやコンパクトフラッシュカードなどを入れ替えないでください。 
データが正しく保存されな t 、場合があります。 

スタンバイ状態または休止状態中に、機器構成を変更しないでくださ 
い。正しく復帰できなくなる場合があります。 

スタンバイ状態に移行する前に USB 機器を外してください。 USB 機器 
を接続した状態では、スタンバイ状態に移行できない場合があります。 
スタンバイ状態または休止状態への移行中には USB 機器の抜き差し 
をしないでください。 

「電源オプションのプロパティ」で各設定を変更する場合は、コン 
ピュータの管理者権限 (Administrator 権限）を持つユーザーアカウン 
卜でログオンしてください。 

CD や DVD、 フロ ッピーディスクをセットしたまま休止状態から復帰 
すると、正しく復帰できずに CD や DVD、 フロ ッピーディスクから起動 
してしまうことがあります。休止状態にする場合は、 CD や DVD、 フ 
ロッピーディスクを取り出してから休止状態にしてください。また、フ 
ロッピーディスクを使用している場合は、必要なファイルを保存して 
から フロ ッピーディスクを取り出してください。 

CD/DVD ドライブにフォト CD をセットしたままスタンノ {イ状態また 
は休止状態にすると、復帰に時間がかかることがあります。 

スタンバイ状態のときに装置本体内のファンが作動する場合があり 
ます。 


liai 本体の構成各部 


電源 
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◎スタンバイ状態または休止状態から復帰する場合の注意 


スタンバイ状態または休止状態から復帰する場合は、次のことに注意し 
てください。 

•スタンバイ 状態または休止状態にしてからすぐに復帰する場合は、本 
機に負担がかからないよう、 スタンバイ 状態または休止状態になった 
後、約5秒以上経過してから操作してください。 

•スタンバイ状態または休止状態中に周辺機器の取り付けや取り外しな 
どの機器構成の変更をしないでください。正常に復帰できなくなるこ 
とがあります。 

•スタンバイ状態、または休止状態からの復帰中には USB 機器の抜き差 
しをしないでください。 

• 印刷中にプリンタが停止して「印刷キュー」に印刷中のドキュメントが 
残っている場合は、全てのドキュメントをキャンセルし、プリンタに接 
続している USB ケープルを抜き差ししてから再度印刷してください。 
•スタンバイ状態または休止状態からの復帰を行った場合、本体は復帰 
しているのに、ディスプレイには何も表示されない状態になることが 
あります。この場合は、マウスを動かすかキーボードのキーを押すこと 
によってディスプレイが正しく表示されます。 

• 次のような場合には、復帰が正しく実行されなかったことを表してい 
ます。 

• アプリケーションが動作しない 

•スタンバイ状態または休止状態にする前の内容を復元できない 
• マウス、キーボード、電源スイッチを操作しても復帰しない 
このような状態になるアプリケーションを使用しているときは、スタ 
ンバイ状態または休止状態にしないでください。 

電源スイッチを押しても復帰できなかったときは、電源スイッチを約 
4秒以上押し続けてくださ t ゝ。電源ランプが消え、電源が強制的に切れ 
ます。この場合、 BIOS セットアップユーティリティの内容が、工場出荷 
時の状態に戻っていることがあります。必要な場合は再度設定してく 
ださい。 
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電源 


スタンバイ状態 


本機での作業を一時中断する場合は、スタンバイ状態にすることによっ 
て電力の'消費を節約することができます。電源スイッチでスタンバイ状 
態にするには、「電源オプション」の設定を変更する必要があります。 

参照/ 「電源オプシヨン」の設定の変更—「電源スイッチで省電力機能を利用する」 
( P .43) 

チェック•ク- 

スタンバイ状態への移行とスタンバイ状態からの復帰は、電源ランプの 
色が変わってから5秒以上の間隔をあけてください。タイプ MB (スリ 
ムタワー型)の場合は電源ランプの色は青色のまま変わりませんが、点 
減するのでご注意ください。 

V_/ 


◎スタンバイ状態にする_ 

電源が入っている状態から手動でスタンバイ状態にするには、次の方法 
があります。 

♦「スタート」ボタンからスタンバイ状態にする 

「スタート」ボタンー►「終了オプション」をクリックし、「スタンバイ」ボ 
タンをクリック 

また、次の方法でスタンバイ状態になるように設定できます。 

♦電源スイッチを押す 

r O チェック•ク- . 

• 工場出荷時は、電源スイッチを押すことで電源が切れるように設定さ 
れています。 

• 電源スイッチでスタンバイ状態にする場合は、電源スイッチを4秒以 
上押さないでください。電源スイッチを4秒以上押し続けると強制的 
に電源が切れて、保存していないデータは失われてしまいます。 


本体の構成各部 


電源 
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◎スタンバイ状態から復帰する_ 

スタンバイ状態から手動で電源が入っている状態に復帰するためには、 
次の方法があります。 


♦マウスまたはキーボードを操作する 

マウスのボタンをクリックするか、キーボードのキーを押してくださ 
い (PS/2 マウスの場合はマウスを動かしても、スタンバイ状態から復 
帰できます)。なお、本機をキーボードやマウスでスタンバイ状態から 
復帰しないように設定するには、次の手順で設定してください。 


7 「デバイスマネージャ」を開き、「マウスとそのほかのポインテイ 
ングデバイス」または「キーボード」をダブルクリック 

参照/「デバイスマネージャ」の開き方—「デバイスマネージャの開き方」 （ p _7 ) 


2 復帰に使用するキーボードまたはマウスをダブルクリック 

3 「電源の管理」タブをクリックし、「このデバイスで、コンピュータ 
のスタンバイ状態を解除できるようにする」のチェックを外す 

♦電源スイッチを押す 

r O チェック•ク- . 

電源スイッチを押して復帰する場合は、電源スイッチを4秒以上押さな 
いでください。電源スイッチを4秒以上押し続けると強制的に電源が切 
れ、保存していないデータは失われてしまいます。 

V_ J 


電源 


本機での作業を長時間中断する場合は、休止状態にすることで電力の消 
費を節約できます。 

電源スイッチで休止状態にするには、「電源オプション」の設定を変更 
する必要があります。 

参照/ 「電源オプシヨン」の設定の変更—「省電力機能の設定」 ( p .43) 

チェック•ク- 

休止状態の操作は、電源ランプの色が変わってから5秒以上の間隔をあ 
けてください。 

V_ J 

◎休止状態を有効にする_ 

休止状態を利用するには、「電源オプション」の設定で休止状態機能が有 
効になっている必要があります。 

次の手順で設定を確認してください。 

1 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」をクリックし、「パ 
フォーマンスとメンテナンス」—「電源オプシヨン」をクリック 

2 「休止状態」タブをクリック 

3 「休止状態を有効にする」にチェックが付 t ゝているか確認する 

チェックが付いていない場合は、クリックしてチェックを付けて 
ください。 


本体の構成各部 
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「0 K 」 ボタンをクリック 


◎休止状態にする 


電源が入っている状態から手動で休止状態にするには、次の方法があり 
ます。 

♦「スタート」ボタンから休止状態にする 

「スタート」ボタンー►「終了オプション」をクリックし、 【Shift】 を押しな 
がら「休止状態」ボタンをクリック 

也 

「休止状態」ボタンをあらかじめ表示させておくことができます。詳しく 
は以下のマイクロソフトサポート技術情報をご覧ください。 
http://support.microsoft.com/kb/ 893056 /ja 

♦電源スイッチを押す 

r O チェック.ク- . 

• 工場出荷時は、電源スイッチを押すことで電源が切れるように設定さ 
れています。 

• 電源スイッチで休止状態にする場合は、電源スイッチを4秒以上押さ 
ないでください。電源スイッチを4秒以上押し続けると強制的に電源 
が切れ、保存していないデータは失われてしまいます。 

\_ J 

◎休止状態から復帰する_ 

休止状態から手動で電源が入っている状態に復帰するには、次の手順が 
あります。 

♦電源スイッチを押す 

Windows が起動し、休止状態にしたときと同じ状態に復元されます。 
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電源 


省電力機能の設定 


省電力機能の設定は、 Windows の「電源オプション」で行います。「電源才 
プション」では、省電力機能を実行するときの操作方法や実行するまでの 
時間を変更できます。また、あらかじめ設定されている電源設定から選択 
することもできます。 

◎電源スイッチで省電力機能を利用する_ 

電源スイッチを押したときに本機が省電力状態になるように設定するに 
は、次の手順で設定してください。 

ブ 「スタート」ボタン ー* T コントロールパネル」をクリックし、「パ 
フオーマンスとメンテナンス」—「電源オプシヨン」をクリック 

2 「詳細設定」タブをクリック 

3 「電源ボタン」欄で、「コンピュータの電源ボタンを押したとき」 
で「スタンバイ」または「休止状態」を選択する 

r O チェック•ク- . 

休止状態をお使いになる場合は、「電源オプシヨン」の「休止状態」タブで 
「休止状態を有効にする」にチェックが付し、ていることを確認してくださ 

い。 

V_ J 

4 「適用」ボタンをクリックして、 「 OK 」 ポタンをクリック 


I IB 毒 Qfi 


電源 
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◎電源設定を選択する 


1 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」をクリックし、「パ 
フォーマンスとメンテナンス」—「電源オプシヨン」をクリック 

2 「電源設定」タブをクリック 


3 「電源設定」欄で定義されている電源設定を選択するか、画面の 
下段でそれぞれの時間を設定する 


項目 

説明 

モニタの 電源を切る 

入力が何も行われないまま指定した時間が経 
過すると、モニタの電源を切ります。 

ハードディスクの 
電源を切る 

指定した時間、八ードディスクへのアクセスが 
ないと、ノ V—ドディスクの電源を切ります。 

システムスタンパイ 

指定した時間何の入力もなく、八ードディスク 
へのアクセスがないと、本機がスタンバイ状態 
になり、消費電力を抑えます。 

システム休止状態 

指定した時間何の入力もな C 八ードディスク 
へのアクセスがないと、本機が休止状態になり、 
電源が切れます。 


画面の下段の「 * * の電源設定」の「* *」には、上段の「電源設定」欄で選 
んだ設定が表示され、それぞれの項目欄には、設定時間が表示され ます。 
また、「 電源設定」欄で新しい設定を作成することもで きます。 

4 「適用」ボタンをクリックして、 「0 K 」 ボタンをクリック 
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電源 



本機の利用状態に合わせて、電源設定を新たに登録することができます。 

1 「電源設定を選択する」 ( P .44) の手順 1 〜 2 を行う 

2 画面の下段でそれぞれの時間を設定する 

3 「電源設定」欄の「名前を付けて保存」ボタンをクリック 

4 任意の保存名を入力し、 「 ok 」 ボタンをクリック 

これで、新しい設定が登録されました。 

5 「適用」ボタンをクリックして、 「0 K 」 ポタンをクリック 

作成した設定は「電源設定」欄で選択できるようになります。 


電源の自動操作 


タイマ（電源オプション）、 LAN、 回線からのアクセス（リモートパワーオ 
ン機能、リング機能)によって、自動的に電源の操作を行うことができます。 

〇チェック.ク- . 

タイマ、 LAN 、 FAX モデムの自動操作によりスタンバイ状態から復帰をした 
場合、本体はスタンバイ状態から復帰しているのに、ディスプレイには何も 
表示されない状態になる場合があります。この場合、マウスを動かすかキー 
ボードのキーを押すことによってディスプレイが表示されます。 


◎タイマ機能(電源オプション) 


設定した時間を経過しても、マウスやキーボードからの入力およびハー 
ドデイスクへのアクセスなどがない場合、自動的にデイスプレイの電源 
を切ったり、スタンバイ状態にすることができます。 

また、「電源オプション」の「システム休止状態」を設定しておくと、設定し 
た時間を経過しても、マウスやキーボードからの入力およびハードディ 
スクへのアクセスなどがない場合、自動的に休止状態にすることができ 
ます。 


◎電源設定を作成する 


本体の構成各部 


電源 
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工場出荷時は次のように設定されています。 


モニタの 

電源を切る 

八ードディスク 
の電源を切る 

システム 

スタンバイ 

システム 
休止状態 

約20分 

約30分※ 

約20分 

なし 


※約30分で切れるように設定されていますが、約20分後にはスタンバイ状態に移行し 
て、ハードディスクの電源が切れます。 

本機は、省エネルギーのため工場出荷時にスタンバイ状態になるように 
設定してあります。 

◎リモートパワーオン機能 ( LAN による電源の自動操作）_ 

LAN 経由で、離れたところにあるバソコンの電源を操作する機能です。 

参照 / • 「セキュリティ機能/マネジメント機能」の「マネジメント機能」の「リモー 
トパワー オン機能 (Remote Power On 機能)」 ( p .123) 

.「 LAN (口ーカルエリアネットワーク）」の「リモ_トパワーオン機能 
(Remote Power On 機能)の設定」 （ p .97) 

◎リング機能 ( FAX モデムによる電源の自動操作）_ 

FAX モデルでは、 FAX や電話を受信した場合にスタンバイ状態または休 
止状態から復帰することができます。 
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電源 




キーポード 

ここでは、さまざまなキーボード、キーボードの使用上の注意について説 
明します。 


添付されるキーボードの種類 


本機に添付されるキーボードには、接続するインターフヱイス、キー配列 
などの違いにより、次の種類のキーボードがあります。 


キーボードの種類•名称 

インターフェイス 

キー配列 

PS /2 接続 

のキーボード 

PS /2 109キーボード 

PS /2 

109配列 

テンキー付き PS /2 小型キーボード 

109準拠 

USB 接続の 

キーボード 

USB 109キーボード 

USB 

109配列 

指紋センサ機能付き USB 109キーボード 

1〇9配列 


使用上の注意 


◎N キーロールオー バ 

N キー ロール オーバとは、複数のキーを同時に押した場合に、最後に入力 
したキーが有効になる機能です。ただし、本機のキーボードは、疑似 N キー 
ロール オーバのため、複数のキーを同時に押した場合には、正常に表示さ 
れないことや、有効にならないことがあります。 

◎ USB キーボードの接続_ 

電源が入った状態で USB キーボードを抜き差しする場合、 USB キーボー 
ドの取り外しや取り付けを、本機が認識するためには数秒〜10秒程度必 
要です。瞬間的な抜き差しを繰り返すとキーボード入力ができなくなる 
ことがあります。 

キーボード入力ができなくなってしまった場合は、 USB キーポードを正 
しく接続した後に、電源スイツチを4秒以上押し続けて強制的に電源を切 
り、 Windows を再起動してください。 

r O チェック•ク- 

指紋センサ機能付き USB 109 キーボードの接続は、本体の USB コネク 
夕に接続します。外部ハブを挟んで接続しないでください。 


キーボード 



◎ USB 機器の電源容量による接続制限 


USB キーボード （USB 109キーボード）の裏面には、 USB 機器を接続する 
ためのハプが2つあります。 



片方のハプには添付の USB マウスを接続します。もう片方のハプには別 
売の USB 機器を接続して利用することができます。 

USB キーボードのハブに別売の USB 機器を接続する場合は、次の制限が 
ありますのでご注意ください。 

• USB キーボードの USB ハブは、 USB バスパワードハプと呼ばれるハプ 
で、電源が接続先から供給されて動作するハブです。 

USB 機器は、接続先に要求する電源の容量によって、「ハイパワーデバ 
イス」と「ローパワーデバイス」の2種類に分類されます。 USB 接続の 
キーボードに接続できる USB 機器は「ローパワーデバイス」のものに限 
られます。 

_> JtJ ハイパワーデバイス、口ーパワーデバイス 

ハイパワーデバイス：接続先に 500mA 以下の電源を要求する USB 機器。 
ローパワーデバイス：接続先に 100mA 以下の電源を要求する USB 機器。 

• USB の仕様では、 USB 機器は最大5段まで縦列接続が可能ですが、実際 
のシステム運用上では2段までの縦列接続で使用してください。 

• USB キーボードのハプに USB2.0 機器を接続すると、 USB 転送速度が 
最大 12Mbps に制限されます。 


キーホー ド 


※ USB 109 キーボードは、デサインに若干の違いがあります。 

[iscl :エスケープキー [ トスペースキー 

[ pT |—[ F 12 I :ファンク ショ ンキー I 変換 I : 変換 キー 
[^ gp [ :プ リントスクリーンキ ー 1: カタカナひらがな/ローマ字 キー 
g ご| :スクロールロック キー ^ ej |: エンター キー 

g :ポ ーズ/ブレークキー |-1 :バッ クスペースキー 

_ :半角/全角/漢字 キー Ii _| :インサートキー 

巴 b :タブキ ー iDeletej :デリ 1 ー トキー 

(5^ : キャップス ロック/ 英数 キー l Home ] : ホー 厶キー 
:シフトキー [Endl :ヱンドキー 

^Ctr I J :コントロールキー |ぼ J :ページァップキー 

(®) : Windows キー |=]:ページ ダウン キー 

アプリケーションキー I 个|| I |1 II ゎ丨：カーソル移動キー 

オルトキー IK | : ニュー メリックロックキー 

無変換| :無変換キー 


◎ PS /2 109キーホード、 USB 109 キーホード 


キーボード上には、文字を入力するキーの他に、ソフトウエアの操作に使 
う特殊なキーがあります。これらのキーの機能は使用するソフトウエア 
によって異なります。 


© Scroll Lock ランプ 
® Caps Lock ランプ 
[S Num Lock ランプ 





圓國 __ 圃___ _圔111_ 1 ^_ 國 國 IB 圓 

| 圍]画圓画圃__圓圔圃圓圓_画]|_画_|國圖 
| pl _ 圃 1圃圔圍 圃圓國圔 IB 國_| 

I ^ h 圖圓國曬國画圔圖國圃圖 
■ I — 琴琴 
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本体の構成各部 









◎テンキー付き PS /2 小型キーボード 



g :エスケープ キー 

[FI I 〜 IF12] :ファンクションキー 


PrtSc I 

SysRqj 

プリントスクリーンキー 

"scroll I 

Lock | 

スクロールロックキー 

Pause I 

Break 1 

ポーズ/ブレークキー 

a 

半角/全角/漢字 キー 


タブ キー 

Caps Lockl 
一英数 1 

キャップスロック/英数キー 

合 Shiftj 

シフトキー 


コントロー ルキー 

圍 

Windows キー 

m 

アプリケーションキー 

ai, 1 

オルトキー 

無変換 | 

無変換キー 



:スペースキー 

[変換] 

変換 キー 

riifi 

い- マ 

カタカナひらがな/ローマ字キー 

固 

エンターキー 

(Back 1 
space 

バッ クス ぺ ースキー 

^Insert 1 

インサートキー 

|oelete| 

デリートキー 

1 |U 2231 

ホームキー 

l 回 l 

エ ン ド キー 

ド 。 gup|j 

ページアップキー 

| 士 EiElj 

ページ ダウン キー 

[i^i j [ im j [e ] [ s| :力ーソル移動キー 

f^lum 丨 

I Lock 1 

ニューメリックロックキー 

0 

エフエヌキー 






















國 IHBH . HHI 圓圓國 ■圖圖圖國■_.圍| 
國 _ D __ l]_p 圓 

■ ■鬮圓■園 

___圓 
圓圔__ 
圓圓匯 II 
_圓剛 
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キーボード 






















◎特殊なキーの使い方 


キー 操作 

説 明 

【 Shift】 + 【Caps Lock 】 

—度押すと Caps Lock ランプが点 
灯し、アルフアベットを入力すると大 
文字が入力されます。 

もう一度押すと Caps Lock ランプ 
が消灯し、アルフアベットを入力する 
と小文字が入力されます。 

【半角/全角/漢字】 

(MS-IME2002、IME2003 使用時のみ） 

一度押すと日本語入カシステムが才 
ンになり、日本語が入力できるよう 
になります。 

もう一度押すと日本語入カシステム 
がオフになり、日本語が入力できな 
くなります。 

[Alt] + 

【カタカナひらがな/ □— マ字】 

日本語入カシステムがオンになって 
いるとき、一度押すとかな入カモー 
ドになり、キー上面のかな文字で日 
本語を入力できるようになります。 
もう一度押すとローマ字入カモード 
になり、キー上面のアルフアベットの 
組み合わせで日本語を入力できる 
ようになります。 

[Num Lock 】 

—度押すと Num Lock ランプが点 
灯し、テンキーの数字が入力できる 
ようになります。もう一度押すと 
Num Lock ランプが消灯し、テンキー 
の記号を入力したり、キーに刻印さ 
れている機能を使用することができ 
るようになります。 

[Scroll Lock 】 

一度押すと Scroll Lock ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯します。 
アプリケーションによって機能が異 
なります。 
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キーボード 



◎ホットキー機能 （【 Fn 】 の使い方) 


テンキー付き PS/2 小型キーボードをお使 t 、の場合は、 [ Fn ] と他のキーを 
組み合わせることで、設定をキー操作で簡単に調整することができます。 
これをホットキー機能といいます。 


キー 操作 

機 能 

説 明 

【 Fn 】 + 【 t 】 

Page Up 

【 PgUp 】 の役割 

【 Fn 】 + 【 i 】 

Page Dn 

【 PgDn 】 の役割 

【 Fn 】 +【H 

Home 

【 Home 】 の役割 

【 Fn 】 +【— 】 

End 

【 End 】 の役割 


キーホー ドの設定 


Windows でキーボードをより使いやすく設定することができます。設定 
について詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 


キー 操作 

説 明 

【Caps Lock 】 

日本語入カシステムがオンになって 
いるとき、一度押すと英数字が入力 
されるようになります。 

【カタカナひらがな/ □— マ字】 

日本語入カシステムがオンになって 
いて英数字が入力されるモードになっ 
ているとき、一度押すとひらがなや 
カタカナを入力できるようになります。 

[Fn] 

(テンキー付き PS /2 小型キーボードの 

み） 

他のキーと組み合わせて機能を実 
行します。 


【 I 圓 毒 Q 皿 i 


キーボード 
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賢マゥス 

ここでは、マウスの使用方法について説明します。 
参照/マウス-のヘルプ 


マウスについて 


本機には、 PS /2 マウス、または光センサー USB マウスが添付されていま 
す。 


♦ PS /2 マウス 


左ボタン 



♦光センサー USB マウス 



マウスのクリックとは、マウスのボタンを押して離す操作です。特に指定 
がない場合は左ボタンを使います。 


54 


マウス 



チェック •ク _ 

光センサー USB マウスは、マウス底面にある赤い光によって映し出され 
る陰影をセンサーで検知することで、マウスの動きを判断しています。次 
のような表面では正しく動作しない(操作どおりにマウスポインタが動 
かない)場合があります。 

• 反射しやすいもの(鏡など） 

-透明、半透明なもの（ビニールやガラスなど） 

• 光沢があるマウスパッドや机など 

• 網点の印刷物など、同じバターンが連続しているもの(雑誌や新聞の 
写真など） 

• 濃淡のはっきりした縞模様や柄のもの 


◎スクロールホイールの使い方 

PS /2 マウスの場合、スクロールホイールを上に押し続けたり、手前へ引 
き続けることで上下にスクロールします。 

光センサー USB マウスの場合は、スクロールホイールを上方向に回転さ 
せたり、下方向へ回転させることで上下にスクロールします。 

また、スクロールホイールをクリックしたり、押し続けたときにスクロー 
ルアイコンが表示されます。その場合は、三角マークの方向にマウスを動 
かすと画面を上下にスクロールさせることができます。スクロールホ 
イールを再度クリックしたり、指を離すとスクロールアイコンが'?肖えま 
す。 

r Zf チェック.ク- . 

スクロールホイールはアプリケーションによっては使用できない場合 
があります。 

V_ J 


lili 毒 i 双 i 


マウス 
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ディスプレイ 

本機に接続できるディスプレイの種類と、表示できる解像度と表示色に 
ついて説明しています。また、グラフィックアクセラレータの機能を使つ 
て、複数のディスプレイを1つの画面として使用したり、同じ画面を表示 
する機能について説明しています。 


使用上の注意 


• 本機では、デジタルインターフヱイスを持つディスプレイとアナログ 
インターフヱイスを持つディスプレイを同時に利用することはできま 
せん。 

• 別売のディスプレイ PC - KM 174、 PC - KM 212 は使用できません。 

• リフレッシュレート（垂直走査周波数)の設定{直はセットアップが完了 
したときに、本体とディスプレイの組み合わせで最も適した値に自動 
的に設定されます。通常ご使用になるときは設定を変更しないでくだ 
さい。機種によってはリフレッシュレート（垂直走査周波数)の設定を 
「画面のプロパティ」で変更できる場合がありますが、ディスプレイが 
サポートしていないリフレッシュレートを設定すると画面が乱れるこ 
とがあります。 

• タイプ MR (スリムタワー型）では、デジタルディスプレイを使用する 
ことはできません。 


画面表示の調整 


液晶ディスプレイで、文字がにじむときや縦縞状のノイズなどがあると 
きは、液晶ディスプレイの調整が必要です。ディスプレイに添付のマニュ 
アルをご覧になり、ディスプレイを調整してください。 

• 液晶ディスプレイ （ LCD 2070 WNX - V ) をデジタル液晶ディスプレイと 
して使用した場合 

画面の位置、サイズなどの調整は必要ありません。 

• アナログ液晶ディスプレイ （ LCD 52 VM - V 、 LCD 72 VM - V 、 LCD 92 VM - 
V )の場合、または液晶ディスプレイ （ LCD 2070 WNX - V ) の場合 
ディスプレイ本体のオートアジャスト機能で調整してください。詳し 
くは、ディスプレイに添付の マニュアルを ご覧ください。 
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ディスプレイ 




解像度と表示色 


解像度と表示色は、本機の グラフィックァクセラレータのサボー トする 
解像度と表示色です。実際に表示できる解像度と表示色は接続するディ 
スプレイにより異なります。ディスプレイごとの表示能力は、次の表をご 
覧ください。 

チェック•ク- 、 

液晶ディスプレイでは、サボートする最大解像度よりも、解像度を小さく 
設定した場合は、拡大表示となることがあります。拡大表示では、文字の 
線や太さが不均一になつたり、ぼやけた感じになることがあります。 

V_ y 


lili 毒 Qfi 


ディスプレイ 
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•15 型液晶デイスプレイの場合 


解像度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 
周波数 
[ kHz ] 

垂直走査 
周波数 
[ Hz ] 

LCD 52 VM-V 

640 X 480% 1 

256色 ％ 1 

65,536色 

1,677万色ぬ 

31 .5 

60 

〇 

37.5 

75 

〇 

43.3 

85 

X 

800 X 600 

256色& 1 

65,536色 

1,677万色紋 

37.9 

60 

〇 

46.9 

75 

〇 

53.7 

85 

X 

1 ,024 X 768 

256色※ 1 

65,536色 

1,677万色紋 

48.4 

60 

〇 

60.0 

75 

〇 

68.7 

85 

X 

1，280 XI ,024 

256色 ％ 1 

65,536色 

1,677万色紋 

64.0 

60 

X 

80.0 

75 

X 

91.1 

85 

X 

1，600 XI ,200 

256色※ -1 

65,536色 

1,677万色紋 

75.0 

60 

X 

93.8 

75 

X 

106.3 

85 

X 

1,680 X 1,050 

256色& 1 

65,536色 

1,677万色ぬ 

65.3 

60 

X 


※丄： Windows 2000の場合のみ。 

※之：グラフイックアクセラレータの持つ最大発色数です。 LCD 52 VM-V では、デイザリ 
ング機能により、約1，619万色を実現しています。 
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ディスプレイ 





•17 型液晶デイスプレイの場合 


解像度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 
周波数 
[ kHz ] 

垂直走査 
周波数 
[ Hz ] 

し CD 72 VM-V 

640 X 480^ 1 

256色※° 

65,536色 

1,677万色紋 

31.5 

60 

〇 

37.5 

75 

〇 

43.3 

85 

X 

800 X 600 

256色※リ 

65,536色 

1,677万色紋 

37.9 

60 

〇 

46.9 

75 

〇 

53.7 

85 

X 

1 ,024 X 768 

256色 ％ 1 

65,536色 

1,677万色紋 

48.4 

60 

〇 

60.0 

75 

〇 

68.7 

85 

X 

1 ,280 X 1,024 

256色※° 

65,536色 

1,677万色紛 

64.0 

60 

〇 

80.0 

75 

〇 

91.1 

85 

X 

1 ,600 X 1 ,200 

256色※° 

65,536色 

1,677万色紛 

75.0 

60 

X 

93.8 

75 

X 

106.3 

85 

X 

1，680 XI ,050 

256色 ％ 1 

65,536色 

1,677万色紛 

65.3 

60 

X 


※丄： Windows 2000の場合のみ。 

※之：グラフィックアクセラレータの持つ最大発色数です。 LCD 72 VM-V では、ディザリ 
ング機能により、約1，619万色を実現しています。 


本体の構成各部 


ディスプレイ 
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•19 型液晶デイスプレイの場合 


解像度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 
周波数 
[ kHz ] 

垂直走査 

周波数 

[ Hz ] 

LCD 92 VM-V 

640 X 480^ 1 

256色 ％ 1 

65,536色 

1,677万色紋 

31.5 

60 

〇 

37.5 

75 

〇 

43.3 

85 

X 

800 X 600 

256色※リ 

65,536色 

1,677万色紛 

37.9 

60 

〇 

46.9 

75 

〇 

53.7 

85 

X 

1 ,024 X 768 

256色 ％ 1 

65,536色 

1,677万色紋 

48.4 

60 

〇 

60.0 

75 

〇 

68.7 

85 

X 

1 ,280 X 1 ,024 

256色 ％ 1 

65,536色 

1,677万色紋 

64.0 

60 

〇 

80.0 

75 

〇 

91.1 

85 

X 

1 ,600 X 1 ,200 

256色 ％ 1 

65,536色 

1,677万色紋 

75.0 

60 

X 

93.8 

75 

X 

106.3 

85 

X 

1，680 XI ,050 

256色 ％ 1 

65,536色 

1,677万色紋 

65.3 

60 

X 


※エ： Windows 2000の場合のみ。 

※之：グラフィックアクセラレータの持つ最大発色数です。 LCD 92 VM-V では、ディザリ 
ング機能により、約1，619万色を実現しています。 
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鲁20.1型ワイド高精細 TFT ディスプレイ（デシタル/アナログ共用）の場合 


解像度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 
周波数 
[kHz] 

垂直走査 
周波数 
[Hz] 

LCD 2070 WNX-V 

デジタル接続 

アナログ接続 

640 X 480% 1 

256色 ％ 1 

65,536色 

1,677万色紋 

31 .5 

60 

〇 

〇 

37.5 

75 

〇 

〇 

43.3 

85 

X 

X 

800 X 600 

256色 ％ 1 

65,536色 

1,677万色 852 

37.9 

60 

〇 

〇 

46.9 

75 

〇 

〇 

53.7 

85 

X 

X 

1,024 X 768 

256色※° 

65,536色 

1,677万色紐 

48.4 

60 

〇 

〇 

60.0 

75 

〇 

〇 

68.7 

85 

X 

X 

1，280 XI ,024 

256色※° 

65,536色 

1,677万色紋 

64.0 

60 

〇 

〇 

80.0 

75 

〇 

〇 

91.1 

85 

X 

X 

1,600 XI ,200 

256色※° 

65,536色 

1,677万色紋 

75.0 

60 

X 

X 

93.8 

75 

X 

X 

106.3 

85 

X 

X 

1，680 XI ,050 

256色※リ 

65,536色 

1,677万色紋 

65.3 

60 

〇 

〇 


※エ： Windows 2000の場合のみ。 

※之：グラフィックアクセラレータ の持つ最大発色数です。 LCD 2070 WNX - V では、 ディ 
ザリン グ 機能により、約1，619万色を実現しています。 


本体の構成各部 


ディスプレイ 
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•別売のディスプレイを使う場合 


解像度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 
周波数 
[ kHz ] 

垂直走査 
周波数 
[ Hz ] 

デジタルディスプレイ 

アナ□グディスプレイ 


256色 ％ 1 

31.5 

60 

〇※ 2 

〇※ 2 

640 x 480 s81 

65,536色 

37.5 

75 

X 

〇※ 2 


1,677万色 

43.3 

85 

X 

〇※ 2 


256色 ％ 1 

37.9 

60 

〇※ 2 

〇※ 2 

800 X 600 

65,536色 

46.9 

75 

X 

〇※ 2 


1，677万色 

53.7 

85 

X 

〇※ 2 


256色 ％ 1 

48.4 

60 

〇※ 2 

〇※ 2 

1 ,024 X 768 

65,536色 

60.0 

75 

X 

〇※ 2 


1 .677 万色 

68.7 

85 

X 

〇※ 2 


256色* 1 

64.0 

60 

〇※ 2 

〇※ 2 

1 ,280 X 1 ,024 

65,536色 

80.0 

75 

X 

〇※ 2 


1，677万色 

91.1 

85 

X 

〇※ 2 


256色※リ 

75.0 

60 

〇※ 2 

〇※ 2 

1 ,600 X 1 ,200 

65,536色 

93.8 

75 

X 

〇※ 2 


1,677万色 

106.3 

85 

X 

〇※ 2 


256色… 





1 ,680 X 1,050 

65,536色 

65.3 

60 

X 

X 


1,677万色 






※丄： Windows 2000の場合のみ。 

※之： グラフィックアクセラレータのサボー トする解像度と表示色です。実際に表示で 
きる解像度と表示色は接続するディスプレイにより異なります。 

また、 液晶ディ スプレイでは、サボートする 最大解像度よりも小さく設定した場合 
は拡大表示となる ことがあります。 拡大表示では、文字の線 や 太 さが 不均一になっ 
たり、ぼやけた 感じになる ことがあります。 

実際に表示できる解像度と表示色について詳しくは、お使いのディスプ 
レイに添付の マニュアルを ご覧ください。 
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別売のディスプレイを使う 


本機には別売のディスプレイも接続することができます。別売のディス 
プレイを使用する場合は、「解像度と表示色」 ( p .57) を参考に、適合する 
ディスプレイを使用してください。 

お使いになるディスプレイのインターフェイスによって接続するコネ 
クタが異なります。それぞれのインターフヱイスに接続できるコネクタ 
は次の通りです。 

• アナログインターフェイスのディスプレイを接続する場合 

本体のアナログ RGB コネクタに接続してください。 

GeForce 6200 TC モデルの場合は、 DMS -59 コネクタに、添付のアナ 
ログケープル ( DualView 用）を接続する必要があります。 

•デジタルインターフ I イスのディスプレイを接続する場合 

DVI - D ボードモデルの場合は、 DVI - D コネクタに接続してください。 
GeForce 6200 TC モデルの場合は、 DMS -59 コネクタに、別売の専用 
コネクター DVI - D (メス）デジタルディスプレイケープルを接続する必 
要があります。 

チェック•ク- 

本体が、ディスプレイに合わせて正しく設定されていないと、ディスプレ 

イに何も表示されないことがあります。 

V_/ 

参照/ 接続する DVI コネクタイ本体背面」 ( p .26) 

DVI (Digital Visual Interface ) は、新しく作成された業界標準仕様のビデ 
才信号用インターフェイスです。 DVI-I ( Integrated ) は、デジタルビデオ信 
号とアナログビデオ信号を、同じコネクタ内に収容し、出力することがで 
きます。 DVI - I は、本機にはありません。 DVI-D ( Digital ) は、デジタル信号 
のみ出力することができます。 

GeForce 6200 TC モデルでは、2台のディスプレイを本機に接続して表 
示を切り替えながら使うことができます。 

また、同じ画面を2台のディスプレイに表示したり、2台のディスプレイを 
使って、ひとつの画面として表示することができます。 


I B 毒 Qfi 


ディスプレイ 


63 


参照/ .表示するディスプレイを切り替えて使う—「表示するディスプレイの切り 
替え」 (P. 64) 

.同じ画面を2台のディスプレイに表示する—「クローンモード機能を使う」 
( p .65) 

•2 台のディスプレイをひとつの画面として表示する—「デュアルディスプレ 
イ機能を使う」 ( P .65) 


表示するディスプレイの切り替え 


タイプ ME (スリムタワー型）で GeForce 6200 TC モデルの場合は、2台の 
ディスプレイを接続して、画面の出力先を切り替えて使用することがで 
きます。 

^ チェック.ク- . 

動画再生のソフトウェアを起動中は、画面の切り替えを行わないでくだ 
さい。画面の切り替えを行った場合は、動画再生のソフトウェアを再起動 
してください。 

V_ J 

1 2台のディスプレイを接続し、電源を入れる 

參照/ 別売のディスプレイなどを接続するには—「別売のディスプレイを使う」 
( p .63) 

2 本機の電源を入れる 

3 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」をクリックし、「デス 
クトップの表示とテーマ」—「画面」をクリック 

「画面のプロパティ」が表示されます。 

4 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」ボタンをクリック 

5 「GeForce 6200 TurboCache(TM)」 タブをクリック 

ディスプレイの接続状態が表示されます。 

Q 左側のツリーの 「GeForce 6200 TurboCache(TM) 」の 
「 nView ディスプレイ設定」をクリック 

「 GeForce 6200 TurboCache ( TM ) 」 メニューが 閉じている場合 
は、「+」をクリックしてください。 
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7 「現在のディスプレイ」から表示するディスプレイを選択して 
クリック 

8 「適用」ボタンをクリック 

設定を保存するかを確認するメッセージが表示されます。 

9 「はい」ボタンをクリック 
10 「 ok 」 ボタンをクリック 

これで、画面の出力先の切り替えは完了です。 


クローンモード機能を使う 


タイプ ME (スリムタワー型）で GeForce 6200 TC モデルの場合は、2台の 
ディスプレイを接続したときに、同時に同じ画面を表示できるクローン 
モード機能が利用できます。2台のディスプレイに同時に同じ画面を表示 
できるので、プレゼンテーションをするときなどに便利です。 

^〇"フ■エック•ク- 、 

f 画面の解像度によっては、クローン表示にならない場合があります 。 J 


デュアルデイスプレイ機能を使う 


タイプ ME (スリムタワー型）で GeForce 6200 TC モデルの場合は、2台の 
ディスプレイを接続して同時に使用できる、デュアルディスプレイ機能 
が利用できます。 

デュアルデイスプレイ機能には次のモードがあります。 


•1 つのディスプレイ . 1台のディスプレイに表示する 

•クローン . 2台のディスプレイに同じ内容を表示 

する 

•水平スパン . 2 台のディスプレイを 1 台の横長の 

ディスプレイとして表示する 

•垂直スパン . 2 台のディスプレイを 1 台の縦長の 

デイスプレイとして表示する 


• デュアルビュー （ DualView ) …2台のディスプレイをひと続きのデス 

クトップ画面として表示する 


l is 毒 i 双 i 
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◎デュアルディスプレイ機能利用上のご注意 


• 本機のデュアルディスプレイ機能は、次のディスプレイでご利用にな 
ることができます。異なる型香のディスプレイの組み合わせや、一覧に 
無いディスプレイの組み合わせの場合は、デュアルディスプレイ表示 
にならないことがあります。 

•15 型液晶ディスプレイ: LCD 52 VM-V 
•17 型液晶ディスプレイ: LCD 72 VM-V 
•19 型液晶ディスプレイ: LCD 92 VM-V 

•20.1 型ワイド高精細 TFT ディスプレイ（デジタル/アナログ共用）： 
LCD - 2070 WNX-V 

• デュアルディスプレイ機能利用時(クローン、水平スパン、垂直スパン） 
に、プライマリモニタとセカンダリモニタで個別の解像度•色数の設定 
はできません。 

-動画の再生中やアプリケーション使用中に表示モードを変更しないで 
ください。いったん終了してから表示モードを変更してください。 

• デュアルディスプレイ機能利用時に、スタンバイ状態でディスプレイ 
を取り外さないでください。スタンバイからの復帰後に正常に表示さ 
れません。 

• 別売の専用コネクター DVI - D (メス）デジタルディスプレイケープルを 
ご使用の場合、デュアルディスプレイ機能はご利用になれません。 

◎デュアルディスプレイ機能の使い方_ 

デュアルディスプレイ機能のモードの変更は、次の手順で行ってください。 
デュアルディスプレイ機能を使うには、本機の電源を入れる前に、あらか 
じめ本機にディスプレイを接続してください。 

r O チェック•ク- . 

2台目のディスプレイを接続した後、初めて起動したときに 「NVIDIA 
nView セットアップウィザードへようこそ!」と表示されます。以降、説明 
を読みながら必要な機能の選択を行ってください。 

V_ J 

1 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」をクリックし、「デス 
クトップの表示とテーマ」—「画面」をクリック 

「画面のプロパティ」が表示されます。 

2 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」ボタンをクリック 


ディスプレイ 


3 「GeForce 6200 TurboCache ( TM )」 タブをクリック 

画面が表示されます。 

4 左側のツリーの 「GeForce 6200 TurboCache ( TM ) 」の 
「 nView デイスプレイ設定」をクリック 

「 GeForce 6200 TurboCache ( TM ) 」 メニューが 閉じている場合 
は、「+」をクリックしてください。 

5 「 nView 」 を選択して、 「 nView モード」から切り替えたいモード 
を選択してクリック 

6 「適用」ボタンをクリック 

設定を保存するかを確認するメッセージが表示されます。 

7 「はい」ボタンをクリック 

8 「 OK 」 ボタンをクリック 

画面表示が切り替わって、選択したモードで表示されます。 


本体の構成各部 


ディスプレイ 


ディスプレイの省電力機能 


本機は、 VESA (Video Electronics Standards Association) で定義され 
ているディスプレイの省電カモード （DPMS : Display Power Manage¬ 
ment System) に対応しています。 

工場出荷時の設定は、マウスやキーボードからの入力がない状態が続く 
と、約20分でスタンバイ状態にするように設定されています。 

参照,ディスプレイの省電力機能— Windows のヘルプ 

jO チェック.ク- 

• 省電力機能に対応していないディスプレイでは、本機能は使用できま 
せん。ディスプレイに損傷を与える可能性がありますので、ご利用の 
前にディスプレイに添付の マニュアルを ご覧ください。 

_「電源の管理のプロパティ」の「モこ夕の電源を切る」と「画面のプロパ 
ティ」の「スクリーンセーバー」タブの「スクリーンセーバー」の「待ち 
時間」に同じ時間を設定しないでください。 


本機は、省エネルギーのため工場出荷時にスタンバイ状態になるように 
設定してあります。 
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八ードディスク 

ハードディスクとは Windows やアプリケーションなどのソフトウェア 
や、作成したデータを磁気的に記録して、読み出すための装置です。 


使用上の注意 


ハードディスクは、非常に精密に作られていますので、次の点に注意して 

ください。 

• ハードディスクのデータを破損させる外的な要因には次のようなもの 
があります。 

-過度な振動 
• 高熱 
• 落雷 

• データの読み書き中（アクセスランプの点灯中）には、少しの衝撃が故 
障の原因になる場合があります。 

• ハードディスクが故障すると、記録されているデータが使用できなく 
なる場合があります。特に、自分で作成したデータは再セットアップし 
ても元には戻りません。重要なデータは CD-R などのハードディスク以 
外の媒体に、定期的にバックアップをとることをおすすめします。 

• お使いのモデルによっては、「ディスクの管理」でドライブ番号が割り 
当てられていない領域が表示されている場合があります。この領域は 
再セットアップ時に必要になる「再セットアップ領域」や Always アッ 
プデートエージエントを起動させるための領域ですので、「ディスクの 
管理」から削除など操作を行わないでください。 


参照/ディスクの管理- » Windows のヘルプ 

「再セットアップ領域」の削除イ活用ガイド再セットアップ編』の「 PART 2 
付録」 

Always アップデートエージェントの削除-►『活用ガイドソフトウェア編』 
の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 「 Always アップデートエージェ 
ント」 


ハードディスク 


♦StandbyDisk 

チェック•ク- 

[StandbyDisk は工場出荷時にはインストールされていません。 J 

ハードディスク（プライマリマスタ）の内容を増設ハードディスク（プ 
ライマリスレープ）に自動的にバックアップします。ハードディスクの 
障害発生時に増設ノ、ー ドディスクに最終ノマックアップしたときの状態 
に復元できます。増設ハードディスク (StandbyDisk) を搭載したモデ 
ルでご利用になれます。 

参照/ 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
「StandbyDisk」 

♦StandbyDisk Solo RB 

チェック•ク- 

- StandbyDisk Solo RB は、工場出荷時にはインストールされていま 
せん。 

• StandbyDisk Solo RB は、 Mate J シリーズには添付されていませ 
ん〇 

V_/ 

ハードディスク内にある第1パーティション（システムドライプ）の使 
用領域とほぼ同じ容量をバックアップ先(以後スタンバイ•ェリア）と 
して同パーティション内に確保し、使用領域のバックアップを行いま 
す。稼動中のシステムに障害が起きた際、スタンバイ•エリアからシス 
テムを起動することで、ハードウヱア障害であるか、あるいはソフト 
ゥヱア障害であるかを絞り込むことが可能です。 

参照/『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
「StandbyDisk Solo RB」 


♦ミラーリング (RAID1) 機能 

2つのハードディスクに同じ内容のデータをリアルタイ厶で書き込み 
ます。常に同じデータを2つのハードディスクに保持することによって 
データを保護しますので、一方のハードディスクに故障があっても、他 
方のハードディスクで作業を継続することができます。 RAID モデルで 
ご利用になれます。ただし、ハードディスクパスワード機能は利用でき 
ません。 
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参照/ . 「ハードディスク （RAID モデルの場合)」 （p.72) 

• rMate/Mate J 電子マニュアル」の 「「Intel Matrix Storage Console」 
について」 

♦ SMART 機能 

本機に標準装備されているハードディスクは、 S.M.A.R.T(Self Moni- 
toring, Analysis and Reporting Technology) に対応しているため、 
ハードディスクの異常を監視し、ハードディスクの故障が予見された 
場合は警告を送出します。 

参照/ BIOS セットアップユーティリティについて— 

.「PART6 システム設定の 「BIOS セットアップユ_ティリティについて」 
(タイプ ME (スリムタワー型)）」 （p. 21 8) 

•「PART7 システム設定の 「BIOS セットアップユ_ティリティについて」 
(タイプ MB (スリムタワー型））」 （p_244) 

•「PART8 システム設定の 「BIOS セットアップユ_ティリティについて」 
(タイプ MR (スリムタワー型)）」 (p_270) 


ハードデイスクのメンテナンス 


本機には、ハードディスクの障害を検出したり、アクセス速度を保つため 
のメンテナンスソフトが組み込まれています。 

ハードディスクに障害や断片化があった場合、可能な範囲で修復するこ 
とができます。 

参照/ハードディスクのメンテナンスについて- 

『活用ガイドソフトウェア編』の「メンテナンスと管理」の「ハードディスク 
のメンテナンス」の「その他のメンテナンス」 


本体の構成各部 


ハードディスク 



八ードディスク 

( RAID モデルの場合) 


使用上の注意 


ハードディスクを使用するにあたっての基本的な注意については、「ハー 
ドディスク」の「使用上の注意」 (P.69) をご覧ください。 


◎バックアップについて 


本機は、2つのハードディスクに常に同じデータを保持することによって 
データ保護を行いますが、システムファイル自体に問題がある場合は 
バックアップした他方のハードディスクからも Windows を起動するこ 
とができなくなります。そのため、重要なデータファイルについては、 CD- 
R や DVD-R、 またはサーバなどにバックアップを取ることをおすすめし 
ます。 

参照/バックアップについて— 

• 『活用ガイドソフトウェア編』の「メンテナンスと管理」 

• Windows のヘルプ 

◎スキップセクタについて 

スキップセクタにつ t 、ては、スキャンディスクやデフラグでフアイルを 
正常に戻した内容もバックアップされますので、 RAID を意識することな 
くご利用いただけます。 

◎ハードディスクパスワードについて 

RAID モデルでは、ハードディスクパスワード機能は利用できません。 


ハードディスク （ RAID モデルの場合) 




本機は、ミラーリング (RAID1) 機能によって、2台のハードディスクに同 
じ内容のデータをリアルタイムで書き込みます。そのため、片方のハード 
ディスクが故障しても、データはもう一方のハードディスクにも書き込 
まれるため、作業を継続して行うことができ、ハードディスク内の情報を 
安全に保存できます。 

r O チェック•ク- . 

-本機はミラーリング ( RAID1) のみに対応しています。 

• RAID モデルでは2台のハードディスクでミラーリングを構成してい 
るため、エクスプローラなどからは1台のハードディスクとして認識 
されます。 


也 

RAID (Redundant Arrays of Independent (Inexpensive) Disks ノとは、 
ハードディスクなどの記憶装置を複数台組み合わせて同じ容量のデータ 
を安全に保存したり、読み書きの速度を高速化するための技術です。 
RAID には、以下の種類 (RAID レベル）があります。 

• RAID 0(ストライビング） 

• RAID 1 ( ミラーリング） 

- RAID 0+1 (RAID10)( ミラー化ストライビング） 

- RAID 5(分散パリティ付ストライビング） 


本体の構成各部 


ハードディスク （RAID モデルの場合) 
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Intel Matrix Storage Console について 


Intel Matrix Storage Console は RAID システム（以下、デイスクアレイ） 
を管理するユーティリティです。ディスクアレイの全ての操作ステータ 
スを監視できます。 

「Intel Matrix Storage Console」 につI、ては、 「Mate/Mate J 電子マニユ 
アル」の 「「Intel Matrix Storage Console」 について」をご覧ください。 

r O チェック•ク- . 

• Intel Matrix Storage Console は出荷時にインストールされてい 
ます。追加する必要はありません。 

• Intel Matrix Storage Console はディスクアレイ状態を監視する 
重要なソフトウェアです。削除してしまうとディスクアレイ状態に異 
常が発生したときに何も警告されないなど、アレイ状態を維持する上 
で必要な機能を利用できません。 


◎エラーメッセージが出た場合_ 

ハードディスクが故障したというエラーメッセージが出た場合は、でき 
るだけ早く新しいハードディスクと交換した後、ディスクアレイを再構 
築（リビルド）する必要があります。ハードディスクの交換およびディス 
クアレイの再構築については、ご購入元、または NEC にご相談ください。 
その場合、事前に Intel Matrix Storage Console で故障したハードディ 
スクのデバイスポート番号を確認しておいてください。 

ハードディスクのデバイスポート番号はご購入時には「0」と「2」がありま 
す。そのうちの「表示」メニューー►「詳細モード」—「ハードディスク名※」を 
クリックすることで表示される「情報」タブに表示がないものが、故障し 
たハードディスクのデバイスポート番号となります 
※お使いのハードディスクの型番が表示されます。 

r O チェック.ク- . 

本機は Hot Swap (電源が入ったままハードディスクを交換）に対応し 
ていませんので、ハードディスクを交換する場合は、本体の電源をいった 
ん切り、電源ブラグをコンセントから抜く必要があります。電源を入れた 
ままハードディスクの交換を行うと、本機が故障したり、感電の原因にな 
りますので十分ご注意ください。 


参照/ NEC のお問い合わせ先-►『保証規定&修理に関するご案内』 
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ハードディスク （RAID モデルの場合) 



フロッピーディスクドライブ 

コンピュータに入力したプログラムやデータは、フロッピーディスクに 
書き込んで保存することができます。 


使用上の注意 


• フォーマットしていないフロッピーディスクをマイコンピュータなど 
で選択すると、フロッピーディスクドライプのアクセスランプが点灯 
し続けたり、フォーマットしようとするとフォーマット開始までの時 
間が長くかかる場合があります。これは、フロッピーディスクの種類を 
判別しているためなので、処理が開始されるまでしばらくお待ちくだ 
さい。 

• フロッピーディスクを書き込み、または読み取り中は、アクセスランプ 
が点灯します。アクセスランプ点灯中は、絶対にフロッピーディスクを 
取り出さないでください。ドライブの故障やデータの不具合の原因に 
なります。 

• フロッピーディスクに飲み物などをこぼした場合は使用しないでくだ 
さい。 

• フロッピーディスクは、利用するときにだけフロッピーディスクドラ 
イプに入れてください。フロッピーディスクを長期間フロッピーディ 
スクドライブに入れたままで使用すると、ほこりによって読み書きエ 
ラーの原因になります。 

• 同じフロッピーディスクを連続して使用しないでください。連続使用 
によりフロッピーディスクに劣化が生じ、読み書きエラーの原因にな 
ります。 

◎フロッピーディスクドライブを制限する_ 

本機では、 BIOS セットアップユーティリティの I/O 制限でフロッビー 

ディ スク ドライ プの有効/無効を設定して、使用を制限することができ 

ます。 

また、タイプ ME (スリムタワー型）、タイプ MB (スリムタワー型）では、添 

付の DeviceProtector でもフロッピーディスクドライブの有効/無効を 

設定できます。 

参照/「セキュリテイ機能/マネジメント機能」の「セキュリテイ機能」 （p.115) 


フロッピーディスクドライブ 


各部の名称と役割 


ディスクイジェクトボタン 


ディスクアクセスランプ 


• ディスクイジ:！:クトボタン 

フロッピーディスクを出し入れするときに使います。 

• ディスクアクセスランプ 

フロッピーディスクドライブが動作しているときに点灯します。 

r O チェック•ク-, 

ディスクアクセスランプ点灯 中 は電源スイッチやディスクイジ I クト 
ボタンを押さないでください。故障の原因になります。 
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フロッピーディスクドライブ 


使用できるフロッピーディスクの種類 


フロッピーディスクには 2 DD 、2 HD の2種類の媒体があります。本機で読 
み書き、またはフォーマットできるフロッピーディスクは次の通りです。 


フロッピーデイ 
スクの種類 

容量 

Windows XP 

読み書き 

フオーマツト 

2 DD 

640 KB 

X 

X 

720 K 巳 

〇 

X 

2 HD 

1 .2 M 巳 & 

〇 

X 

1 .44 MB 

〇 

〇 


※： 1.2 MB の媒体を利用する場合、3モード対応フロッピーディスクドライバのセット 
アップが必要です。セットアップ方法につ I 、ては、「アプリケーション CD - ROM 」 の 
「 DRV 」 フォルダにある「 README 」 をご覧ください。 


参照/フロッピーディスクのフォーマット- ^ Windows のヘルプ 

•1.2 MB は、 1.2 MB (512 バイト/セクタ）と 1.25 MB (1，024バイト/セク 
夕)の2種類があります。 1.25 MB (1，024バィト/セクタ）は、 PC -9800 シ 
リーズでサポートしているモードです。 

• 未使用のフロッピーディスクをフォーマットするには多少時間がかか 
ります。 


フロッピーディスクの内容の保護 


フロッピーディスクは 保存した データを 誤って'消してしまわないように 
する ために、ライトプロテクト （書き込み禁止)ができるようになってい 
ます。 ライトプロテクト されている フロッピーディスクは、データの 読み 
出しはできますが、 フォーマット や データの 書き込みはできません。重要 
な データの 入っている フロッピーディスクは、ライトプロテクト して お 
く習慣を つけ ましよう。 ライトプロテクトノッ チを、図のように穴の開く 
方に スライ ドさせる と、 書き込み禁止になります。 
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フロッピーディスクドライブ 
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CD/DVD ドライブ 


使用上の注意 


CD / DVD ドライブ内のレンズには触れないでください。指紋などの汚 
れによって、データが正しく読み取れなくなるおそれがあります。 
アクセスランプの点灯中は、ディスクを絶対に取り出さないでくださ 
い。本機の故障の原因になります。 

ディスクの信号面(文字などが印刷されていない面)に傷を付けないよ 
うに注意してください。 

特殊な形状のディスクや、ラベルが貼ってあるなど、重心ノ {ランスの悪 
いディスクを使用すると、ディスク使用時に異音や振動が発生する場 
合があります。このようなディスクは故障の原因になるため、使用しな 
いでください。 

CD / DVD ドライブにディスクをセットすると、 「 Windows が実行する 
動作を選んでください。」と表示される場合があります。その場合は、実 
行したい操作を選んでから 「 OK 」 ボタンをクリックしてください。どの 
操作を選べばよいかわからない場合は、ウィンドウの右上の这をク 
リックしてください。 

市販の 12 cm ディスクへの変換アダプタを使用すると、 CD / DVD ドラ 
イブやディスクを破損することがありますので、使用しないでくださ 

い。 

CD / DVD デイスクに飲み物などをこぼした場合は使用しないでくだ 
さい。 


CD/DVD ドライブ 


◎ CD / DVD ドライフを制限する 

本機では、 BIOS セットアップユーティリティの I / O 制限で CD / DVD ドラ 
イブの有効/無効を設定して、使用を制限することができます。 

また、タイプ ME (スリムタワー型）、タイプ MB (スリムタワー型）では、添 
付の DeviceProtector で CD / DVD ドライプの読み込み以外の機能を制限 
することができます。 

参照/「セキュリティ機能/マネジメント機能」の「セキュリテイ機能」 ( p .115) 


イジヱクトボタンや非常時ディスク取り出し穴の位置や形状は、モデル 
によってイラストと多少異なる場合があります。 

◎タイプ ME (スリムタワー型)、タイプ MB (スリムタワー型)※の場合 

※増設ハードディスクモデルを選択した場合 

。——非常時ディスク取り出し穴 
[] -ディスクトレイイジェクトボタン 

--ディスクアクセスランプ 

• 非常時ディスク取り出し穴 

CD / DVD ドライブのイジェクトボタンを押してもディスクトレイが 
出てこなくなった場合に使用します。 

• ディスクトレイイジェクトボタン 
トレイを出し入れするときに使います。 

• ディスクアクセスランプ 

CD / DVD ドライプが動作しているときに点灯します。 


各部の名称と役割 


本体の構成各部 


CD/DVD ドライブ 



r O チェック.ク- 

アクセスランプ点灯中は電源スイッチやディスクトレイイジエクトボ 
タンを押さないでください。故障の原因になります。 

^ - / 


◎タイプ MB (スリムタワー型)※_ 

※増設ハードディスクを選択していないモデルの場合 



ディスクトレイイジェクトボタン 
トレイを出し入れするときに使います。 

非常時ディスク取り出し穴 

CD / DVD ドライブのイジェクトボタンを押してもディスクトレイが 
出てこなくなった場合に使用します。なお、ディスクを取り出す際は、 
ルーフカバーを 開ける必要があります。 


参照 / 本体カバー類の開閉-*•ルーフカバーの開け方 ( p .169) 

チェック•ク- 

アクセスランプ点灯中は電源スイッチやディスクトレイイジエクトボ 
タンを押さないでください。故障の原因になります。 

\ _ ^ 
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CD / DVD ドライブ 


◎タイプ MR (スリムタワー型)の場合 


トレイ 
トボタン 

へッドフォン端子 * 非常時ディスク取り出し穴 

※：へッドフォン端子やへッドフォンボリュームは、機種によっては、ない場合 
があります。 

• ディスクトレイイジェクトボタン 

トレイを出し入れするときに使います。 

• ディスクアクセスランプ 

CD / DVD ドライプが動作しているときに点灯します。 

r O チェック.ク- 、 

アクセスランプ点灯中は電源スイッチやディスクトレイイジ；！;クトボ 
タンを押さないでください。故障の原因になります。 

V_ J 

• 非常時ディスク取り出し穴 

CD / DVD ドライプのイジェクトボタンを押してもディスクトレイが 
出てこなくなった場合に使用します。 

• ヘッドフォン端子(〇） 

ミニプラグのステレオへッ ドフォンを接続します。この端子で聞くこ 
とができるのは、音楽 CD の再生音だけです。また、ヘッドフォンを耳に 
あてたままジャックの抜き差しをしないでください。 

• ヘッドフォンボリューム 

CD / DVD ドライブのへッドフォン端子に接続したへッドフォンの音 
量を調節します。 
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本体の構成各部 


CD/DVD ドライブ 



使用できるディスク 


お使いのモデルにより、内蔵の CD / DVD ドライプで使えるディスクは異 
なります。それぞれのモデルの CD / DVD ドライプで使用できるディスク 
については、『はじめにお読みください』の「9付録機能一覧」をご覧くだ 
さい。 

ディスクの規格 

CD / DVD ディスクの規格には次のようなものがあります。 


規格 

概要 

CD-ROM 

ノ（ソコンで見るためのデータが入っている CD です。 

CD-R 

データを書き込むことができる CD です。 CD - R はデータを一 

CD-RW 

度だけ書き込むことができます。 CD - RW はデータを繰り返し 
書き換えることができます。 

ビデオ CD 

MPEG 1という圧縮方式で記録された動画用の CD です。 

フオト CD 

写真を最大10◦枚まで記録できる追記型の CD です。 

音楽 CD 

一般の音楽 CD のことです。音楽 CD の一種で、音楽 CD にパソ 
コンで見ることができる文字や画象が言觸されてし、る 「CD Extra 」 
があります。 

DVD-ROM 

パソコンで見るためのデータが入っている DVD です。 CD - 
ROM の約7倍(片面一層の場合）のデータ容量があります。 

DVD-Video 

MPEG 2 という圧縮方式で記録された動画用の DVD です。 

DVD-R 

DVD+R 

データを書き込むことができる DVD です。 

DVD-RW 

DVD+RW 

データを繰り返し書き換えたり、追記できる DVD のことです。 

DVD-R DL 

片面二層の DVD - R です。片面一層の DVD - R の約2倍のデータ 
容量があります。 

DVD+R D し 

片面二層の DVD + R です。片面一層の DVD + R の約2倍のデー 
夕容量があります。 

DVD-RAM 

データを繰り返し書き換えたり、追記できる DVD のことです。力一 
トリツジに入ったディスクや、両面に記録できるディスクもあります。 
両面タイプのディスクでは、約 9.4 G 巳のデータを記録できます。 
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CD/DVD ドライブ 



◎ DVD - R ' DVD - RAM ディスク利用時の注意 


DVD - R および DVD - RAM ディスクには、著作権法の定めにより私的録 
画補償金およびコピープロテクション ( CPRM : Copy Protection for 
Recordable Media ) が含まれたディスク (for Video ) と含まれないディ 
スク （for Data ) がありますので、ご購入の際にはご注意ください。 
DVD - RAM には、カートリツジなしのディスクと、 TYPE 1 (ディスク取 
り出し不可)、 TYPE 2( ディスク取り出し可能）、 TYPE 4( ディスク取り 
出し可能)の4種類があります。本機の CD / DVD ドライブでは、カート 
リツジなし、またはカートリツジからディスクを取り出せるタイプ 
( TYPE 2、 TYPE 4) のみご利用になることができます。ご購入の際には、 
ご注意ください。 

片面 2.6 GB の DVD - RAM および、両面 5.2 GB の DVD - RAM は、読み込み 
のみ可(書き込み、フォーマツト不可)。カートリツジから取り出せない 
タイプの DVD - RAM ディスクは使用できません。 

両面 9.4 GB の DVD - RAM ディスクは面ごとに 4.7 GB の記録/再生が可 
能です。同時に両面への記録/再生はできません。ディスクを取り出し 
て、裏返して使用してください。 


麵 本体の構成各部 


CD/DVD ドライブ 
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み込みと再生 


本機の CD / DVD ドライブで、読み込みや再生ができる デイ スク について 
は、『はじめにお読みください』の「9付録機能一覧」をご覧ください。 

本機で DVD - Video を再生するには、 「 WinDVD 」 をご利用ください。 

チェック•ク- . 

f WinDVD は工場出荷時にはインストールされていません。 J 

参照/ 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
「 WinDVD 」 


◎ディスク再生時の注意 


- DVD - Video を再生するときは、画面の解像度を 640 X 480 で使用するこ 
とはできません。 800 X 600 以上の解像度で使用してください。 

• 本機で記録した CD や DVD を他の機器で使用する場合、 フォーマット 
形式や装置の種類などにより使用できない場合があります。 

-他の機器で記録した CD や DVD は、ディスク、ドライプ、記録方式など 
の状況により、本機では記録再生性能を保証できない場合があります。 

• コピーコントロール CD などの一部の音楽 CD は、現在の Compact 
Disc の規格外の音楽 CD です。規格外の音楽 CD の再生はできないこと 
があります。 

• 本機で音楽 CD を使用する場合、ディスクレーベル面に Compact Disc 
の規格準拠を示す [ HI マークの入ったディスクを使用してください。 

• CD (Compact Disc ) 規格外ディスクを使用すると、正常に再生ができ 
なかったり、音質が低下したりすることがあります。 

• CD TEXT のテキストデータ部は、読み出せません。 

• 本機では、日本国内向け（リージョン 2) および地域制限なし（リージョ 
ン0(ゼロ））以外のリージョンコードの DVD は再生できません。 

• 本機で再生できる CD 、 または DVD のディスクサイズは8センチと12セ 
ンチです。 
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CD/DVD ドライブ 


DVD スーパーマルチドライブまたは CD - R/RW with DVD - ROM ドライ 
ブで、 CD や DVD への書き込み、書き換え、およびフォーマットをするに 
は、 「 DigitalMedia 」 または 「 DLA 」 が必要です。 

刚 

CD - R / RW や FAT 32 形式でフォーマットされた DVD - RAM ディスクは 
Windows XP の機能で書き込むことができます。 

チェック.ク- . 

( DLA は工場出荷時にはインストールされていません。 J 

参照 / •『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」 
の 「 DigitalMedia 」 

• 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」 
の 「 DLA 」 

◎ご注意_ 

• 書き込みに失敗した CD - R 、 DVD - R 、 DVD + R 、 DVD-R DL . DVD+RDL 

ディスクは読み込めなくなります。書き損じによるディスクの補償は 
できませんのでご注意ください。 

• データの 書き込みをした後に、 データが 正しく書き込まれているか確 
認してください。 

-作成したメディアのフォーマット形式や装置の種類などにより、他の 
CD / DVD ドライブでは使用できない場合がありますのでご注意くだ 
さい。 

• お客様がオリジナルの CD - ROM 、 音楽 CD 、 ビデオ CD 、 および DVD - 
Video などの複製や改変を行う場合、著作権を保有していなかったり、 
著作権者から複製•改変の許諾を得ていない場合は、著作権法または利 
用許諾条件に違反することがあります。複製などの際は、オリジナルの 
CD - ROM などの利用許諾条件や複製などに関する注意事項に従って 
ください。 

• コピーコントロール CD などでは音楽 CD を作成できない場合があり 
ます。 


本体の構成各部 


CD/DVD ドライブ 


非常時のデイスクの取り出し方 


停電やソフトウェアの異常動作などにより、ディスクトレイイジェクト 
ボタンを押してもディスクトレイが出てこない場合は、非常時ディスク 
取り出し穴に太さ 1.3 mm 程の針金を押し込むと、トレイを手動で引き出 
すことができます。針金は太めのペーパークリップなどを引き伸ばして 
代用できます。 

チェック•ク- 、 

• 強制的にディスクを取り出す場合は、本体の電源が切れていることを 
確認してから行ってください。 

- CD / DVD ドライブのイジエクトボタンを押してもディスクトレイが 
出てこないといった非常時以外は、非常時ディスク取り出し穴を使っ 
て取り出さないようにしてください。 

• タイプ MB (スリムタワー型)で増設ハードディスクモデルを選択し 
た場合、ディスクを取り出す際は、ルーフカバーを開ける必要があり 
ます。詳しくは、「本体カバー類の開閉」—「ルーフカバーの開け方」 
( p .169) をご参照ください。 
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CD/DVD ドライブ 



サウンド機能 

本機には音声を録音、再生するためのサウンド機能が内蔵されています。 
音声は外部のオーディオ機器などから再生することができます。 

r O チェック.ク- . 

タイプ MR (スリムタワー型）をご利用の場合、音声再生には外付けス 
ピーカが必要です。 


音量の調節 


音量の調節には、内蔵スピーカボリュームで調節する方法とボリューム 
コントロールに よる方法があります。 

◎ 内蔵スピーカボリュームで調節する 


タイプ ME (スリムタワー型）またはタイプ MB (スリムタワー型）にはス 
ピーカが内蔵されています。内蔵スピーカの音量は、内蔵スピーカボ 
リューム（幻奶で調節することができます。 

内蔵スピーカボリュームを左に回すと音量が小さくなり、右に回すと大 
きくなります。 


参照/内蔵スピーカボリュームについて—•「各部の名称」 ( P . 20 ) 


チェック.ク- . 

内蔵スピーカは、システムのアラームを通知することを考慮して内蔵さ 
れています。オーディオ再生などの際には、別途、夕 i •付けスピーカやへツ 
ドフォンを使用してください。 

\_ J 


サウンド機能 


◎ボリュームコントロールで調節する 


Windows の「ボリュー厶 コントロール」 （本機では 「マスタ 音量」と表示さ 

れます)で音量を調節することができます。 

1 「スタート」ボタン—「すべてのプログラム」—「アクセサリ」— 

「エンターテイメント」—「ボリュー厶コントロール」をクリック 

ボリ ュームコントロールについて— Windows のヘルプ 

厂〇チェック•ク- 

-ディスプレイの解像度を低解像度に設定している場合にボリューム 
コントロー ルを表示させると、ボリューム コン ト ロー ルの全ての音源 
コントロールが 表示されない場合や、右端の音源 コントロールの 表示 
が一 部欠ける場合があります。 

このような場合には、ディスプレイの解像度を変更するか、または「プ 
ロパティ」ウィンドウの「表示する コント ロ ール」欄で、使用しない音 
源の選択を解除し、必要な音源 コント ロールが表示されるように変更 
してください。なお、ディスプレイの解像度を変更する場合は、いった 
んボリューム コント ロールを終了し、解像度を変更後に再度ボリュー 
ム コン トロールを起動してください。 

•メニューバーの「オプション」—►「トーン調整」を選択すると「トーン」 
ボタンがボリュームコントローブレ画面に追加表示され、それをクリッ 
クするとトーン調整画面で調整が行えますが、本機では「そのほかの 
調整」のみ調整可能です。高音、低音の調整はできません。 

• 「オプション」—「トーン調整」が選択できない場合、次の手順を行って 
ください。 

1. 「オプション」—「プロパティ」をクリック 

2■「ミキサーデバイス」の 「Realtek HD Audio output 」 を選択 

3. 「表示するコントロール」でマイクにチェックを付ける 

4. 「0 K 」 ボタンをクリック 


V 


機器の接続について 


本機には Jack detection 機能が搭載されており、ライン出力端子、ヘッド 
フォン端子、マイク端子、またはライン入力端子に機器を接続すると、接 
続されたことを検知して 「Realtek HD オーディオマネージャ」の「デバイ 
スタイプ」画面が表示されます。その場合は、接続した機器にあわせて、次 
のように設定してください。 

• ライン出力端子に接続した場合 

1 「ライン出力」にチェックを付けて、 「 ok 」 ボタンをクリック 
2 「0 K 」 ボタンをクリック 

これで、設定は完了です。 


本機で録音音量を調節する場合は次の手順で行ってください。 

1 「スタート」ボタン—「すべてのプログラム」-►「アクセサリ」-「エ 
ンターティメント」一►「ボリュームコントロール」をクリック 

「ボリュームコントロール」が表示されます。 

2 「オプション」メニューの「プロパティ」をクリック 

3 「ミキサーデバイス」で 「 Rea は ek HD Audio Input 」 を選択し、 
「0 K 」 ボタンをクリック 

「録音コントロール」が表示されます。 

4 使用する録音ソースの「ミュート」のチェックをはずし、使用し 
ない録音ソースの「ミュート」にチェックを付ける 

5 「録音コントロール」欄の「音量」で録音音量を調節する 

〇チェック.ク- . 

( 本機では、録音ソースごとの音量を調節することはできません。 I 


◎録音音量の調節 


本体の構成各部 


サウンド機能 
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•へッドフォン端子に接続した場合 


7 「へッドフォン」にチェックを付けて、 「 ok 」 ボタンをクリック 

2 「 ok 」 ボタンをクリック 
これで、設定は完了です。 

•マイク端子に接続した場合 

1 「マイク入力」にチェックを付けて、 「 ok 」 ボタンをクリック 
2 「0 K 」 ボタンをクリック 

これで、設定は完了です。 

•ライン入力端子に接続した場合 

1 「ライン入力」にチェックを付けて 、 r ok 」 ボタンをクリック 
2 「0 K 」 ボタンをクリック 

これで、設定は完了です。 


音楽 CD を再生するには 


本機の CD/DVD ドライプは、音楽 CD からのデジタル出力のみ使用可能 
です。 CD/DVD ドライプを使用して音楽 CD を再生/録音する場合は、ァ 
ナログではなく、デジタルで音楽 CD を再生するように設定しておく必要 
があります。 

次の手順で音楽 CD をデジタルで再生する設定になっていることを確認 
してください。 

1 「デバイスマネージャ」を開き' 「 DVD / CD - ROM ドライブ」また 
は 「 CD - ROM 」 をダブルクリック 

参照/ 「デバイスマネージャ」の開き方-►「デバイスマネージャの開き方」 ( p . 7 ) 

2 表示される CD / DVD ドライブをダブルクリック 

3 「プロパテイ」タブをクリック 


サウンド機能 



「この CD - ROM デバイスでデジタル音楽 CD を使用可能にす 
る」にチェックが付いていることを確認する 

「 OK 」 ボタンをクリック 

「デバイスマネージャ」を閉じる 

「 ok 」 ボタンをクリック 


再生に使用するフレイヤーが 「Windows Media Player」 の場合は、次の 
「Windows Media Player の設定」をご覧になり、設定を行ってください。 

◎Windows Media Player の設定 

CD の再生に Windows Media Player を使用する場合は、 Windows Media 
Player の設定が必要です。次の手順で設定を行ってください。 

7 「スタート」ボタン-►「すべてのプログラム 」- »TWindows Me ¬ 

dia Player 」 をクリック 

Windows Media Player が起動します。 

2 メニューパーの「ツール」一►「オプション」をクリック 

メニューバーが表示されていない場合は、左上のをクリックし 
てメニューバーを表示してください。 

3 「デバイス」タブをクリック 

4 「デバイス」欄に表示されている CD / DVD ドライブを選択して、 
「プロパティ」ボタンをクリック 

5 「才ーディオ」タブをクリック 

S 「再生」欄の「デジタル」が選択されていることを確認する 

7 「 ok 」 ボタンをクリック 

8 「 ok 」 ボタンをクリック 


I B 毒 i 双 i 


4 5 6 7 


サウンド機能 
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これで、音楽 CD をデジタルで再生する設定は完了です。 

r O チェック•ク- . 

手順2で表示させたメニユーバーを消す場合は左上の ( J ) をクリックし 
て行ってください。 


マイクの設定 


◎「 RealtekHD オーディオマネージャ」で設定する_ 

「RealtekHD オーディオマネージャ」でマイクの設定を行うことができ 
ます。マイクの設定では、マイクでの録音時のノイズ抑制やエコーの軽減 
の設定などが行えます。マイクの設定は、次の手順で行ってください。 

1 画面右下の通知領域にある EI をダブルクリック 

「RealtekHD オーディオマネージャ」が表示されます。 

2 「マイク」タブをクリック 

3 次の操作を行う 

• 録音時のノイズ抑制を行う場合 

「ノイズ抑制」にチヱックを付ける 

• 録音時にスピーカが引き起こすエコーを軽減する場合 

「音響エコーキャンセル」にチェツクを付ける 

「警告」ウィンドウが表示された場合は 「0K」 をクリックしてく 
ださい。 

4 設定が完了したら 「 ok 」 ボタンをクリック 

これで、マイクの設定は完了です。 
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サウンド機能 




LAN (口ーカルエリアネットワーク） 

LAN (口ーカルエリアネットワーク）に接続することにより、離れた所に 
あるコンピュータ同士で、データやプログラムなどを共有したり、メッ 
セージを送受信することができます。 


LAN への接続 


本機には、以下の LAN 機能が搭載されています。 



1000 BASE-T/100BASE-TX 
/10BASE-T 

(ギガビットイーサネット対応) 

100BASE-TX 

/10BASE-T 

タイプ ME 
(スリ厶タワー型） 

◎ 

— 

タイプ MB 
(スリ厶タワー型） 

◎ 

— 

タイプ MR 
(スリ厶タワー型） 

◎ 

— 

◎:標準装備 


1000 BASE-T または 100BASE-TX は、従来の Ethernet(lOBASE-T) の環 
境にも接続できます。従来のネットワーク構成を変更せずに既存のハプ 
や LAN ケープルを変更するだけで、高速化がはかれます。本機は、どちら 
の環境にも接続することができます。 

◎ LAN の設置 

初めてネットワークシステムを設置するためには、配線工事などの技術 
が必要ですので、ご購入元または当社指定のサービス窓口にお問い合わ 
せください。また、本機に接続するケーブル類やノヽブなどは、弊社製品を 
使用してくださ L ゝ。他社製品を使用し、システムに異常が発生した場合の 
責任は負I、かねますので、ご了承ください。 


LAN (ローカルエリアネットワーク） 


◎接続方法 


本機をネットワークに接続するには、別売の LAN ケープルが必要です。 
LAN ケープルは、 10BASE-T で接続するにはカテゴリ3以上、 100BASE-TX 
で接続するにはカテゴリ5以上、1000 BASE-T で接続するにはエンハンス 
ドカテゴリ5以上の LAN ケープルを使用してください。 

また、ネットワーク側のコネクタに空きがない場合、ハブやスイッチでコ 
ネクタを増やす必要があります。 

LAN ケープルの接続方法については『はじめにお読みください』をご覧く 
ださい。 

r O チェックク- 、 

• 本機を稼働中の LAN に接続するには、システム管理者またはネット 
ワーク管理者の指示に従って、 LAN ケーブルの接続を行ってくださ 

い。 

• 搭載されている LAN ボードは、接続先の機器との通信速度 
(1000 Mbps /100 Mbps /10 Mbps ) を自動検出して最適な通信モー 
ドで接続するオー トネゴシエーション機能をサポートしています。な 
お、セットアップが完了したときに、オートネゴシエーション機能は 
有効に設定されています。接続先の機器がオートネゴシエーション機 
能をサポートしていない場合は、「ネットワークのプロパティ」で通信 
モードを接続先の機器の設定に合わせるか、接続先の機器の通信モー 
ドを半二重 ( Ha け Duplex ) に設定してください。 


ネットワーク側の接続や設定に ついては、 接続するネットワーク側の機 
器の マニュアルを ご覧ください。 


運用上の注意 


LAN に接続して本機を使用するときは、次の点に注意してください。 

• システム運用中は、 LAN ケーブルを外さないでください。ネットワーク 
が切断されます。ネットワーク接続中に LAN ケーブルが外れたときは、 
すぐに接続することで復旧し、使用できる場合もありますが、使用でき 
ない場合は、 Windows を再起動してください。 

• スタンバイ状態または休止状態では、ネットワーク機能がいったん停 
止しますので、ネットワークでの通信中にはスタンバイ状態または休 
止状態にしないでください。 
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LAN (口ーカルエリアネットワーク） 



「スタート」ボタンー►「マイコンピュータ」をクリック 
「その他」の「マイネットワーク」をクリック 


•ネットワークを使用するアプリケーションを使う場合には、あらかじ 
めお使いのアプリケーションについてシステム管理者に確認のうえ、 
スタンバイ状態または休止状態を使用してくださ t ゝ。使用するアプリ 
ケーションによっては、スタンバイ状態または休止状態から復帰した 
際にデータが失われることがあります。 

• 1000 BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T システムの保守については、 
ご購入元または当社指定のサービス窓口にお問い合わせください。 

◎ユニバーサル管理アドレスについて 

ュニ バー サル管理アドレスは、 IEEE (米国電気電子技術者協会)で管理さ 
れているアドレスで、主に他のネットワークに接続するときなどに使用 
します。次のコマンドを入力することで、内蔵 LAN のュニ バー サル管理ア 
ドレスを確認することができます。 

コマンドプロンプトで次のいずれかのコマンドを入力し、 【Enter】 を押 
してください。 

net conng workstation 

(アダプタがアクティブな場合、「アクティプなネットワーク（ワークス 
テーション）」という項目の （） 内に表示されます。） 

ipconfig /all 

( 「 physical address」 として表示されます。） 


LAN の設定 


ここでは、 LAN に接続するために必要なネットワークのセットアップ方 
法を簡単に説明します。 

参照/ 必要な構成要素の詳細について 

—Windows XP のヘルプの中にあるネットワーク関連の項目 

◎ネットワークソフトウェアのセットアップ 

チェック.ク- . 

I 工場出荷時は、ネットワークプロトコル ( TCP / IP ) が設定され ています。'] 


7 2 


本体の構成各部 


LAN (ローカルエリアネットワーク） 
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3 「ネットワークタスク」の「ネットワーク接続を表示する」をク 
リック 

4 「口ーカルエリア接続」をクリック 


5 「ファイル」メニューの「プロパティ」をクリック 

ここで「サービス」、「プロトコル」、「クライアント」をセットアップ 
できます。必要な構成要素を追加してください。 


必要な構成要素がわからない場合は、システム管理者またはネットワー 
クの管理者に相談してください。 

6 「スタート」ボタンー►「マイコンピュータ」をクリック 

7 「システムのタスク」の「システム情報を表示する」をクリック 

8 「コンピュータ名」タブをクリック 

9 「変更」ボタンをクリック 

10 「コンピュータ名の変更」の画面が表示されたら、「コンピュータ 
名」、「ワークグループ」または「ドメイン」に必要な情報を入力 
する 


コンピュータ名などがわからない場合は、システム管理者またはネット 
ワークの管理者に相談してください。 

11 「0 K 」 ボタンをクリック 

12 再起動を促すメッセージが表示されたら、本機を再起動する 

これで、セットアップは完了です。 
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LAN (口ーカルエリアネットワーク） 


リモートパワーオン機能 (Remote Power On 機能)の設定 


本機の LAN によるリモートパワーオン機能は次の通りです。 

• 電源が切れている状態から電源を入れる 
•スタンバイ状態や休止状態からの復帰 

本体および LAN ボードがリモートパワーオン機能に対応しているパソ 
コンでは、本体の電源が切れているときも、リモートパワーオン用の専用 
コントローラは通電されています。管理パソコンは ESMPRO/Client 
Manager などからのリモートパワーオンのコマンド指示により、パワー 
オンを指示する特殊なパケット （Magic Packet ) を離れたところにある 
パソコンに送信します。そのパケットを離れたところにあるパソコン（本 
機)の専用コントローラが受信すると、専用コントローラはパワーオン動 
作を開始します。これにより離れたところにある管理パソコンから 、 LAN 
接続された本機の電源を入れることができます。リモートパワーオン機 
能を利用するためには、管理パソコンに Magic Packet を送信するための 
ソフトウェア ( ESMPRO/Client Manager など）のインストールが必要 
です。また本機の BIOS 設定が必要になります。 

r O チェック•ク- . 

前回のシステム終了 (電源を切る、スタンバイ状態にする、休止状態にす 
る）が正常に行われなかった場合、リモートパワーオンを行うことはでき 
ません。一度電源スイッチを押して Windows を起動させ、再度、正常な 
方法でシステム終了を行ってください。 

V_ J 


◎電源の切れている状態からリモートパワーオン機能を利用するための設定 

電源が切れている状態からのリモートパワーオン機能を利用するには、 
次の設定を行ってください。 

1 本機の電源を入れて 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら 【 F 2 】 を 
数回押す 

BIOS セットアップユーテイリテイが表示されます。 


I IB 毒 Qfi 


LAN (ローカルエリアネットワーク） 
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参照/ BIOS セットアップユーテイリテイについて- 

- 「 PART 6 システム設定の 「 BIOS セットアップユ_テイリテイについて」 
(タイプ ME (スリムタワー型)）」 （ p .218) 

.「 PART 7 システム設定の 「 BIOS セットアップユ_テイリテイについて」 
(タイプ MB (スリムタワー型)）」 ( p .244) 

•「 PART 8 システム設定の 「 BIOS セツトアップュ_ティリテイについて」 
(タイプ MR (スリムタワー型)）」 （ p .270) 


2 「 Advanced 」 メ ニューにある 「Power Management Setup 」 
メニューの 「Resume On LAN 」 を 「 Enabled 」 に設定する 

3 【 FI 0】を押す 

4 「 OK 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

チェック•ク- . 

I 必要に応じて、起動時のパスワードの設定も行ってください。 j 

参照 /起動時のパスワードの設定— 

.「 PART 6 システム設定（タイプ ME (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「「 Security 」 メ ニュー」 ( p .231) 

•「 PART 7 システム設定（タイプ MB (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「「 Security 」 メ ニュー」 ( p .257) 

•「 PART 8 システム設定（タイプ MR (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「「 Security 」 メ ニュー」 ( p .283) 

これで設定は完了です。 
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LAN (口ーカルエリアネットワーク） 


◎スタンバイ状態または休止状態からリモートパワーオン機能を利用す 
—るための設定_ 

r O チェック•ク- - 

• 前回のシステム終了が正常に行われなかった場合、リモートパワーオ 
ン機能を使用して電源を入れることはできません。一度電源スイッチ 
を押して本機を起動し、もう一度正しい方法で電源を切ってください。 

• 以下の設定を行う場合は、コンピュータの管理者情報 (Administrator 
権限）を持つユーザーアカウントで本機にログインしてください。 


1 「デバイスマネージャ」を開き、「ネットワークアダプタ」をダブ 

ルクリック 

参照/ 「デバイスマネージャ」の開き方—「デバイスマネージャの開き方」 （ p _7 ) 

2 表示されているアダプタを選択し、ダブルクリック 

• タイプ ME (スリムタワー型)の場合 
Intel ( R ) 82566 DM Gigabit Network Connection 

• タイプ MB (スリムタワー型)の場合 
Intel ( R ) 82566 DC Gigabit Network Connection 

• タイプ MR (スリムタワー型)の場合 
Realtek RTL 8169/8110 Family Gigabit Ethernet NIC 

3 「電源の管理」タブをクリック 

4 次の3つの項目にチェックを付ける 

• 「電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源を才 
フにできるようにする」 

• 「このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できる 
ようにする」 

• 「管理ステーションでのみ、コンピュータのスタンバイ状態を解 
除できるようにする」 

5 「 ok 」 ボタンをクリック 

これで、設定は完了です。 


本体の構成各部 


LAN (ローカルエリアネットワーク） 
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ネットワークブート機能 ( PXE 搭載) 


管理者ノ、。ソコンと接続し、次の操作を行うことができます。 

• 0 S インストール 

• BIOS フラッシュ （BIOS ROM の書き換え） 

• BIOS 設定変更 

チェック•ク- . 

ネットワークブートを使用するには、別途 PXE に準拠した運用管理ソフ 
卜が必要です。 


上記の作業を行う際に、ネットワークからの起動が必要になった場合は、 
本機起動時に 「 NEC 」 ロゴの画面で 【 F 12】 を数回押すことでネットワーク 
プートが可能になります。 

r O チェック.ク- 、 

【 F 12】 を押しても、ネットワークブートができないことがあります。この 
場合は、 【 F 12】 を押す間隔を変えてください。 

V_ J 


LAN(m- カル:！：リアネットワ-ク） 



モデム 

FAX モデルでは、データ通信機能などを利用できます。また市販の電話機 
を接続するためのコネクタがあります。 AT コマンドについては 、 『 AT コマ 
ンド』（ここをクリック）をご覧ください。 


電話回線との接続 


◎接続可能な電話回線のコンセントについて_ 

• 本機に接続可能な電話回線は2線式のみです。電話回線に接続する前 
に、使用する電話回線の種類を確認してください。 

• FAX モデルでは、モジュラージャックと接続するための電話回線ケー 
プルが添付されています。電話回線のコンセントがモジュラージャッ 
ク式以外の場合は、変換アダプタを使用するか加入電話回線の提供会 
社にモジュラージャックの取り付けをご相談ください。 

r O チェック•ク- . 

FAX モデムボードは、加入電話回線に適合するように設計されていま 
す。加入電話回線以外と接続すると、うまく動作しないことや、 FAX モデ 
ムボー ドや本体を破損するおそれがあります。 


◎適用電話回線について_ 

回線は、電話回線(以降、加入電話回線と呼びます)、総合デジタル通信網 
( ISDN )、 ファクシミリ通信網、専用回線に区別することができます 。 FAX 
モデムボードは、加入電話回線に適合するように設計され、端末機器の設 
計に ついての 認証を受けています。 

詳しくは「技術基準等適合認定について」 (P.8) をご覧ください。 

加人電話回線以外と接続すると、 FAX モデムボードや パソコン 本体を破 
損させることがあります。 

コードレスホンや親子電話、構内回線など、加人電話回線以外の回線をご 
使用のときは、正常なデータの送受信ができないことがあります。 

FAX モデムポードは、ファクシミリ通信網には対応していません。 


◎送信レベルについての注意_ 

加入電話回線を使用するときは、送信 レベル は工場出荷時の設定から変 
更する必要はありません。ただし、回線状態が悪く、うまく接続できない 
ときは送信 レベルの 調整が必要となることがあります。送信 レベルの 調 
整は、認定された工事担任者以外が行うことは法律で禁じられています 
ので、送信 レベルの 調整については、 NEC にお問い合わせください。 

参照/ NEC のお問い合わせ先—『保証規定&修理に関するご案内』 

◎電話回線に接続する 


チェック•ク- 

LAN コネクタに電話回線ケーブルを接続すると故障の原因になります。 
接続するコネクタを確認して接続を行ってください。 


7 本機を使用中の場合は、本機の電源を切る 

2 電話機の電話回線ケーブルをモジュラージャックなどから取 
り外す 

3 電話回線ケーブルの一方を FAX モデムボードの電話回線用モ 
ジュラーコネクタ （g) に奥までしっかり差し込む 

参照/ 電話回線用モジュラ_コネクタについて—「各部の名称」 (p.32) 

4 電話回線ケーブルのもう一方を、壁などのモジュラージャック 
に奥までしっかり差し込む 

これで、電話回線への接続は完了です。 

1つの電話回線のモジュラージャックを本機以外の機器(電話機など）と 
共用で使用する場合は、使用するごとにケープルの接続や取り外しが必 
要になります。 


モデム 


f 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」をクリックし、「プリ 
ンタとその他のハードウェア」—「電話とモデムのオプション」 
をクリック 

「電話とモデムのオプション」が表示されます。 

-© チェック•ク- 

初めてダイヤル設定を行うときは、「所在地情報」が表示されます。「所在 
地情報」が表示された場合は、「市外局番」欄または「市外局番/エリア 
コード」欄に、使用する場所の〇を除いた市外局番を入力し、 「 ok 」 ボタン 
をクリックすると、「電話とモデムのオプション」が表示されます。 


2 「ダイヤル情報」タブで、設定したい所在地名を選んでから「編 
集」ボタンをクリック 

新規にダイヤル設定を行いたい場合は、「新規」ボタンをクリックしてく 
ださい。 

3 「所在地の編集」で設定を行う 

4 設定が終わったら、 「 ok 」 ボタンをクリック 

会社など外線発信番号「0」を使用する電話回線を利用する場合は、続けて 
以下の手順5~7を行ってください。 

5 「モデム」タブをクリックし、使用しているモデムを選択してか 
ら「プロパテ ィ」 ボタンをクリック 

プロパティ の画面が表示されます。 

6 「モデム」タブをクリックし、「発信音を待ってからダイヤルす 
る」のチェックを外す 


本体の構成各部 


7 「 ok 」 ボタンをクリック 

8 「 ok 」 ボタンをクリック 


モデム 


9 「プリンタとその他のハードウェア」の □ をクリック 

これで、ダイヤルの設定は完了です。 

♦ダイヤルアップの接続の設定 

1 「スタート」ボタン—「接続」で、接続先を右クリック 

メニューが表示されます。 

2 「プロパティ」をクリック 

プロパティの画面が表示されます。 

3 「ダイヤル情報を使う」にチェックを付ける 

これで、ダイヤルアップの接続の設定は完了です。 


通信機能使用上の注意 


本体に アース 線を接続していないときや、回線の状態によっては、期待 
する通信速度で通信できないことや、接続しにくいことがあります。 
接続する電話機などによっては、 FAX モデムボードが正常に通信でき 
ないことがあります。正常に通信できないときは、次の t ゝずれかの方法 
で正常に通信できるようになります。 

• 接続する電話機などに アース 接続用の端子があるときは、 アース 線 
をつなぐ。 

• 電話機などに別の電話を接続するためのコネクタがあるときは、接続 
の順香を変える（加人電話回線==電話機==本機のようにする）。 
接続 について は、電話機などの マニュアルを ご確認ください。 

-モデムによる通信の際は、電話機などを取り外す。 
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モデム 



• 次のような接続を行っているときは、モデムによる通信の前に電話機 
などを使用していないことを確認してください。 

• FAX モデムボードの電話機用モジュラーコネクタに電話機などを 
接続しているとき 

• 市販の分岐コネクタを使用して電話機などと本機とを加入電話回 
線に接続しているとき 

• 本体と電話機用モジュラーコネクタに接続されている外付け電話 
機など（コードレスホン、親子電話)が離れているとき 
また、モデムで通信中は電話機などを操作しないようにしてください。 
電話機などを操作すると、通信が妨害され、切断されることがあります。 
• 電話機用モジュラーコネクタには、他のモデムを接続しないでくださ 
IU 也の外付けモデムなどが、電話機用モジュラーコネクタに接続され 
ているときは取り外してください。 

• FAX モデムボードのダイヤル信号は、ご使用になる加入電話回線のダ 
イヤル信号に合わせた調整が必要です。加入電話回線がトーン式かパ 
ルス式かわからないときは電話装置メーカや保守業者、第1種通信事業 
者 (NTT など）に確認、してください。 

• データ通信を行うとき、フロー制御はハードウヱア ( RTS / CTS ) (工場 
出荷時の設定)に設定してくだれゝ。それ以外に設定するとデータ抜け 
が生じる可能性があります。 

• 通信中は、電話機用モジュラ ーコネクタ に接続した電話機の受話器を 
外さないようにしてくださ t ゝ。受話器が外れると、受話器から通信中の 
音が聞こえ、通信が中断されることがあります。 

• キャッチホンサービスを利用しているときは、モデムで通信中に電話 
がかかってくると、モデムによる通信が切れる場合があります。キャッ 
チホン II のサービスを利用すれば、モデムによる通信が切れることは 
ありません。キャッチホン II については NTT にご相談ください。 

• FAX を送信する相手が音声応答機能付きの FAX のときは、相手からの 
音声の内容によっては FAX の送信ができなくなることがあります。 

• 電話局の交換機の種類によっては、14,400 bps で FAX の通信ができな 
いことがあります。この場合は通信速度を9,600 bps 以下にしてくださ 

い。 

• 海外と直接接続したときは、伝送路の特性のため正常に通信できない 
ことがあります。 

• 回線の状態によっては希望の通信速度で通信できないことがあります。 
• ダイヤル アップ ネット ワーク 接続の場合、イ ンター ネットエ クスプ 


本体の構成各部 


モデム 
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ローラを終了しても回線が接続されたままになっている場合がありま 
す。回線を切断する場合は、画面右下の通知領域（タスクトレイ）にある 
などの「ダイヤルアップネットワーク」アイコンをクリックし、表示さ 
れた画面から「切断」をクリックしてください。 

• 本機の FAX モデムボードは、海外では使用できません。 

• 回線を使って通信中はスタンバイ状態、休止状態にしないでください。 
• 構内交換機 ( PBX ) の種類によっては FAX モデムボードが使用できない 
場合があります。 

• FAX モデムボードで通信を行う場合は、使用していないアプリケー 
ションを終了してください。 

◎ COM ポートの設定について 

FAX モデルのモデムのポート番号は、変更できません。工場出荷時の状態 
のままご使用ください。 



USB コネクタ 

USB 機器は、一般の周辺機器と異なり、パソコンの電源を入れた状態のま 
ま、接続したり取り外すことができます。 


USB について 


USB とは Universal Serial Bus の頭文字をとったもので、コネクタの形 
状が統一されており、127台までの機器を接続することができます。また、 
電源を切らずにブラグの抜き差しが可能で、ブラグ&プレイ機能にも対 
応しています。 

接続できるおもな USB 機器として、マウス、プリンタ、デジタルカメラ、携 
帯電話や PHS などがあります。 

• USB 2.0 の転送速度を出すには USB 2.0 対応の機器を接続する必要があ 
ります。また、 USB 2.0 の機器を USB 1.1 規格のハブで利用した場合は 
USB 1.1 の転送速度に制限されます。 

• 本機で へッドフォン、マイク 付へ ッドフォン および外付け スピーカを 
接続する場合は、 USB 接続ではなぐライン出力端子に接続するものを 
使用してください。 

• 印刷中にプリンタが停止し、「印刷キュー」に印刷中のドキュメントが 
残っている場合は、全てのドキュメントを一度キャンセルし、プリンタに 
接続している USB ケープルを抜き差ししてから再度印刷してください。 
印刷中ドキュメントのキャンセルには時間がかかる場合があります。 

• 本機での USB 機器の動作確認情報については、各機器に添付のマニュ 
アルをご覧いただくか、各機器の発売元にお問い合わせください。な 
お、 NEC 製の USB 機器の情報は、 NEC ビジネス PC / Express 5800情報 
発信サイト 「NEC 8番街」 ( http :// nec 8. com ) から次の手順で確認して 
ください。 

1. 「NEC 8香街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「製品情報確認」にある「ビジネス PC 製品検索」をクリック 

3. 「旧モデル検索(最新機種も含む)」にある 「 PC 本体型鎌索」をクリック 
お使 V ゝのモデルの型香で検索し、接続できる製品を確認してください。 

• 接続する機器によっては、接続ケープルが必要な場合があります。 


USB コネクタ 


接続する前に 


機器によっては、接続する前や接続した後にドライバのインストールや、 
スイッチなどの設定が必要な場合があります。接続する USB 機器のマ 
ニュアルをご覧になり、ドライバなどのインストールに必要な CD-ROM 
やフロッピーディスクが添付されていれば用意してください。 

• 接続してすぐ使うことができる USB 機器がありますが、そのままでは 
いくつかの機能が制限される可能性があります。必ず添付のマニュァ 
ルをよく読んでからお使いください。 

• USB 機器は、本機の電源を入れたままの状態でも接続できます。接続前 
に電源を切る必要はありません。 


接続するときの注意 


USB 機器の抜き差しを行うときは、3秒以上の間隔をおいて行ってく 
ださい。 

USB コネクタにプラグをすばやく抜き差ししたり、斜めに差したりす 
ると、信号が読み取れずに不明なデバイスとして認識されることがあ 
ります。その場合はプラグを USB コネクタから抜いて、正しく接続し直 
してください。 

初めて USB 機器を接続したときに、画面に何も表示されない場合は、 
USB コネクタにプラグを正しく差し込めていな V 、可能性があります。 
いったんプラグを抜き、再度差し込んでみてください。 

スタンバイ状態中、スタンバイ状態へ移行中、スタンバイ状態から復帰 
中、休止状態中、休止状態へ移行中、休止状態から復帰中のときは 、 USB 
機器を抜き差ししないでください。 

USB 機器を接続した状態では、スタンバイ状態に移行できない場合が 
あります。スタンバイ状態に移行する前に USB 機器を外してください。 
外付け USB ハプ経由で USB 機器を使用する場合は、 USB ハブを本機に 
接続してから USB 機器を接続するようにしてください。 USB ハプに 
USB 機器を接続した状態で USB ハブを本機に接続すると、 USB 機器が 
正常に認識されないことがあります。 

USB 機器を接続する場合は、必ずキーボードが接続された状態で行っ 
てください。 


USB コネクタ 



USB 2.0 の転送速度を出すには USB 2.0 対応の機器を接続する必要があ 
ります。また、 USB 2.0 の機器を USB 1.1 規格のハブで利用した場合は 
USB 1.1 の転送速度に制限されます。 

印刷中にプリンタが停止し、「印刷キュー」に印刷中のドキュメントが 
残っている場合は、全てのドキュメントを一度キャンセルし、プリンタ 
に接続している USB ケープルを抜き差ししてから再度印刷してくだ 
さい。なお、印刷中ドキュメントのキャンセルには時間がかかる場合が 
あります。 


7 USB コネクタ(夺)にプラグを差し込む 

USB コネクタは、どのコネクタに接続してもかまいません。プラグ 
の向きに注意して、止まるまで軽く押し込んでください。 

接続した USB 機器が正しく本機に認識されたかどうかを確認してくださ 
い。確認する方法は、機器の種類によって異なります。機器によっては、接 
続後さらに別の設定作業が必要になる場合があります。詳しくは、各 USB 
機器に添付のマニュアルなどをご覧ください。 

◎ USB 機器を制限する_ 

本機では、 BIOS セットアップユーティリティの I/O 制限で USB コネクタ 
の有効/無効を設定し、 USB 機器の使用を制限することができます。 
また、タイプ ME (スリムタワー型）、タイプ MB (スリムタワー型）では、添 
付の DeviceProtector で、 USB 機器の使用を接続する USB 機器単位で制 
限することができます。 

参照/「セキュリティ機能/マネジメント機能」の「セキュリティ機能」 （ p .115) 


USB 機器の取り付け 


本体の構成各部 


USB コネクタ 


USB 機器の取り外し 


USB 機器によっては、機器を接続すると画面右下の通知領域（タスクトレ 
イ）に 1 ^が表示されます。このような機器の取り外しは、各をダブルク 
リックして表示される「ハードウ ヱアの 安全な取り外し」ウィンドウで行 
います。正しく取り外しを行わないと、本機が正常に動作しなくなること 
があります。取り外しを行う場合は、必ず次の手順で取り外しを行ってく 
ださい。 

1 画面右下の通知領域（タスクトレイ）にある备をダブルクリッ 
ク 

&が表示され ていない 場合は、以降の手順は必要ありません。 

2 「ハードウェアの安全な取り外し」ウィンドウが表示されたら、 
取り外したい周辺機器名をクリックして、「停止」ボタンをク 
リック 

周辺機器名が表示されていな V ゝ場合は、手順4へ進んでください。 

3 「ハードウェアデバイスの停止」ウインドウで取り外したい周 
辺機器名をクリックして、 「0K」 ボタンをクリック 

画面右下の通知領域（タスクトレイ）に安全に取り外すことができ 
るという内容のメッセージが表示されます。 

4 「閉じる」ボタンをクリック 

これで、周辺機器を取り外すことができます。 

同じ周辺機器を再接続する場合は、ドライバなどを再インストールする 
必要はありません。ただし、メッセージが表示されたり、画面が少しの間 
止まったように見えることがあります。メッセージが表示された場合は 
メッセージに従ってください。画面が止まったように見える場合も機器 
の故障ではありません。しばらく待てば使用できます。 
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USB コネクタ 



旧 EE 1394 コネクタ 

(タイプ ME (スリムタワー型)のみ） 

タイプ ME (スリムタワー型）で IEEE1 394を搭載したモデルでは、 
IEEE1394 コネクタを使用して、高速にデータのやりとりが行えるよう 
になります。 


IEEE1394 について 


IEEE 1394 は 、 IEEE (米国電気電子技術者協会)で標_化された規格のひ 
とつで、パソコンと周辺機器のデータのやりとりを高速に行うことがで 
きるインターフェイスです。転送速度が早いので、動画などの容量の大き 
いデータもスムーズに転送することができます。 

IEEE 1394 に対応している周辺機器には、デジタルビデオカメラやデジタ 
ルビデオデッキなどがあります。 



EEE1 394機器の取り付け 


◎取り付ける前に 


• 本機と IEEE 1394 コネクタを持っている周辺機器を接続する場合は、 
別売のケープルが必要です。本機の IEEE 1394 コネクタは、6ピンのコ 
ネクタです。ケープルを購入する際には、接続するバソコンや機器側の 
コネクタの形状も確認しておいてください。 

• 周辺機器によっては、 IEEE 1394 に対応した端子のことを別の名称 (DV 
端子など）で呼んで t 、る場合もあります。 

◎ IEEE1394 コネクタに接続する 


7 本機の IEEE1 394コネクタ（顋）に、 IEEE1 394ケーブルのプラ 
グを接続する 

IEEE 1394 コネクタが複数ある場合は、どのコネクタに接続しても 
かまいません。ブラグの向きに注意して、止まるまで軽く押し込ん 
でください。 

参照/ IEEE1 394コネクタの位置について-►「各部の名称」 （p.32) 


IEEE 1394 コネクタ 


厂〇"チェック•ク- 

接続するときは、プラグの向きに注意してください。間違った向きで無理 
に差し込もうとすると、本体側のコネクタやケーブルのブラグの故障ま 
、たは破損の原因になります。_ 


2 ケーブルのもう一方のプラグを周辺機器に接続する 

周辺機器との接続については、周辺機器のマニュアルをご覧くだ 
さい。 

これで、接続は完了です。 



EEE1 394機器の取り外し 


IEEE 1394 機器によっては、機器を接続すると画面右下の通知領域（タス 
クトレイ）になが表示されます。このような機器の取り外しは、シをダブ 
ルクリ ック して表示される 「ハー ドウ ェアの 安全な取り外し」ウィンドウ 
で行います。正しく取り外しを行わないと、本機が正常に動作しなくなる 
ことがあります。取り外しを行う場合は、必ず次の手順で取り外してくだ 
さい。 

1 画面右下の通知領域（タスクトレイ）にあるなをダブルクリッ 
ク 

►が表示されていない場合は、以降の手順は必要ありません。 

2 「ハードウェアの安全な取り外し」ウィンドウが表示されたら、 
取り外したい周辺機器名をクリックして、「停止」ボタンをク 
リック 

周辺機器名が表示されていな V 、場合は、手順4へ進んでください。 

3 「ハードウェアデバイスの停止」ウィンドウで取り外したい周 
辺機器名をクリックして、 「 ok 」 ボタンをクリック 

画面右下の通知領域（タスクトレイ）に安全に取り外すことができ 
るという内容のメッセージが表示されます。 


IEEE 1394 コネクタ 



4 「閉じる」ボタンをクリック 

これで、周辺機器を取り外すことができます。 

同じ周辺機器を再接続する場合は、ドライバなどを再インストールする 
必要はありません。ただし、メッセージが表示されたり、画面が少しの間 
止まったように見えることがあります。メッセージが表示された場合は 
メッセージに従ってください。画面が止まったように見える場合も機器 
の故障ではありません。しばらく待てば使用できます。 


パソコン間でのファイル転送 


別売の IEEE 1394 接続ケープルを使って本機の IEEE 1394 コネクタと他 
のノ《ソコンの IEEE 1394 コネクタを接続すると、パソコン間でのファイル 
の転送ができるようになります。 

〇チェック.ク_ _ 

IEEE1 394接続ケーブルは、接続先のコネクタ形状に合わせたケーブル 
を使用してください。 

V_/ 

接続にはネットワークの設定が必要です。ネットワークを設定するには、 
「ネットワークセットアップウィザード」を使 V 、ます。「スタート」ボタ 
ン- ►「すべてのプログラム」-►「アクセサリ」-►「通信」— 「ネッ ト ワーク 
セットアップウィザード」をクリックして、表 7 K された画面に従って設 
定してください。 


llitti 毒 i 双 i 


IEEE 1394 コネクタ 
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セキユリテイ機能/マネジメント機能 

本機は、システム管理者が効率よく本機を運用するための機能を備えて 
います。 


セキュリティ機能/マネジメント機能について 


システム管理者の効率のよ t 、運用のため、本機には次のセキュリティ機 
能やマネジメント機能があります。 

• スーパバイザパスワード/ユーザパスワード 
• ハードディスクパスワード機能 

• I/O 制限 

• 指紋認証機能 M 

• FeliCa ポート※ 2 
• 筐体ロック 

• ケーブルストッパ 

- DEP(Data Execution Prevention ) 機能 
• ウイルス検出•駆除 
• セキュリティチップ機能※ 3 

• NASCA *^ 3 

• IWS ™ Desktop Security ^* 3 

• 暗号化ファイルシステム （ EFS ) 

• DeviceProtector ^* 4 

• リモートパワーオン機能 (Remote Power On 機能） 

• ネットワークブート機能 (PXE 搭載） 

※エ指紋センサ機能付き USB 109キーボードモデルのみ 
※之 FeliCa 対応モデルのみ 

※3タイプ ME (スリムタワー型）、タイプ MB (スリムタワー型)の Windows XP 
Professional モデルのみ 

※斗タイプ ME (スリムタワー型）、タイプ MB (スリムタワー型）のみ 
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セキュリティ機能/マネジメント機能 



本機には、機密データの漏洩や改ざんを防止したり、コンピュータウイル 
スの侵入を防ぐために、次のようなセキュリティ機能があります。 

◎スーパバイザパスワード/ユ•■ザパスワード 

BIOS セットアップユーティリティの使用者を制限し、また本機の不正使 
用を防止するための機能です。 

•スーパバイザノスワード は、 BIOS セットアップ ユー テイリテイの起動 
や本機の起動を制限するためのパスワードです。 

• ユーザ パスワ ー ドは、マスタパスワ ー ドと同じく BIOS セットアップ 
ユー ティリティの起動や本機の起動を制限するためのパスワードで 
す。 

また、ユーザパスワードで BIOS セッ トアップユーティリティを起動し 
た場合、設定できる項目が制限されます。本機の管理者と使用者が異な 
るときに、使用者が設定変更してしまうことを防止する場合などに有 
効です。 

♦BIOS セットアップユーティリティの使用者の制限 

スーパバイザパスワード/ユーザパスワードを設定すると 、 BIOS セット 
アップユーティリティ起動時にパスワードの入力画面が表示されます。 
スーパハ'イザパスワードまたはユーザパスワードを入力しな t 、かぎり、 
BIOS セットアップユーティリティは起動できません。また、ユーザパ 
スワードを入力して起動した場合は、設定可能な項目が制限されます。 

♦本機の不正使用の防止 

スーパ バイ ザパスワード/ユーザパスワー ドを設定し、 BIOS セット 
アップ ユー テイリテイで 「Password Check 」 を 「 Always 」 に変更して 
ください。 

本機の起動時にパスワード入力画面表示され、起動するにはスーパバイ 
ザパスワードまたはユーザパスワードの入力が必要になります。 

参照/ BIOS セットアップユーティリティについて— 

.「PART6 システム設定の 「BIOS セットアップユ_ティリティについて」 
(タイプ ME (スリムタワー型)）」 (p.218) 

.「PART7 システム設定の 「BIOS セットアップユ_ティリティについて」 
(タイプ MB (スリムタワー型)）」 (p.244) 

- 「PART8 システム設定の 「BIOS セットアップユ_ティリティについて」 
(タイプ MR (スリムタワー型)）」 (p_270) 

セキュリティ機能/マネジメント機能 


本体の構成各部 


チェック•ク_ 

-ユーザパスワードは、スーパバイザパスワードが設定されていなけれ 
ば設定できません。 

• NEC に本機の修理を依頼される際は、設定してあるパスワードは解 
除しておいてください。 

-設定したパスワードは忘れないようにしてください。パスワードは本 
機を再セットアップしても解除できません。 

• パスワードやパスワードの解除の方法を忘れたときのために、事前に 
利用されている装置の BIOS セットアップユーテイリテイの 
「「 Security 」 メニュー」および 「 PART 9 付録」の「ストラップスイッチ 
の設定」 (P.297) を印刷しておくことをおすすめします。 


◎ I/O 制限 


本機では、 BIOS セットアップユーティリティで外部とのデータ交換の手 
段である I / O を使用できないように制限することができます。 

この機能を利用することで、部外者のデータアクセスや、システムに影響 
を及ぼすアプリケーションのインストールを防止することができます。 
本機では、次の I / O を制限することができます。 

• フロッピーディスクドライブ 

• CD / DVD ドライブ 

• USB コネクタ 

-シリアルポート 
-パラレルポート 

参照/ •「 PART 6 システム設定（タイプ ME (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
(P.221) 

•「 PART 7 システム設定（タイプ MB (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
(P.247) 

•「 PART 8 システム設定（タイプ MR (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
(P.273) 
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セキュリティ機能/マネジメント機能 


◎ハードディスクパスワード機能_ 

本機のハードディスクにハードディスクパスワードを設定することで、 
本機のハードディスクを本機以外のパソコンに取り付けて使用するとき 
にパスワードの入力が必要になり、不正使用や重要なデータの漏洩を防 
止できます。ハードディスクパスワード機能は RAID モデルでは利用でき 
ません。 

ハー ドディスクパスワ ー ドには、 ハー ドディスクマスタパスワードと 
ハー ドディスク ユーザ パスワ ー ドの2つがあります。 

♦ハードディスクマスタパスワード 

ハードディスクユーザパスワードを解除するためのパスワードです。 

♦ハー ドディスク ユーザ パスワード 

本機とハードディスクの認証を行うためのパスワードです。 

ハードディスクユーザパスワードを設定することで、本機のハード 
ディスクが本機以外のノ《ソコンで不正使用されることを防止できま 
す。 

参照 / •「 PART 6 システム設定（タイプ ME (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「「 Security 」 メ ニュ ー」( p .231) 

.「 PART 7 システム設定（タイプ MB (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「「 Security 」 メ ニュ ー」( p .257) 

•「 PART 8 システム設定（タイプ MR (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「「 Security 」 メ ニユ ー」（ p .283) 


1 iii 本体の構成各部 


セキュリティ機能/マネジメント機能 
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チェック•ク_ 

-ハー ド ディスクユーザ パ スワー ドは、 ハー ド ディスクマスタ パ スワー 
ドが設定されていなければ設定できません。 

-ハードディスクパスワードは、本機のハードディスクが本機以外のパ 
ソコ ンで不正使用されることを防止するためのものであり、本機の不 
正使用を防止するものではありません。本機のデータへの不正アクセ 
スを防止するためにも、本機の他のセキュリティ機能とあわせてお使 
いください。 

• ご購入元または NEC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
ワードは解除または無効にしておいてください。また、パスワードを 
解除または無効にできない場合は、修理から戻ってきた際に、使用し 
ていたマスタパスワードとユーザパスワードを再設定してください。 

-ハードディスクのパスワードを忘れた場合、 NEC に持ち込んでも 
ロックの解除はできません。ハードディスクに保存されているデータ 
は二度と使用できなくなり、ハードディスクも有償で交換することに 
なります。ハードディスクのパスワードは忘れないように十分注意し 
てください。 


◎指紋認証機能_ 

© チェック •ク - 

指紋認証機能は、指紋センサ機能付き USB 109キ_ボードモデルのみ使 
用できます。 


指紋認証機能とはパスワードの入力のかわりに、指紋センサを使って指 
紋による認証を行うシステムです。 

本機では NASCA または IWS ™ Desktop Security と連携して 、 Windows 
のセキュリティを強化することができます。 

参照/ • 『指紋センサ（ライン型)ユーザーズガイド』 

• 「アプリケーション CD - ROM 」 の 「 NASCA 」 フォルダの 「NASCA User's 
Guide.pdf J 

• 『活用ガイドソフトウェア 編』 の「アプリケーションの概要と削除/追加」 
の 「 IWS TM Desktop Security 」 
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セキュリティ機能/マネジメント機能 


◎ FeliCa ポート 

NASCA と連携し、 FeliCa に対応したカードを利用して 、 Windows ログオ 
ンやスクリーンセーバーのロック解除、 Web サイトのパスワード代替な 
どを行うことができます。 

参照/. 『 FeliCa ポートマニュアル 』 （「FeliCa Secure Client / FeliCa ポート自 
己診断 CD - ROM 」 の 「 f _ manual 」 フォルダの 「 index . htm 」） 

• 「アプリケーション CD - ROM 」 の 「 NASCA 」 フォルダの 「NASCA User's 
Guide . pdf 」 

◎筐体ロック 

別売のセキュリティケープル ( PC - VP - WS 14) を利用することで、本体を 
机などに繫ぐことができ、パソコン本体の盗難防止に効果的です。 

また筐体の開閉を防ぐことができるため、内蔵機器の盗難防止にも効果 
的です。 

◎ケーブルストッパ 

キーボードなどのケープルが抜けるのを防止したり、ケープル接続した 
機器の盗難を防止します。 

参照/ - 「 PART 3 周辺機器の利用（タイプ ME (スリムタワー型)）」の「ケーブルス 
トッパ」 ( p .139) 

•「 PART 4 周辺機器の利用（タイプ MB (スリムタワー型））」の「ケーブルス 
トッパ」 ( p .174) 

•「 PART 5 周辺機器の利用（タイプ MR (スリムタワー型））」の「ケーブルス 
トッパ」 ( p .202) 

◎ DEP(Data Execution Prevention ) 機能 

不正なプログラムやデータの実行をハードウヱァ的に防止する機能で 
す。 

コンピュータウイルスが不正にプログラムコードを書き込んだり、実行 
しなぃようにすることができます。 

工場出荷時の状態では、有効になってぃます。設定を変更する場合は、 
BIOS セッ ト アップユーテイ リ テイの 「 Advanced 」 メニューの 「Advanced 
BIOS Setup 」 の 「 No-Execute Memory Protection 」 で設定して くださ 

い。 


1 iii 本体の構成各部 


セキュリティ機能/マネジメント機能 
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参照/ DEP 機能の設定について- 

- 「PART6 システム設定（タイプ ME (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「「Advanced」 メ ニュ ー」（p.223) 

.「PART7 システム設定（タイプ MB (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「「Advanced」 メニユ ー」（p. 249) 

•「PART8 システム設定（タイプ MR (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「「Advanced」 メニュ ー」（p.275) 


◎ウイルス検出•駆除 


-〇チェック•ク_ 

ウイルスバスターは、工場出荷状態ではインストールされていません。 


コンピュータウイルスの検出、識別、および駆除を行うには「ウイルスバ 
スター」を使用します。 

また、タイプ ME (スリムタワー型）、タイプ MB (スリムタワー型）では 
Always アップデートエージェントを使用し、 Windows の起動前にウイル 
スパターンファイルのアップデートを行うことができるため、従来より 
もウイルス感染の危険性を低減できます。 

参照/ • 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」 
の「ウイルスバスター」 

• 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
「Always アップデートエージェント」 

◎セキュリティチップ機能 


r O チェック•ク- . 

セキュリティチップ機能は、 Windows XP Professional でのみ使用で 
きます。 

、 _ ノ 


タイプ ME (スリムタワー型）、タイプ MB (スリムタワー型）では、本体に 
ハードウエア的に TPM (Trusted Platform Module ) と呼ばれるセキュ 
リティチップを実装し、セキュリティチップ内で暗号化や暗号化の解除、鍵 
の生成をするため、強固なセキュリティ機能を持っています。 

また、セキュリティチップ上に暗号鍵を持つため、ハードディスクを取り 
外して持ち出されてもデータを読み取られることはありません。 

参照/ 「 Mate/Mate J 電子マニュアル」の「セキュリティチップユーティリティマ 
ニュアル」 
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セキュリティ機能/マネジメント機能 


◎ NASCA 

r ^ i チェック.ク- 

•NASCA は、タイプ MR (スリムタワー型）には添付されていません。 
•NASCA は、 Windows XP Professional モデルのみ使用できます。 
•NASCA は、工場出荷時にはインストールされていません。 

•NASCA は、 IWS™ Desktop Security と併用できません。 


NASCA は、指紋、 FeliCa 対応カードなど、複数の媒体が利用できる高度な 
個人認証機能です。認証を受けていない第三者が本機を使用することを 
防止したり、 Web サイトへの アクセスに 必要な情報(パ スワ ードなど）を 
自動的に保存、入力することができます。保存された情報は、セキュリ 
ティチップと連携することによって、安全に管理されます。 

参照/「アプリケーション CD-ROM」 の 「NASCA」 フォルダの 「NASCA User's 
Guide.pdf」 

©IWS™ Desktop Security 


チェック•ク- 

- IWS™ Desktop Security は、タイプ MR (スリムタワー型）には添付 
されていません。 

• IWS™ Desktop Security は、 Windows XP Professional モデノレ 
のみ使用できます。 

• IWS™ Desktop Security は、工場出荷時にはインストールされて 
いません。 

• IWS™ Desktop Security は、 NASCA と併用できません。 


IWS ™ Desktop Security は指紋センサやセキュリティチップと連携し 
て、 Windows ログオン時のセキュリティ強化や ID 、パスワードなどの安 
全な管理を行うことができます。 

また、ファイルを暗号化し保護することもできます。 

参照/ 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
flWS™ Desktop Security」 


. Ei 本体の構成各部 


セキュリティ機能/マネジメント機能 
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◎暗号化ファイルシステム （EFS) 


チェック•ク- 

ハードディスク暗号化ユーティリティは工場出荷時にはインストール 
されていません。 

V_ _ 


EFS (Encrypting File System ) は、 Windows XP Professional の標準ファ 
イルシステムである NTFS が持つファイルやフオルダの暗号化機能です。 
暗号化を行ったユーザー以外は、データの復号化が行えません。そのた 
め、高いセキュリティ効果をもたらすことが可能です。 

また、 Windows XP Professional インストールモデルでは、「ハードディ 
スク暗号化ユーティリティ」を使用することにより、暗号化ファイルシス 
テムを簡単に設定することができます。 

参照/ 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
「ハードディスク暗号化ユーティリテイ」 


©DeviceProtector 


チェック•ク- 

- DeviceProtector は、タイプ MR (スリムタワー型）には添付されてい 
ません。 

• DeviceProtector は工場出荷時にはインストールされていません。 


本機で使用できる IDE 機器、 USB 機器を制限することができます。内蔵の 
CD/DVD ドライプ、 USB メモリ、 USB 接続のハードディスクを使用して 
接続された外部記憶装置を制限することで、情報の漏洩防止に効果的で 
す。 

DeviceProtector では、次のような機能を制限することができます。 

• フロッピーデイスクドライブ 

• CD/DVD ドライブの読み込み以外の機能※ 

• USB 機器 

* RAID モデルでは使用できません。 

参照/ 『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
f DeviceProtector」 
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セキュリティ機能/マネジメント機能 


マネジメント機能 


本機には、システム管理者のパソコンからネットワークに接続された他 

のノぐノコンの電源やシステムを遠隔操作して管理するために、次のよう 

なマネジメント機能があります。 

◎リモ—トパワ—オン機能 （Remote Power On 機能） 

LAN 経由で、離れたところにあるパソコンの電源を入れる機能です。 

参照/. 「 LAN (口ーカルエリアネットワーク）」の「リモートパワ•■オン機能 
(Remote Power On 機能)の設定」 （p.97) 

•「PART6 システム設定（タイプ ME (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「 Advanced 」 メ ニユ ー（ p.223) 

- 「PART7 システム設定（タイプ MB (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「Advanced」 メ ニユ ー(p.249) 

•「PART8 システム設定（タイプ MR (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「Advanced」 メ ニユ ー（p.275) 

◎ネットワークブート機能 (PXE 搭載）_ 

クライアントの PC のシステムが起動する前に管理者 PC から 0 S をロード 

することができます。別途 、 PXE (Preboot execution Environment ) に 

準拠した運用管理ソフトゥヱアが必要です。 

参照/ •「PART6 システム設定（タイプ ME (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「Boot」 メニュー (p.239) 

•「PART7 システム設定（タイプ MB (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「Boot」 メニュ ー（p.265) 

•「PART8 システム設定（タイプ MR (スリムタワー型)）」の「設定項目一覧」 
の 「Boot」 メニュ _(p.290) 


llis 本体の構成各^ 


セキュリティ機能/マネジメント機能 
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ここでは、取り付けられる周辺機器や取り付ける際の注意事項について 
説明します。 


この章の読み方 


必ず次ページの「周辺機器利用上の注意」から順香にお読みください。 


この章の内容 


周辺機器利用上の注意 
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周辺機器利用上の注意 

周辺機器を取り付ける場合、次のようなことに注意してください。 


接続前の確認 


◎周辺機器の対応状況の確認_ 

取り付けたい周辺機器が本機で使えるものかどうか、周辺機器のマニユ 
アルで確認するか、製造元に問い合わせてください。なお、 NEC 製の周辺 
機器で接続可否の確認がとれているものについては、 NEC ビジネス PC / 
Express 5800情報発信サイト 「NEC 8番街」 ( http :// nec 8. com ) から次の 
手順で確認してください。 

1. 「NEC 8番街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「製品情報確認」にある「ビジネス PC 製品検索」をクリック 

3. 「旧モデル検索(最新機種も含む)」にある 「 PC 本体型番検索」をクリッ 
ク 

お使いのモデルの型番で検索し、接続できる製品を確認してください。 

◎周辺機器の取り付け/取り外し時の注意 


周辺機器の取り付け/取り外しをする際は、必ず添付の『安全にお使い 
いただくために』をご覧ください。 

本機がスタンバイ状態または休止状態の場合は、周辺機器の取り付け 
や取り外しは行わないでください。このような場合は、いったん復帰さ 
せてデータを保存し、電源を切ってから取り付けや取り外しを行って 
ください。 

周辺機器の取り付けや取り外しは、取扱説明書に従って正しく行って 
ください。 

周辺機器によっては、専用のケープルが必要な場合があります。接続す 
る前に確認のうえ用意してください。 

周辺機器を使用する際は、使用する周辺機器の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 
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周辺機器利用上の注意 


◎リソースの競合について 

周辺機器を使うには、「リソース」が必要です。「デバイスマネージャ」で、 
その周辺機器で使用されるリソースが空いているかどうか確認してくだ 
さい。リソースが足りない場合は、使わない機器や機能のリソースを空け 
て、取り付けたい周辺機器が使えるよう設定を変更します。 

参照/ リソースの競合について-••『活用ガイドソフトウェア 編』 の「トラブル解決 
Q & A 」 の「周辺機器」 


プラグ&プレイについて 


周辺機器の中には、デバイスドライバ（デバイスのためのソフトウエア） 
のセットアップが必要なものがあります。 

プラグ&プレイとは、取り付けたハードウヱアを自動的に検出してセッ 
トアップを行う機能です。 

新しいハードウェアを取り付けると、次に電源を入れたときに Windows 
によって自動的に新たなハードウェアが検出され、必要に応じてデバイ 
スドライバウィザードが起動されます。外付けの周辺機器を接続した場 
合は、本体の電源を入れる前に周辺機器の電源を入れてください。 
周辺機器にデバイスドライバのフロッピーディスクまたは CD-ROM が 
添付されている場合は、周辺機器の取扱説明書の指示に従ってセット 
アップを行ってください。 


デバイスドライバのインストール 


周辺機器によっては、デバイスドライバのインストールが必要な場合 
があります。周辺機器のマニュアルをご覧になり、必要なデバイスドラ 
イバをインストールしてください。 

デバイスドライバをインストールした後、本機の再起動を求められる 
ことがあります。その際には他の操作をせずに直ちに Window s を再 
起動してください。 

デバイスドライバをインストールした後の再起動は、通常よりも時間 
がかかることがあります。正常に再起動されるまで電源は切らないで 
ください。 

最新のデノ《イスドライノ{が NEC ビジネス PC/Express 5800情報発信 
サイト 「NEC 8番街」 (http://nec8.com) で提供されている場合があり 
ますので、定期的に確認してください。 


周辺機器を接続する前に 


周辺機器利用上の注意 
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修正モジュールやアップデートモジュールの情報は、次の手順で表示さ 
れる 「NEC サポートプログラム」から検索できます。 

1. 「NEC 8香街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「ダウンロー ド•マニュアル」の「ダウンロー ド」にある「各種アップデー 
トモジュール」をクリック 


接続がうまくできない場合 


♦ケーブルは正しく接続されていますか？ 

見落としがちなことですが、本機や周辺機器を動かしたときなどに、 
ケープルが外れたりすることはよくあります。ケーブルがきちんと接続 
されているか、確認してください。また、本体内部に機器を取り付けたと 
きには、気付かないうちに内部の信号ケープルなどを引っぱってしまっ 
て、接続がゆるんでしまうことがあります。本体内部のケープル類がき 
ちんと取り付けられているかどうか、確認してください。 

♦デバイスドライバは組み込みましたか？最新のものですか？ 

周辺機器を取り付けてもデバイスドライバが組み込まれていないと、使 
うことはできません。周辺機器のマニュアルをご覧になり、デバイスド 
ライバを組み込んでください。また、周辺機器のデバイスドライバは、知 
らないうちに改善されて新しくなっていることもあります。「デバ'イス 
ドライノ{の組み込み方は正しいのに、うまく動かない」と t 、った場合は、 
デバイスドライバを最新のものにするとうまく動くようになることも 
あります。周辺機器の製造元に問 t ゝ合わせて、最新のデバイスドライバ 
を入手してください。なお、 NEC 製の最新ドライノ《は NEC ビジネス PC/ 
Express 5800情報発信サイト 「NEC 8番街」 (http://nec8.com) から入 
手することができます。 

ドライバは次の手順で表示される 「NEC サポートプログラム」から検索で 
きます。 

1. 「NEC 8番街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「ダウンロー ド•マニュアル」の「ダウンロー ド」にある「各種アップデー 
トモジュール」をクリック 
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周辺機器利用上の注意 



周辺機器の取り外しと再接続 


周辺機器の中でも、 USB 対応機器、 PC カード、コン パクトフ ラッシュカー 
ドなどは、本機の電源を入れたまま取り付け、取り外しができます。ただ 
し、画面右下の通知領域（タスクトレイ）に5•が表示されている周辺機器 
は、正しい手順で取り外しを行わないと、本機が正常に動作しなくなるこ 
とがあります。取り外しを行う場合は、必ず次の手順で取り外しを行って 
ください。 

1 画面右下の通知領域（タスクトレイ）にある$をダブルクリッ 
ク 

「ハー ドウ ヱアの 安全な取り外し」ウィンドウが表示されます。$ 
が表示されていなVゝ場合は、以降の手順は必要ありません。 

2 取り外したい周辺機器名、 pc 力ード名またはコンパクトフ 
ラッシュカード名をクリックして、「停止」ボタンをクリック 

周辺機器名、 PC カー ド名や コンパク トフ ラッシュカー ド名が表示 
されていなIゝ場合は、手順4へ進んでください。 

3 「ハードウエアデバイスの停止」ウインドウで取り外したい周 
辺機器名、 PC 力ード名やコンパクトフラッシュカード名をク 
リックして 「 ok 」 ボタンをクリック 

画面右下の通知領域（タスクトレイ）に安全に取り外しができると 
いう内容のメッセージが表示されます。 

4 「閉じる」ボタンをクリックして、「ハードウエアの安全な取りタト 
し」ウインドウを閉じる 

これで周辺機器、 PC カード、または コン パク トフ ラッシュカードを 
取り外すことができます。 

同じ周辺機器を再接続する場合は、デバイスドライバなどを再インス 
卜ールする必要はありません。ただし、メッセージが表示されたり、画面 
が少しの間止まったように見えることがあります。メッセージが表示さ 
れた場合はメッセージに従ってください。画面が止まったように見える 
場合も機器の故障ではありません。しばらく待てば使用できます。 


_||0|||周辺籠を讓する前に 


周辺機器利用上の注意 
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周辺機器の利用 

(タイプ ME (ス！ J ムタワー型)） 

ここでは、タイプ ME (スリムタワー型)に取り付けられる別売の周辺機器 
や内蔵機器の取り付け方法について説明します。 


この章の読み方 


次ページの「接続できる周辺機器」を読んだ後に、目的に合わせて該当す 
るページをお読みください。 


この章の内容 


接続できる周辺機器 . 132 

本体カバー類の開閉 . 134 

ケーブルストッパ . 139 

メモリ . 144 

PCI ボード . 151 

PCI Express ボード . 155 

ファイルベイ用機器 . 161 













接続できる周辺機器 

本機には、次のような別売の周辺機器を取り付けられます。 


本体に接続できる周辺機器一覧 



本機のそれぞれのコネクタや端子に接続できる周辺機器につ t ゝて説明し 
ます。 


◎本体背面 



-© チェック•ク_ 

GeForce 6200 TC モデルまたはデジタルディスプレイ用コネクタボ_ 
ド （ DV 卜 D ) を選択したモデルでは PCI £乂口阳53ボ_ドを取り付けるこ 
とができません。 
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接続できる周辺機器 



◎本体内部 


3.5 型ベイ機器 



周辺機器の利用(タイプ ME スリムタワ—型) 


接続できる周辺機器 































本体カバー類の開閉 

ここでは、周辺機器や内蔵機器を取り付けるときなどに必要なカバー類 
の開け方と閉じ方について説明します。 


ルーフカバーの開け方 


メモリ や PCI ボー ドなどの内蔵機器を取り付ける場合は、本体の ルーフ カ 
バーを開けて作業を行います。 

チェック.ク-, 

装置の使用直後は、板金部品は高温になっていますので、手を触れるとや 
けどする恐れがあります。電源を切つた後、30分以上経ってから内蔵機 
器の取り付け/取り外しを行うことをおすすめします。 


1 本機の電源を切る 

2 本体に接続されている全てのケーブル、コード類(電源コード 
など）を取り外す 

3 盗難防止用の錠を使用している場合は、取り外す 

4 横置きにしている場合は、手順7へ進む 

縦置きにしている場合は、次のページのように本体を横に置く 

r O チェック.ク- . 

スタビライザを取り外したときに、本体が衝撃を受けないよう、机の端な 
どでスタビライザの取り外しを行ってください。 

V_ ) 
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本体カバー類の開閉 


本体を横に置くときは、机やテーブルなどを傷付けたりしないように、厚 
手の紙や布などを敷いておくことをおすすめします。 



机の端などに本体を横 
置きにし安定させる 


5 上側のスタビライザのストツパを手前に引いて、筐体のツメか 
らストツハ°を夕 i •し、そのままスタビライザを左 ti にスライドさ 
せて取り外す 


ストツノ ゞ 



〇チェック.ク_ 

スタビライザを本体から取り外すときは、指を挟んだり、ぶつけたり 
切ったりしないように注意してください。 


周辺機器の利用(タイプ ME (スリムタワ—型)) 


本体カバー類の開閉 


























もう一方のスタピライザも手順5と同様の方法で取り外す 
左右のスライドストッパを押し下げてロックを外す 



ルーフカバーを本体前面側にスライドさせ、止まったところで 
そのまま持ち上げて取り外す 



6 7 


〇〇 
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本体カバー類の開閉 
























































ルーフカバーの閉じ方 


ルーフカバーを 閉じるときには、次のように作業すると閉じやすくな/ 
ています。 

及 チェック•ク- 

ルーフカバーを閉じるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、切ったりしな 
いようにルーフカバーをしっかりと持って閉じてください。 


ルーフカバーの端が PCI ュニッ トの刻印に合うように本体に被 
せ、ルーフカバーの金具を本体の穴に通すようにして本体背面 
側にスライドさせる 



2 スライドストッパを押し上げて、ロックする 


スライドストツ/、° 



本体カバー類の開閉 







































ストツノ、° 



もう一方のスタピライザも、手順4と同様の方法で取り付け、縦 
置きにする 

盗難防止用の錠を使用する場合は、錠を取り付ける 

ケーブル、コード類(電源コードなど)を必要に応じて取り付け 
る 


3 横置きで使用する場合は、手順6へ進む 

縦置きで使用する場合は、机の端などに本体を横置きにし、本 
体を安定させる 

4 スタビライザを本体のツメに合わせ、矢印方向にスライドさ 
せ、スタビライザのストッパをロックする 

チェック•ク- 、 

スタビライザを本体に取り付けるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、 
切ったりしないように注意してください。 

V ノ 


5 6 7 
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本体カバー類の開閉 


本機にケープルストッパを取り付ける前に、ケープルストッパが、本機に 
添付されていることを確認してください。 

ケープルストッパのネジを外すため柄の長いプラスドライバーを用意し 
てください。 


1 「ルーフカバーの開け方」の手順でルーフカバーを開ける 

(P.134) 

2 pci ユニットをゆっくりと引き抜くようにして取り外す 


ヶープルストッパ 

キーボードやマウスの盗難防止とともに、ケーブル抜け防止のために、 
ケーブルストッパでケーブルを本体に固定します。 


周辺機器の利用(タイプ ME スリムタワ—型) 


ケーブルストッパ 


- Cf チェック•ク_ 

PCI ユニットをマザーボードから引き抜くときは、指を挟んだり、ぶつけ 
たり、切ったりしないように注意してください。 



3 本機に添付のケーブルストッパをキーボード、マウスケーブル 
の上から被せた状態でケーブルストッパのツメ（ネジ穴のない 
側）を本体の溝に差し込む 
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ケーブルストツバ 




4 ケーブルストッパのネジ穴と本体のネジ穴を合わせ、本体内側 
から本機に添付のネジで固定する 



5 pci ユニットを本体のツメに合うようにして図のように差し込 
んで取り付ける 


チェック•ク_ 

PCI ユニットをマザーボードに差し込むときは、指を挟んだり、ぶつけた 
り、切ったりしないように注意してください。 



6 「ルー フ カバー の閉じ方」の手順で ルーフカバー を閉める 

(P.137) 


3 


周辺機器の利用(タイプ ME スリムタワ—型) 


ケーブルストツバ 








「ルーフカバー の開け方」の手順で ルーフカバー を開ける 
(P.134) 


2 pci ユニットをゆっくりと引き抜くようにして取り外す 

厂〇チェック •ク - 

pci ユニットをマザーボードから引き抜くときは、指を挟んだり、ぶつけ 
たり、切ったりしないように注意してください。 



3 本体内側からネジを外して、ケーブルストッパとケーブルを本 
体から取り外す 




4 pci ユニツトを本体のツメに合うようにして図のように差し込 

んで取り付ける 

厂 ©> ェック.ク- 

PCI ユニットをマザーボードに差し込むときは、指を挟んだり、ぶつけた 
り、切ったりしないように注意してください。 

\ _ ) 



5 「ルーフカバーの閉じ方」の手順でルーフカバーを閉じる 
(P.137) 


周辺籠裔5夕 vhM 县リムタワ—型}} 


ケーブルストッパ 
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メモ 

大量のメモリを必要とする 0 S やアプリケーションを使用する場合には、 
別売の増設 RAM ボード(以降、メモリ）を取り付けることで、メモリを増 
やすことができます。 


取り付け前の確認 


本機に メモリ を取り付ける前に、取り付けられる メモリ 、取り付け順序、 
スロット の位置を確認します。 

本機には メモリスロッ トが2つあり、別売の メモリ を取り付けることによ 
り最大 2GB まで増設できます。 

◎取り付けられるメモリ 


本機には、メモリを1枚単位で、最大2枚まで取り付けられます。取り付け 
可能なメモリの情報は、 NEC ビジネス PC/Express 5800情報発信サイト 
「NEC 8番街」 (http://nec8.com) から次の手順で確認してください。 

1. 「NEC 8番街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「製品情報確認」にある「ビジネス PC 製品検索」をクリック 

3. 「旧モデル検索(最新機種も含む)」にある 「PC 本体型香検索」をクリッ 
ク 

お使V ゝのモデルの 型番で検索し、取り付け可能な メモリを 確認してく 
ださい。 

チェック•ク- . 

メモリを本機に取り付ける場合、必ず rNEC 8番街」で取り付け可能と 
なっているメモリをお使いください。 

なお、市販のメモリに関する動作保証やサボートは NEC では行っていま 
せん。販売元にお問い合わせください。 

V_/ 
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メモリ 



◎スロットへの取り付け順序 

必ず スロット 番号が小さ t 、方から埋まるように取り付けてください。 ス 
ロット 1から順香に取り付けることになります。 

チェック•ク- . 

デュアルチャネルのメモリアクセスで使用する場合は、同じ容量のメモ 
リ2枚1組で取り付けてください。 


メモリ組み合わせ例 


合計容量 

スロット1 

スロット2 

256 MB 

256 MB 

一 

512 MB 

256 MB 

256 MB 

512 MB 

512 MB 

一 

1 G 巳 (1024 MB ) 

512 MB 

512 MB 

2 GB (2048 MB ) 

1 GB (1024 MB ) 

1 GB (1024 M 巳） 



周辺機器の利用(タイプ ME (スリムタワ—型)) 


メモリ 
















メモリの取り付け 


厂〇チェック.ク- 

• メモリは静電気に大変弱く、身体に静電気を帯びた状態でメモリを扱 
うと破損する原因になります。メモリに触れる前に、アルミサツシや 
ドアのノブなど身近な金属に手を触れて、静電気を取り除いてくださ 

い0 

• メモリのコネクタ部分には手を触れないでください。接触不良など、 
故障の原因になります。 

•ボード上の部品やハンダ付け面には触れないよう注意してください。 

• メモリを間違つた向きで無理に取り付けようとすると、本機のコネク 
夕部やメモリが故障する原因になります。取り付け方向に注意してく 
ださい。 

•取り付け前に、本機で使用できるメモリであることを確認してくださ 

い0 

• メモリ取り付けの際は、メモリスロット以外の、本体内部の部品やス 
イッチに触れないでください。 


1 「ルーフカバーの 開け方」 の 手順で ルーフカバーを 開ける 
(P.134) 

2 左右のレバーが外側に開いていない場合は、外側に広げてか 
ら、メモリを切り欠き A の位置と誤挿入防止機構の位置を確認 
し、メモリ用コネクタに垂直に差し込み、取り付ける 

スロット1、2の順番に取り付けてください。 

r O チェック.ク- - 

メモリには、向きがあります。逆には差し込めないようになっています 
が、向きを間違えたまま無理に差し込むと故障の原因になりますので注 
意してください。 


146 


メモリ 



3 左右 2 か所のレバーが切り欠き B に掛かるように、メモリをしつ 
かり押し込む 



厂〇チェック.ク- 

• メモリを差し込んだ後、メモリがフックの切り欠きに掛かっているこ 
とを確認してください。しっかり押し込まれていないと故障の原因と 
なります。 

• フックが切り欠きに掛かっていない場合は、もう一度差し直すか指で 
ロックさせる必要があります。指でロックする場合に強い力は必要あ 
りませんので、無理に押し込まないようにしてください。容易にロッ 
、クできない場合は、メモリを取り外してから差し直してください。 


4 「ルーフカバーの閉じ方」の手順でルーフカバーを閉じる 
(P.137) 

メモリ取り付け後は、「メモリ容量の確認」に従って、取り付けが正 
しく行われたか確認してください。 


周辺籠用 ivhM 县リムタワ—型}} 


メモリ 
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r O チェック.ク- 

• メモリは静電気に大変弱く、身体に静電気を帯びた状態でメモリを扱 
うと破損する原因になります。メモリに触れる前に、アルミサツシや 
ドアのノブなど身近な金属に手を触れて、静電気を取り除いてくださ 

い0 

• メモリのコネクタ部分には手を触れないでください。接触不良など、 
故障の原因になります。 

•ボード上の部品やハンダ付け面には触れないよう注意してください。 

V_ J 


1 「ルーフカバー の開け方」の手順で ルーフカバー を開ける 

(P.134) 

2 メモリの左右のレバーを外側に広げる 
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メモリ 


3 メモリを上へ引き抜くようにして取り外す 

取り外した メモリ は静電気防止用の袋などに入れて保管してくだ 
さい。 



4 「ルーフカバー の閉じ方」の手順で ルーフカバー を閉じる 
( p .137) 


周辺籠用 ivhM 县リムタワ—型}} 


メモリ 
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メモリ容量の確認 


増設が正常に行われ、メモリが本機に認識されているかどうかを確認し 
ます。 

1 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」をクリックし、「パ 
フォーマンスとメンテナンス」—「システム」をクリック 

「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2 「全般」タブで右下に表示されている内容を確認する 

「** *GBRAM」 または「** *MB RAM」 と表示されています。 
* * * GB または*** MB が総メモリ容量です。 

メモリ容量が増えていない場合は、メモリが正しく取り付けられている 
か、再度確認してください。 

r O チェック•ク- . 

• BIOS セットアップユー ティリティの 「 Main 」 メニューの 「System 
Memory 」 でも、確認することができます。メモリの容量を確認すると、 
搭載されている容量より少なく表示されることがあります。これはメ 
インメモリがシステムに割り当てられるためで、故障ではありません。 

• メモリを増設した場合、メモリの組み合わせによっては、初期化のた 
めに電源を入れてからディスプレイに画面が表示されるまでに時間 
がかかる場合があります。 

V_ J 
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メモリ 



PCI ポード 

PCI スロットには、本機の機能を拡張するための各種 PCI ボードを取り付 
けることができます。 IEEE1 394ボードを選択したモデルの場合、 PCI ス 
ロットには IEEE1394 ボードが搭載されています。 


取り付け前の確認 


PCI ボードを取り付ける場合、以下の取り付け条件がありますので確認し 
てください。 


1 76mm 以下 


1 06mm 以下 



PCI ス□ット 1 

搭載可能な PCI ボードサイズは、八ーフサイズ106 ( W ) mmx 176 

( D ) mm 以内となります。 

PCI ス□ット 2 

搭載可能な PCI ボードサイズは、八ーフサイズ106 ( W ) mmx 176 

( D ) mm 以内となります。 


广〇チェック•ク- 

IEEE1394 ボードを選択したモデルでは PCI スロツト2は使用済みとな 
ります。 

V_ 


PCI ボード 






PCI ボードの取り付け 


r O チェック.ク- . 

• PCI ボードは、静電気に大変弱い部品です。身体に静電気を帯びた状 
態で PCI ボードを扱うと、 PCI ボードを破損させる原因になります。 
PCI ボードに触れる前に、身近な金属（アルミサッシやドアのノブな 
ど）に手を触れて、身体の静電気を取り除くようにしてください。ま 
た、 PCI ボードを持つときは、ボードの縁の部分を持ち、金属の部分に 
は触れないようにしてください。特に、端子の部分を手で触れないよ 
うに注意してください。 

• PCI スロットの板金の縁は銳利になっていますので、 PCI スロットカ 
バーを取り外したり、 PCI ボードを取り付ける場合、指などを切らな 
いように注意してください。 

V_ J 


1 「ルーフカバーの 開け方」 の 手順で ルーフカバーを 開ける 
(P.134) 

2 pci ュニットをゆっくりと引き抜くようにして取り外す 

r O チェック •ク - . 

pci ユニツトをマザーボードから引き抜くときは、指を挟んだり、ぶつけ 
たり、切ったりしないように注意してください。 
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PCI ボード 




3 pci スロットカバーを固定しているネジを取り外す 



5 PCI ボードをコネクタに差し込み、手順3で取り外したネジを取 
り付けて PCI ボードを固定する 
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周辺機器の利用(タイプ ME スリムタワ—型) 


PCI ボード 


6 pci ユニットを本体のツメに合うようにして図のように差し込 
んで取り付ける 

チェック.ク- 

PCI ユニットをマザーボードに差し込むときは、指を挟んだり、ぶつけた 
り、切ったりしないように注意してください。 

V_ J 



7 「ルーフカバーの 閉じ方」 の 手順で ルーフカバーを 閉じる 
(P.137) 




PCI Express ボードは、従来の PCI ボードより咼速なデータ転送が可能な 
拡張ボードの規格です。本機の PCI Express ボード用スロットには、 PCI 
Express xl6 が 1 スロットあります。 

PCI Express xl6 スロッ トは、 グラフイックアクセラレータボード 専用 
です。 

Xi チェック•ク- 

GeForce 6200 TC モデルまたはデジタルデイスプレイ用コネクタボー 
ド （ DV 卜 D ) を選択したモデルでは PCI Express ボードを取り付けるこ 
とができません。 

V_ J 

参照/ PCI Express スロットについて—「接続できる周辺機器」 （ p .132) 


PCI Express ボードを取り付ける場合、次の取り付け条件がありますの 
で確認してください。 


1 67mm 以下 


64mm 以下 



55mm 以下 


搭載可能な PCI Express ボードサイズは、ハーフサイズ (Low Profile) 64 
(W) mm X 167 (D) mm 以内となります。 



PCI Express ポード 

PCI Express スロットには、本機の機能を拡張させるための PCI Ex ¬ 
press ボー ドを取り付けることができます 。 GeForce 6200 TC モデル 
の場合 、 PCI Express スロットにはグラフィックアクセラレータボード 
が搭載されています。 


周辺機器の利用(タイプ ME スリムタワ—型) 


PCI Express ボード 




チェック •ク - 

• PCI Express ボードは、静電気に大変弱い部品です。身体に静電気を 
帯びた状態で PCI Express ボードを扱うと、 PCI Express ボードを 
破損させる原因になります。 PCI Express ボードに触れる前に、身近 
な金属(アルミサッシやドアのノブなど)に触れて、身体の静電気を取 
り除くようにしてください〇また、 PCI Express ボードを持つときは、 
ボードの縁の部分を持ち、金属の部分には触れないようにしてくださ 
い。特に、端子の部分を手で触れないように注意してください。 

• PCI スロットの板金の縁は銳利になっていますので、 PCI スロットカ 
バーを取り外したり、 PCI ボードを取り付ける場合、指などを切らな 
いように注意してください。 

V_ J 

1 「ルーフカバー の開け方」の手順で ルーフカバー を開ける 

(P.134) 

2 PCI Express スロッ トカバーを固定しているネジを取り外し、 
PCI Express スロッ トカバーを取り外す 

r O チェック. ク - . 

取り外した PCI Express スロットカバーは、紛失しないように手近な箱 

や袋などに保管してください。 


PCI Express スロットカバー 



3 PCI Express スロッ トのレバーを下に押してから 、 PCI Express 
ボードを PCI Express スロッ トに差し込み、手順2で取り外した 
ネジで PCI Express ボードを固定させる 

チェック. ク - - 

PC I Exp ress ボードを取り付けるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、 
切ったりしないように注意してください。 

V_ ) 



4 「ルーフカバーの 閉じ方」 の 手順で ルーフカバーを 閉じる 

(P.137) 


周辺 S 爲5夕 vyM 县リムタワ—型}} 


PCI Express ボード 
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PCI Express ボードの取り外し 


r O チェック.ク- . 

PCI Express ボードは、静電気に大変弱い部品です。身体に静電気を帯 
びた状態で PCI Express ボードを扱うと 、 PCI Express ボードを破損 
させる原因になります 。 PCI Express ボードに触れる前に、身近な金属 
(アルミサッシやドアのノブなど）に触れて、身体の静電気を取り除くよ 
うにしてください。また 、 PCI Express ボードを持つときは、ボードの縁 
の部分を持ち、金属の部分には触れないようにしてください。特に、端子 
の部分を手で触れないように注意してください。 

V_ J 


1 「ルーフカバー の開け方」の手順で ルーフカバー を開ける 

(P.134) 

2 PCI Express ボードを固定しているネジを取り外す 
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PCI Express ボード 




PCI Express ポードを I / O プレート側から引き抜くようにして 
取り外す 

¢0ェック.ク- N 

PCI Express ボードを取り外すときは、指を挟んだり、ぶつけたり、切つ 
たりしないように注意してください。 



PCI Express ボー 


スリムタワ—型) 


4 工場出荷時に取り付けられていた PCI Express スロットカ 

バーを、手順2で取り外したネジで取り付ける 

チェック.ク- . 

GeForce 6200 TC モデルまたはデジタルディスプレイ用コネクタボー 
ド （ DV 卜 D ) を選択したモデルの場合 、 PCI Express スロットカバーは、 

本機に添付されていません。 



5 「ルーフカバーの閉じ方」の手順でルーフカバーを閉じる 
(P.137) 


PCI Express ボード 



本機のファイルベイに内蔵 3.5 型ベイ用機器を取り付ける前に、増設用の 
スロットの数、電源ケープル、信号ケープル、ドライブの設定を確認します。 

◎増設用スロットの数_ 

本機には、内蔵 3.5 型ベイが1スロット装備されています。増設ハードディ 
スクを選択したモデルの場合は、使用済みとなります。 

◎ Serial ATA 電源ケーブル_ 

本機には 、 Serial ATA 機器用の電源ケープルが1本用意され、ケープルに 
は2つのコネクタが用意されています。増設ハードディスクを選択したモ 
デルの場合 、 Serial ATA 電源ケープルコネクタは2つとも使用済みとなり 
ます。 



Serial ATA 電源ケープルコネクタ 

◎ Serial ATA 信号ケーブル_ 

増設ハードディスクモデルを選択した場合は、増設用の SerialATA 信号 
ケーブルがセカンドハードディスクに接続されて、使用済みです。増設用 
の Serial ATA 信号ケープルは、コネクタの色が黒になっています。それ以 
外のモデルでセカンドハードディスクを増設する場合、増設用の Serial 
ATA 信号ケープルが別途必要になります。 



Serial ATA 信号ケープルコネク 

ファイルベイ用機器 


フアイルベイ用機器 


周辺機器の利用(タイプ ME スリムタワ—型) 


内蔵 3.5 型ベイ機器の取り付け 


内蔵 3.5 型ベイにハードデイスクが2台内蔵されているモデルでは、ス 
ロット2(上側)に内蔵されているハードディスクを取り外して、他の内蔵 
3.5 型べイ機器を取り付けることができます。 

JZi チェック•ク- 

別売の内蔵 3.5 型ベイ用機器を取り付ける場合は、機器に添付のマニュ 

アルをあわせてご覧になりながら作業を行ってください。 

V_/ 

参照/ BIOS セツトアップユーティリテイについて— 「PART6 システム設定（タイ 
プ ME (スリムタワー型)）」 (p. 21 8) 


◎増設ハードディスクモデルの場合 


1 「ルーフカバーの 開け方」の手順で ルーフカバー を開ける 

(P.134) 

2 CD / DVD ドライブから、信号ケーブルと電源ケーブルを取り外 
す 
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ファイルベイ用機器 


ハードディスクの信号ケーブルと電源ケーブルを取り外す 



内蔵 3. 5型ベイストッパを押しながら、ハードデイスクを手前 
に引き出す 



周辺機器の利用(タィプ2£(スリムタワー型)) 


ファイルベイ用機器 




5 ネジ 4 か所(左右 2 か所)を外して、ハードディスクをブラケット 
から取り外す 



6 手順5で取り外したブラケットと、交換用のハードディスクの 
ネジ穴を合わせ、手順5で取り外したネジ (4 本)を取り付ける 



7 交換用のハードディスクをカチッと音がするまで押し込む 
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ファイルベイ用機器 


手順 7 で取り付けたハードティスクに信号ケーフルと電源ケー 
ブルを取り付ける 

ブラケット __-^ 





CD / DVD ドライブに信号ケーブルと電源ケーブルを取り付ける 



「ルーフカバー の閉じ方」の手順で ルーフカバー を閉じる 
(P.137) 


ファイルベイ用機器 




周辺機器の利用 

(タイプ MB (スリムタワー型)） 

ここでは、タイプ MB (スリムタワー型)に取り付けられる別売の周辺機器 
や内蔵機器の取り付け方法について説明します。 


この章の読み方 


次ページの「接続できる周辺機器」を読んだ後に、目的に合わせて該当す 
るページをお読みください。 


この章の内容 


接続できる周辺機器 . 168 

本体カバー類の開閉 . 169 

ケーブルストッパ . 174 

. 181 

PCI ボード . 188 


※タイプ MB (スリムタワー型）では、別売のデジタルデイスプレイ用コネクタボード 
3 (DVI-D) (PC-MA-K33) が取り付け可能です。 

取り付け手順については、「周辺機器の利用（タイプ ME (スリムタワー型)）」- 「PCI 
Express ボード」をご覧ください（ただし、 PCI Express ボードのオプションはタイ 
プ MB (スリムタワー型)では取り付けできません）。 











接続できる周辺機器 

本機には、次のような別売の周辺機器を取り付けられます。 


本体に接続できる周辺機器一覧 






















































本体カバー類の開閉 


メモリ や PCI ボー ドなどの内蔵機器を取り付ける場合は、本体の ルーフ カ 
バーを開けて作業を行います。 

r O チェック.ク- . 

装置の使用直後は、板金部品は高温になっていますので、手を触れるとや 
けどする恐れがあります。電源を切った後、30分以上経ってから内蔵機 
器の取り付け/取り外しを行うことをおすすめします。 


1 本機の電源を切る 

2 本体に接続されている全てのケーブル、コード類(電源コード 
など）を取り外す 

3 盗難防止用の錠を使用している場合は、取り外す 

4 横置きにしている場合は、手順7へ進む 

縦置きにしている場合は、図のように本体を横に置く 

r O チェック. ク - . 

スタビライザを取り外したときに、本体が衝撃を受けないよう、机の端な 
どでスタピライザの取り外しを行ってください。 


本体カバー類の開閉 

ここでは、周辺機器や内蔵機器を取り付けるときなどに必要なカバー類 
の開け方と閉じ方について説明します。 


周辺機器の利用タイプ MB スリムタワ—型)) 


本体を横に置くときは、机やテーブルなどを傷付けたりしないように、厚 
手の紙や布などを敷いておくことをおすすめします。 



5 上側のスタビライザのストッパを手前に引いて、筐体のツメか 
らストッパを外し、そのままスタビライザを右側にスライドさ 
せて取り外す 



チェック•ク- 

スタビライザを本体から取り外すときは、指を挟んだり、ぶつけたり、 
切ったりしないように注意してください。 
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本体カバー類の開閉 




もう一方のスタピライザも手順5と同様の方法で取り外す 
左右のスライドストッパを押し下げてロックを外す 



ルーフカバーを本体前面側にスライドさせ、止まったところで 
そのまま持ち上げて取り外す 



6 7 


〇〇 


周辺籠の利用(タイプ MB (スリムタワ—型)) 


本体カバー類の開閉 
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ルーフカバーを閉じるときには、次のように作業すると閉じやすくなっ 
ています。 


チェック•ク_ 

ルーフカバーを閉じるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、切ったりしな 
いようにルーフカバーをしっかりと持って閉じてください。 



ルーフカバーの端が pci ュニッ トの刻印に合うように本体に被 
せ、ルーフカバーの金具を本体の穴に通すようにして本体背面 
側にスライドさせる 



2 スライドストッパを押し上げて、ロックする 




















ストッノ 



もう一方のスタピライザも、手順4と同様の方法で取り付け、縦 
置きにする 

盗難防止用の錠を使用する場合は、錠を取り付ける 

ケーブル、コード類(電源コードなど)を必要に応じて取り付け 
る 


3 横置きで使用する場合は、手順6へ進む 

縦置きで使用する場合は、机の端などに本体を横置きにし、本 
体を安定させる 

4 スタビライザを本体のツメに合わせ、矢印方向にスライドさ 
せ、スタビライザのストッパをロックする 

チェック•ク- 、 

スタビライザを本体に取り付けるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、 
切ったりしないように注意してください。 

V J 


5 6 7 


周辺機器の利用(タイプ MB (スリムタワ—型)) 


本体カバー類の開閉 
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ヶーブルストッパ 

キーボードやマウスの盗難防止とともに、ケーブル抜け防止のために、 
ケーブルストッパでケーブルを本体に固定します。 


取り付け前の確認 


本機にケープルストッパを取り付ける前に、ケープルストッパが、本機に 
添付されていることを確認してください。 

ケープルストッパのネジを外すため柄の長いプラスドライバーを用意し 
てください。 


ケーブルストッパの取り付け 


1 「ルーフカバーの 開け方」の手順で ルーフカバー を開ける 
(P.169) 

2 pci ユニットを固定しているネジを取り外す 



3 pci ユニットをゆつくりと引き抜くようにして取り外す 

チェック•ク- 

pci ユニッ トをマザーボードから引き抜くときは、指を挟んだり、ぶつけ 
たり、切ったりしないように注意してください。 



4 本機に添付のケーブルストッパをキーボード、マウスケーブル 
の上から被せた状態でケーブルストッパのツメ（ネジ穴のない 
側）を本体の溝に差し込む 



周辺機器の利用(タイプ MB (スリムタワ—型)) 


ケーブルストッパ 




5 ケーブルストッパのネジ穴と本体のネジ穴を合わせ、本体内側 
から本機に添付のネジで固定する 



S PCI ユニットを本体のツメに合うようにして図のように差し込 
んで取り付ける 

© チェック.ク- . 

PCI ユニットをマザーボードに差し込むときは、指を挟んだり、ぶつけた 
り、切ったりしないように注意してください。 
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ケーブルストッパ 




7 pci ユニットを固定しているネジを取りつける 



8 「ルーフカバーの閉じ方」の手順でルーフカバーを閉める 
(p.172) 


周辺籠の利用(タイプ MB (スリムタワ—型)) 


ケーブルストッパ 
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ケーブルストッパの取り外し 


1 「ルーフカバーの 開け方」の手順で ルーフカバーを 開ける 
(P.169) 

2 pci ユニットを固定しているネジを取り外す 



3 pci ユニットをゆっくりと引き抜くようにして取り外す 

r O チェック•ク- . 

pci ユニットをマザーボードから引き抜くときは、指を挟んだり、ぶつけ 
たり、切ったりしないように注意してください。 

V_ J 
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ケーブルストッパ 





本体内側からネシを外して、ケーブルストッパとケーブルを本 
体から取り外す 


PCI ユニット を本体のツメに合うようにして図のように差し込 
んで取り付ける 



ケーブルストッノ 



スリムタワ—型)) 





6 pci ユニットを固定しているネジを取りつける 



7 「ルーフカバーの閉じ方」の手順でルーフカバーを閉じる 

(P.172) 


ケーブルストッパ 



メモ 

大量のメモリを必要とする 0 S やアプリケーションを使用する場合には、 
別売の増設 RAM ボード(以降、メモリ）を取り付けることで、メモリを増 
やすことができます。 


取り付け前の確認 


本機に メモリ を取り付ける前に、取り付けられる メモリ、 取り付け順序、 
スロット の位置を確認します。 

本機には、メモリスロットが2つあり、別売のメモリを取り付けることに 
より最大 2GB まで増設できます。 

◎取り付けられるメモリ 


本機には、メモリを1枚単位で、最大2枚まで取り付けられます。取り付け 
可能なメモリの情報は、 NEC ビジネス PC/Express 5800情報発信サイト 
「NEC 8番街」 (http://nec8.com) から次の手順で確認してください。 

1. 「NEC 8番街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「製品情報確認」にある「ビジネス PC 製品検索」をクリック 

3. 「旧 モデル検索(最新機種も含む)」にある 「PC 本体型番検索」をクリック 
お使 t ゝのモデルの型番で検索し、取り付け可能な メモリ を確認してく 
ださい。 

r O チェック•ク- . 

メモリを本機に取り付ける場合、必ず rNEC 8番街」で取り付け可能と 
なっているメモリをお使いください。 

なお、市販のメモリに関する動作保証やサボートは NEC では行っていま 

せん。販売元にお問い合わせください。 

V_ ノ 


◎スロットへの取り付け順序 


必ずスロット番号が小さ t 、方から埋まるように取り付けてください。ス 
ロット1から順香に取り付けることになります。 

チェック•ク- . 

デュアルチャネルのメモリアクセスで使用する場合は、同じ容量のメモ 
リ2枚1組で取り付けてください。 


メモリ組み合わせ例 


合計容量 

スロット1 

スロット2 

512 MB 

256 MB 

256 M 巳 

512 MB 

512 MB 

一 

1 GB (1024 MB ) 

512 MB 

512 MB 

2 GB (2048 MB ) 

1 GB (1024 MB ) 

1 G 巳 （1024 M 巳） 


◎スロットの位置 


ス□ット1 
ス□ット2 
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メモリ 



メモリの取り付け 


r O チェック.ク- . 

• メモリは静電気に大変弱く、身体に静電気を帯びた状態でメモリを扱 
うと破損する原因になります。メモリに触れる前に、アルミサッシや 
ドアのノブなど身近な金属に手を触れて、静電気を取り除いてくださ 

い0 

• メモリのコネクタ部分には手を触れないでください。接触不良など、 
故障の原因になります。 

•ボード上の部品やハンダ付け面には触れないよう注意してください。 

• メモリを間違つた向きで無理に取り付けようとすると、本機のコネク 
夕部やメモリが故障する原因になります。取り付け方向に注意してく 
ださい。 

•取り付け前に、本機で使用できるメモリであることを確認してくださ 

い0 

• メモリ取り付けの際は、メモリスロット以外の、本体内部の部品やス 
イッチに触れないでください。 

V_ J 


1 「ルーフカバーの 開け方」の手順で ルーフカバー を開ける 
(P.169) 

2 左右のレバーが外側に開いていない場合は、外側に広げてか 
ら、メモリを切り欠き A の位置と誤挿入防止機構の位置を確認 
し、メモリ用コネクタに垂直に差し込み、取り付ける 

スロッ ト1、2 の 順香に取り付けてください。 

r O チェック•ク- . 

メモリには、向きがあります。逆には差し込めないようになっています 
が、向きを間違えたまま無理に差し込むと故障の原因になりますので注 
意してください。 


周辺籠の利用(タイプ MB (スリムタワ—型)) 


メモリ 
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切り欠き A 


切り欠き B 



3 左右2か所のレバーが切り欠き B に掛かるように、メモリをしつ 
かり押し込む 



チェック•ク- 

• メモリを差し込んだ後、メモリがフックの切り欠きに掛かっているこ 
とを確認してください。しっかり押し込まれていないと故障の原因と 
なります。 

• フックが切り欠きに掛かっていなし、場合は、もう一度差し直すか指で 
ロックさせる必要があります。指でロックする場合に強い力は必要あ 
りませんので、無理に押し込まないようにしてください。容易にロッ 
クできない場合は、メモリを取り外してから差し直してください。 


4 「ルーフカバーの閉じ方」の手順でルーフカバーを閉じる 
(p.172) 

メモリ取り付け後は、「メモリ容量の確認」に従って、取り付けが正 
しく行われたか確認してください。 




厂奴チェックク- 

• メモリは静電気に大変弱く、身体に静電気を帯びた状態でメモリを扱 
うと破損する原因になります。メモリに触れる前に、アルミサツシや 
ドアのノブなど身近な金属に手を触れて、静電気を取り除いてくださ 

い0 

• メモリのコネクタ部分には手を触れないでください。接触不良など、 
故障の原因になります。 

•ボード上の部品やハンダ付け面には触れないよう注意してください。 

V_ J 


1 「ルーフカバーの 開け方」 の 手順で ルーフカバーを 開ける 
(P.169) 

2 メモリの左右のレバーを外側に広げる 



周辺籠の利用(タイプ MB (スリムタワ—型)) 


メモリ 
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メモリを上へ引き抜くようにして取り外す 

取り外したメモリは静電気防止用の袋などに入れて保管してくだ 
さい。 



「ルーフカバー の閉じ方」の手順で ルーフカバー を閉じる 
(P.172) 


メモリ容量の確認 


増設が正常に行われ、メモリが本機に認識されているかどうかを確認し 
ます。 

1 「スタート」ボタンー►「コントロールパネル」をクリックし、「パ 
フォーマンスとメンテナンス」—「システム」をクリック 

「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2 「全般」タブで右下に表示されている内容を確認する 

「** * GBRAM 」 または「** *MB RAM 」 と表示されています。 
* * * GB または*** MB が総メモリ容量です。 

メモリ容量が増えていない場合は、メモリが正しく取り付けられている 
か、再度確認してください。 

チェック•ク- . 

• BIOS セットアップユー ティリティの 「 Main 」 メニューの 「System 
Memory 」 でも、確認することができます。メモリの容量を確認すると、 
搭載されている容量より少なく表示されることがあります。これはメ 
インメモリがシステムに割り当てられるためで、故障ではありません。 

• メモリを増設した場合、メモリの組み合わせによっては、初期化のた 
めに電源を入れてからディスプレイに画面が表示されるまでに時間 
がかかる場合があります。 

\_ y 


周辺籠の利用(タイプ MB (スリムタワ—型)) 


メモリ 
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PCI ポード 

PCI スロットには、本機の機能を拡張するための各種 PCI ボードを取り付 
けることができます。 
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PCI ボード 




PCI ボードの取り付け 


厂〇チェック.ク- 

• PCI ボードは、静電気に大変弱い部品です。身体に静電気を帯びた状 
態で PCI ボードを扱うと、 PCI ボードを破損させる原因になります。 
PCI ボードに触れる前に、身近な金属（アルミサッシやドアのノブな 
ど）に手を触れて、身体の静電気を取り除くようにしてください。ま 
た、 PCI ボードを持つときは、ボードの縁の部分を持ち、金属の部分に 
は触れないようにしてください。特に、端子の部分を手で触れないよ 
うに注意してください。 

• PCI スロットの板金の縁は銳利になっていますので、 PCI スロットカ 
バーを取り外したり、 PCI ボードを取り付ける場合、指などを切らな 
いように注意してください。 


1 「ルーフカバーの 開け方」 の 手順で ルーフカバーを 開ける 
(p.169) 

2 pci ユニッ トを固定しているネジを取り外す 



周辺籠の利用(タイプ MB (スリムタワ—型)) 


PCI ボード 
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3 pci ユニットをゆっくりと引き抜くようにして取り外す 

r O チェック•ク- 

pci ユニットをマザーボードから引き抜くときは、指を挟んだり、ぶつけ 
たり、切ったりしないように注意してください。 

V_ J 



4 pci スロッ トカバーを固定しているネジを取り外す 



PCI スロット （2 段目） 




PCI スロッ ト カバーを 取り外す 



PCI ボードをコネクタに差し込み、手順4で取り外したネジを取 
り付けて PCI ボードを固定する 



pci ボー 


周辺機器の利用タイプ MB スリムタワ—型) 


7 pci ユニットを本体のツメに合うようにして図のように差し込 
んで取り付ける 

チェック.ク- 

PCI ユニットをマザーボードに差し込むときは、指を挟んだり、ぶつけた 
り、切ったりしないように注意してください。 



8 pci ユニットを固定しているネジを取りつける 



9 「 ルー フカ バーの 閉じ方」 の 手順で ルーフカバー を閉じる 

(p.172) 

PCI ボード 




周辺機器の利用 

(タイプ MR (スリムタワー型)） 

ここでは、タイプ MR (スリムタワー型）に取り付けられる別売の周辺機器 
や内蔵機器の取り付け方法について説明します。 


この章の読み方 


次ページの「接続できる周辺機器」を読んだ後に、目的に合わせて次に該 
当するページをお読みください。 


この章の内容 


接続できる周辺機器 . 194 

本体カバー類の開閉 . 196 

ケーブルストッパ . 202 

バ■ジ . 205 

PCI ボード . 214 











接続できる周辺機器 

本機には、次のような別売の周辺機器を取り付けられます。 


本体に接続できる周辺機器一覧 



本機のそれぞれのコネクタや端子に接続できる周辺機器につ I ゝて説明し 
ます。 

◎本体背面 
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接続できる周辺機器 







◎本体内部 


メモリ （p.205) 



周辺機器の利用(タィプ20:(スリムタワー型)) 


接続できる周辺機器 




本体カバー類の開閉 

ここでは、周辺機器や内蔵機器を取り付けるときなどに必要なカバー類 
の取り外し方について説明します。 


ルーフカバーの開け方 


メモリ や PCI ボー ドなどの内蔵機器を取り付ける場合は、本体の ルーフ カ 
バーを開けて作業を行います。 

チェック.ク-, 

装置の使用直後は、板金部品は高温になっていますので、手を触れるとや 
けどする恐れがあります。電源を切つた後、30分以上経ってから内蔵機 
器の取り付け/取り外しを行うことをおすすめします。 


1 本機の電源を切る 

2 本体に接続されている全てのケーブル、コード類(電源コード 
など）を取り外す 

3 盗難防止用の錠を使用している場合は、取り外す 

4 横置きにしている場合は、手順7へ進む 
縦置きにしている場合は、本体を横に置く 

r O チェック•ク- . 

スタビライザを取り外したときに、本体が衝撃を受けないよう、机の端な 
どでスタピライザの取り外しを行ってください。 

V _ ) 
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本体カバー類の開閉 


本体を横に置くときは、机やテーブルなどを傷つけたりしないように、厚 
手の紙や布などを敷いておくことをおすすめします。 



5 上側のスタビライザのストツパを手前に引いて、筐体のツメか 
らストツハ°を夕 i •し、そのままスタビライザを左 ti にスライドさ 
せて取り外す 

ストツパ 



周辺機器の利用(タイプ MR ( K リムタワ-型)) 


本体カバー類の開閉 
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r G チェック.ク- 

スタビライザを本体から取り外すときは、指を挟んだり、ぶつけたり、 
切ったりしないように注意してください。 

V_ J 

6 もう一方のスタビライザのストッパも手順5と同様の方法で外 
し、スタビライザを右側にスライドさせて取り外す 

7 左右のスライドストッパを内側にずらしてロックを外す 


スライト''ストツ 



8 ルーフカバーを本体前面側にスライドさせ、止まったところで 
そのまま持ち上げて取り外す 
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本体カバー類の開閉 












ルーフカバーを閉じるときには、次のように作業すると閉じやすくなっ 
ています。 


厂〇チェック•ク- 

ルーフカバーを閉じるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、切ったりしな 
いようにルーフカバーをしっかりと持って閉じてください。 


1 ルーフカバーの端が本体背面から40 m m ほどの位置になるよ 
うに被せ、ルーフカバーの金具を本体の穴に通すようにして本 
体背面側にスライドさせる 



2 スライドストッパを外側にずらしてロックする 

スライドストツパ 



周辺機器の利用(タイプ MR (スリムタワ—型)) 


本体カバー類の開閉 














3 横置きにしている場合は、手順 7 へ進む 

縦置きで使用する場合は、机の端などに本体を横置きにし、本 
体を安定させる 

4 上側のスタビライザを本体のツメに合わせる 



5 スタビライザを右方向にスライドさせ、スタビライザのストッ 
パをロックする 



本体カバー類の開閉 


もう一方のスタピライザも、手順4から手順5と同様の方法で本 
体のツメに合わせてから左方向にスライドさせ、取り付けたら 
縦置きにする 

盗難防止用の錠を使用する場合は、錠を取り付ける 

ケーブル、コード類(電源コードなど)を必要に応じて取り付け 
る 


周辺籠の利用(タイプ MR (スリムタワ-型)) 


6 7 0Q 


本体カパ-* I の開閉 E 3 B 



ヶーブルストッパ 

キーボードやマウスの盗難防止とともに、ケーブル抜け防止のために、 
ケーブルストッパでケーブルを本体に固定します。 


取り付け前の確認 


本機にケープルストッパを取り付ける前に、ケープルストッパが、本機に 
添付されていることを確認してください。 

ケープルストッパのネジを外すため柄の長いプラスドライバーを用意し 
てください。 


ケーブルストッパの取り付け 


1 「ルーフカバーの開け方」の手順でルーフカバーを開ける 
( P .196) 

2 ケーブルストツパをキーボード、マウスケーブルの上から被せ 
た状態でケーブルストツパのツメ（ネジ穴のない側）を本体の 
溝に差し込む 



3 ケーブルストッパをキーボード、マウスケーブルの上から被せ 
た状態でケーブルストッパのネジ穴と本体のネジ穴を合わせ、 
本体内側から本機に添付のネジで固定する 



4 「ルーフカバーの閉じ方」の手順でルーフカバーを閉じる 
( P .199) 


5 


周辺機器の利用タイプ MR スリムタワ—型) ) 


ケーブルストッパ 


ケーブルストッパの取り外し 


1 「ルーフカバーの 開け方」 の 手順で ルーフカバーを 開ける 
( P .196) 

2 本体内側からネジを外して、ケーブルストッパとケーブルを取 
り外す 



3 取り外したネジでケーブルストッパを本体に取り付ける 

4 「ルーフカバーの閉じ方」の手順でルーフカバーを閉じる 
( P .199) 


メモリは1枚单位で、最大2枚まで取り付けられます。 

取り付け可能なメモリの情報は、 NEC ビジネス PC/Express 5800情報発 
信サイト 「NEC 8番街」 (http://nec8.com) から次の手順で確認してくだ 
さい。 

1. 「NEC 8番街」のホームページで「サボート情報」をクリック 

2. 「製品情報確認」にある「ビジネス PC 製品検索」をクリック 

3. 「旧 モデル検索(最新機種も含む)」にある 「PC 本体型香検索」をクリッ 
ク 

お使Vゝのモデルの型香で検索し、取り付け可能なメモリを確認してく 
ださい。 

r O チェック. ク -, 

メモリを本機に取り付ける場合、必ず rNEC 8番街」で取り付け可能と 
なっているメモリをお使いください。 

なお、市販のメモリに関する動作保証やサボートは NEC では行っていま 
せん。販売元にお問い合わせください。 


メモリ 



メモ 


大量のメモリを必要とする OS やアプリケーションを使用する場合には、 
別売の増設 RAM ボード(以降、メモリ）を取り付けることで、メモリを増 
やすことができます。 


取り付け前の確認 


本機に メモリ を取り付ける前に、取り付けられる メモリ、 取り付け順序、 
スロット の位置を確認します。 

本機には メモリスロッ トが2 つ あり、別売の メモリ を取り付けることによ 
り最大 2GB まで増設できます。 


◎取り付けられるメモリ 


周辺機器の利用(タィプ21£(スリムタワー型) ) 


◎スロットへの取り付け順序 


必ず スロット 番号が小さ t 、方から埋まるように取り付けてくださ t ゝ。2枚 
組み合わせる場合は、1枚目を スロット〇 に、2枚目を スロット 2に差し込ん 
でください。メモリ容量による取り付け順序の制限はありません。 

チェック•ク- . 

デュアルチャネルのメモリアクセスで使用する場合は、同じ容量のメ 
モリ2枚1組を取り付けてください。また、取り付けの際は、スロット 
1が先に埋まるように取り付けてください。 


メモリ組み合わせ例 


合計容量 

ス□ット1 

スロット2 

256 MB 

256 MB 


512 MB 

512 MB 


1 GB (1024 MB ) 

512 MB 

512 MB 

1 GB 0 024 MB ) 

1 G 巳 (1024 MB ) 


2 GB (2048 MB ) 

1 G 巳 (1024 MB ) 

1 GB (1024 MB ) 


◎スロットの位置 



メモリ 


































メモリの取り付け 


r O チェック.ク- . 

• メモリは静電気に大変弱く、身体に静電気を帯びた状態でメモリを扱 
うと破損する原因になります。メモリに触れる前に、アルミサッシや 
ドアのノブなど身近な金属に手を触れて、静電気を取り除いてくださ 

い0 

• メモリのコネクタ部分には手を触れないでください。接触不良など、 
故障の原因になります。 

•ボード上の部品やハンダ付け面には触れないよう注意してください。 

• メモリを間違つた向きで無理に取り付けようとすると、本機のコネク 
夕部やメモリが故障する原因になります。取り付け方向に注意してく 
ださい。 

•取り付け前に、本機で使用できるメモリであることを確認してくださ 

い0 

• メモリ取り付けの際は、メモリスロット以外の、本体内部の部品やス 
イッチに触れないでください。 

V_ J 


1 「ルーフカバーの 開け方」 の 手順で、 ルーフカバーを 開ける 
( P .196) 


2 CD / DVD ドライブのネジ (2 本）を外す 



周辺機器の利用(タイプ MR (スリムタワ-型)) 


メモリ 
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3 


CD/DVD ドライブをメモリのスロットが見える位置まで本体 
前面側へスライドさせる 



4 左右のレバーが外側に開いていない場合は、外側に広げてか 
ら、メモリを切り欠き A の位置と誤挿入防止機構の位置を確認 
し、メモリ用コネクタに垂直に差し込み、取り付ける 

スロッ ト0、1 の 順香で取り付けてください。 

チェック.ク- . 

メモリには向きがあります。逆には差し込めないようになっていますが、 
向きを間違えたまま無理に差し込むと故障の原因になりますので注意 
してください。 



メモリ 


5 左右 2 か所のレバーが切り欠き B に掛かるように、メモリをしつ 
かり押し込む 



厂〇チェック.ク- 

• メモリを差し込んだ後、メモリがフックの切り欠きに掛かっているこ 
とを確認してください。しっかり押し込まれていないと故障の原因と 
なります。 

• フックが切り欠きに掛かっていなし、場合は、もう一度差し直すか指で 
ロックさせる必要があります。指でロックする場合に強い力は必要あ 
りませんので、無理に押し込まないようにしてください。容易にロッ 
クできない場合は、メモリを取り外してから差し直してください。 


6 C D/DVD ドライブのネジ穴と本体のネジ穴があう位置まで、 
CD/DVD ドライブを本体背面側にスライドさせる 



周辺機器の利用(タイプ MR (スリムタワ-型)) 


メモリ 


7 CD/DVD ドライブを取り外したときのネジ (2 本)を取り付ける 



Q 「ルーフ カバーの閉じ方」の手順で、 ルーフ カバーを閉じる 

(P.199) 


メモリの取り外し 


r O チェック•ク- . 

• メモリは静電気に大変弱く、身体に静電気を帯びた状態でメモリを扱 
うと破損する原因になります。メモリに触れる前に、アルミサッシや 
ドアのノブなど身近な金属に手を触れて、静電気を取り除いてくださ 

い0 

• メモリのコネクタ部分には手を触れないでください。接触不良など、 
故障の原因になります。 

• ボード上の部品やハンダ付け面には触れないよう注意してください。 


1 「ルーフカバーの 開け 方」の 手順で、 ルーフカバーを 開ける 
(P.196) 
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メモリ 





CD/DVD ドライブのネジ (2 本)を外す 



r O チェック•ク- . 

取り外したネジは紛失しないように、手近な箱や袋などに保管してくだ 
さい。 

V_ J 

3 CD/DVD ドライブをメモリのスロットが見える位置まで本体 
前面側へスライドさせる 




メモリの左右のレバーを外側に広げる 



レバー 


メモリを上へ引き抜くようにして取り外す 

取り外したメモリは静電気防止用の袋などに入れて保管してくだ 



CD/DVD ドライブのネジ穴と本体のネジ穴が合う位置まで、 
C D/DVD ドライブを本体背面側にスライドさせる 


7 CD / DVD ドライブを取り外したときのネジ (2 本)を取り付け、 
CD / DVD ドライブを本体に固定する 



8 「ルーフカバーの閉じ方」の手順で、ルーフカバーを閉じる 

( P .199) 


メモリ容量の確認 


増設が正常に行われ、メモリが本機に認識されているかどうかを確認し 
ます。 

1 「スタート」ボタン—「コントロールパネル」をクリックし、「パ 
フォーマンスとメンテナンス」 — 「システム」をクリック 

「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2 「全般」タブで右下に表示されている内容を確認する 

「* * *GB RAM」 または「* * *MB RAM」 と表示されています。 
* * * GB または*** MB が総メモリ容量です。 

メモリ容量が増えていない場合は、メモリが正しく取り付けられている 
か、再度確認してください。 

チェック•ク- . 

• BIOS セツ ト アップ ユーテイリテイの 「 Main 」 メニューの 「Extended 
Memory 」 でも、確認することができます。メモリの容量を確認すると、 
搭載されている容量より少なく表示されることがあります。これはメ 
インメモリがシステムに割り当てられるためで、故障ではありません。 

• メモリを増設した場合、メモリの組み合わせによっては、初期化のた 
めに電源を入れてからディスプレイに画面が表示されるまでに時間 
がかかる場合があります。 


周辺霞の利用(タイプ MR ( K リムタワ-型)) 


メモリ 
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PCI ポード 

PCI スロットには、本機の機能を拡張するための各種 PCI ボードを取り付 
けることができます。 


取り付け前の確認 


PCI ボードを取り付ける場合、以下の取り付け条件がありますので確認し 
てください。 


1 67 mm 以下 


64 mm 以下 

- 一 …,. niiiiiiiiiiiiiiiiiiiniiiiiiinr 

搭載可能な PCI ボードサイズは、ハーフサイズ (Low Profile) の64 (W)X 
167(D)mm 以内となります。 

FAX モデルの場合は、スロット1に FAX モデムボード標_(固定）となり 
ます。 

チェック•ク- . 

工場出荷時に実装されている FAX モデムボードを他の PCI ボードに付け 
替えると故障の原因になることがあります。 PCI ボードを増設する際に 
は、必ず工場出荷時の状態で空いているスロットに取り付けてください。 


55 mm 以下 


214 


PCI ボード 




PCI ボードの取り付け 


r O チェック.ク- . 

• PCI ボードは、静電気に大変弱い部品です。身体に静電気を帯びた状 
態で PCI ボードを扱うと、 PCI ボードを破損させる原因になります。 
PCI ボードに触れる前に、身近な金属（アルミサッシやドアのノブな 
ど）に触れて、身体の静電気を取り除くようにしてください。また、 
PCI ボードを持つときは、ボードの縁の部分を持ち、金属の部分には 
触れないようにしてください。特に、端子の部分を手で触れないよう 
に注意してください。 

• PCI スロットの板金の縁は銳利になっていますので、 PCI スロットカ 
バーを取り外したり、 PCI ボードを取り付ける場合、指などを切らな 
いように注意してください。 

V_ J 


1 「ルーフカバーの開け方」の手順で、ルーフカバーを開ける 
( P .196) 

2 PCI スロットカバーのネジを1本外し、 PCI スロットカバーを取 
り外す 



周 S 器の利用(タイプ MR ( K リムタワ-型)) 


pci ボード 
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手順 2 で取り外したネジで P C I ボードを取り付ける 



「ルーフカバーの閉じ方」の手順で、ルーフカバーを閉じる 
( P .199) 


シスアム設定 (タィプ ME (スリムタヮ-型)) 

この章では、タイプ ME (スリムタワー型）の BIOS セットアップユーティ 
リティについて説明します。 BIOS セットアップユーティリティは、セ 
キュリティ、省電力など本機の使用環境を設定することができます。 


この章の読み方 


次ページの 「BIOS セットアップユーテイリテイについて」を読んだ後に、 
目的に合わせて該当するべージをお読みください。 


この章の内容 


BIOS セットアップユーテイリテイについて 
設定項目一覧 . 
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BIOS セットアップユーテイリテイについて 

本機には、使用環境を設定するために BIOS セットアップユーティリティ 
が内蔵されています。 


BIOS セットアップユーテイリテイの起動 


1 本機の電源を入れて 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら [ F 2] を数 

回押す 

BIOS セットアップユーティリティのメイン画面が表示されます。 

チェック•ク- . 

ディスプレイ特性により 、 「N EC 」 ロゴの画面が表示されず 【 F 2】 を押す夕 
イミングが計れない場合があります。また、キーボード特性により、 

「 NEC 」 ロゴの画面が表示されても 【 F 2】 キーが有効にならなし、場合があ 
ります。この場合は、本体の電源を入れた後、キーボード上の Num Lock 
ランプが点灯するタイミングで 【 F 2】 を数回押してください。 

V_ J 


BIOS セットアップユーティリティの終了 


♦変更を保存して終了する 

1 【 F " I 0】 を押す 

確認の画面が表示されます。 

中止したいときは 【Esc】 を押してください。 

2 「0 k 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定が保存され、 BIOS セットアップユーテイリティが終了しま 
す 0 


メニューバーの 「Exit」 で 「Save Changes and Exit」 を選んで BIOS セツ 
ト アップ ュー ティ リ ティを終了することもできます。 
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BIOS セットアップユーテイリテイについて 



♦変更を保存しないで終了する 

1 キーボードの【—】【—】でメニューバーの 「 Exit 」 を選ぶ 

メニューが表示されます。 

2 キーボードの【 I 】で 「Discard Changes and Exit 」 を選んで 
【 Enter 】 を押す 

「Discard changes and exit setup?」 と表 7K されます。 

3 「0 k 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定の変更をせずに BIOS セットァップユーティリティが終了し 
ます。 


工場出荷時の設定値に戻す 


工場出荷時の設定値に戻す方法について説明します。 

1 本機の電源を入れて 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら 【 F 2 】 を 

押す 

BIOS セットアップユーティリティが表示されます。 

2 【 F 9】 を押す 

「 Load Optimal Defaults?」 と表示されます。 

3 「 Ok 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

エ場出荷時の設定^1を読み込みます。 

4 【 F " I 0】 を押す 

「Save configuration changes and exit setup?」 と表不されます0 

5 「 Ok 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定値が保存され、 BIOS セットアップユーティリティが終了します。 

以上で作業は終了です。 


システム設定(タイプ ME (スリムタワ—型)) 


BIOS セットアップユーテイリテイについて 
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BIOS セットアップユーテイリテイの基本操作 


• 操作はキーボードで行います。 

• 【—】【—】でメニューバーのカーソルを選択し、【 t 】【 i 】で設定項目を 
選択します。設定内容は、 【Enter】 でメニューを表示して【 t 】【1】や 
【+】【一】で変更することができます。 

- rSystem Date」「SystemTime」 の設定ではカーソル移動は 【Tab】 で行 
います。 


BIOS セットアップユーテイリテイについて 



設定項目-覧 


ここでは BIOS セットアップユーテイリテイで、どのような設定ができる 
かを説明しています。表中の反転部分は工場出荷時の設定です。表中の 
() で囲まれた項目は設定を変更しないでください。 


「 Main 」 メ ニ- 


設定項目 

設定値 

説 明 

BIOS Version 


搭載されている BIOS のパージョ 
ンが表示されます。 

Product Name 

— 

型番が表示されます。 

Serial Number 

— 

製造番号が表示されます。 

System Time * 1 

HH : MM:SS 

現在の時刻を「時:分:秒」で入力 
します。 

System Date * 1 

MM / DD/YYYY 

日付を「曜日（表示のみ）/月/日 
/年」で入力します。 

Floppy A 

Disabled 

360 KB 51/4" 

1.2 MB 51/4" 

720 KB 31/2" 

フロッピーディスクドライブ A のモー 
ドを選択します。 「 Disabled 」 に 
設定するとフロッピーディスクド 
ライブが使用できなくなります ( I/O 
制限）。 

11.44 MB 31/2" ■ 

2.88 MB 31/2" 

(Primary IDE \ 
[Master ノ 


現在マザーボードの IDE インター 
フェイスに接続されている IDE デ 
バイスが表示されます。 【 Enter 】 

を押すと情報画面が表示され、 
SMART 機能に対応している八一 
ドディスクが接続されている場合 
は、 SMART 機能の有効/無効 
を設定します。ただし、 RAID モ 
デルの場合は八ードディスクは表 
示されません。 

(Primary IDE \ 
[Slave j 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

モデルによって、表示されないも 
のがあります。 


システム設定(タイプ ME (スリムタワ—型)) 


※丄ユーザ パ スワー ドで起動したときに変更可能な項目です。 


設定項目一覧 
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設定項目 

設定値 

説 明 

1 Secondary \ 
/DE 

[Master 1 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

モデルによって、表示されないも 
のがあります。 

(Third IDE \ 
[Master ) 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

モデルによって、表示されないも 
のがあります。 

1 Third IDE \ 
{Slave 1 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

モデルによって、表示されないも 
のがあります。 

CPU Type 

— 

搭載されている CPU の種類が表 
示されます。 

CPU Speed 

— 

搭載されている CPU の速さ(クロッ 
ク数）が表示されます。 

System 

Memory 

— 

システムメモリの容量が表示さ 
れます。 
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「 Advanced 」 メニュー 


設定項目 

設定値 

説 明 

Advanced 

BIOS Setup 


BIOS 固有の詳細な機能 
について設定します。 
[ Enter ] を押すと設定画 
面になります。 

Advanced 

Chipset 

Setup 


チップセット固有の詳細な 
機能について設定します。 
[ Enter ] を押すと設定画 
面になります。 

Integrated 

Peripherals 


周辺機器の機能について 
設定します。 【 Enter 】 を 
押すと設定画面になります。 

Power 

Management 

Setup 


省電力の設定を行うため 
の設定項目について説明 
します。この項目にカーソ 
ルを合わせ [ Enter ] を押 
すと設定画面になります。 


I / O 制限 

I/O 制限は、外部とのデータ交換の手段である I/O を使用しないようにす 
る（制限する）機能です。 I/O を 「Disabled」 に設定することで制限するこ 
とができます。対象となるインターフェイスは、 フロ ッピーディスクドラ 
イプ (OnBoard Floppy Controller) 、シリアルポート (Serial Portl 
Address)、 パラレルポート (Parallel Port Address)、USB ポート (USB 
1.1 Controller)、CD/DVD ドライブ (PATA Controller) です。 


システム設定(タイプ ME (スリムタワ—型)) 
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◎Advanced BIOS Setup 


タ チェック•ク- 

「Hyper Threading Technology 」 の設定を変更する場合、 「 Enabled 」 
から 「 Disabled 」 にした場合は、再セットアップする必要があります。 
「 Disabled 」 から 「 Enabled 」 に変更した場合は、再セットアップの必要 
はありません。 

V _ 


設定項目 

Clear NVRAM 


設定値 


Disabled 


Enabled 


説 明 

「 Enabled 」 を選択すると、 
NVRAM の初期化を行います。 


ただし、再起動時には 「 Disabled 」 


Quick Boot Disabled 


Enabled 


Silent Boot Disabled 


Enabled 


Bootup Num - 
Lock 


Off 

画 


Hyper 
Threading 
Technology 
Single Logical 


Disabled 


Enabled 


Disabled 


に戻ります。 _ 

起動時のクイックブートの使用を設 
定します。 

「 Enabled 」 の場合、一部のテストを 
スキップするので、起動時間が短縮 
されます。 

「 Disabled 」 に設定すると、起動時 
に巳 IOS チェック情報を表示します。 
「 Enabled 」 に設定すると、 「 NEC 」 

ロゴの画面が表示されます。_ 

起動時に Num Lock をオンにするか 
を設定します。 Windows 起動時では、 
Windows 上の設定が優先されます。 
搭載している CPU の Hyper 
Threading 機能の有効/無効を設 
定します。 

Enabled に設定すると、搭載している 


Processor Enabled CPU^rSingle Logical Processor 


Mode _ 

No-Execute Disabled 


Mode に設定します。 

搭載してし、る CPU の No-Execute 


Memory 

Protection 


Enabled 


Intel ( R ) 

SpeedStep ( tm ) 


Enabled 


Disabled 


Memory Protection 機能を利用 
できるように設定します。 
「 Enabled 」 に設定すると DEP 機能 
が利用でぎます。 

Intel ( R ) SpeedStep ( tm ) 機能 
の動作の有効/無効を設定します。 


tech . 
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「Hyper Threading technology」、「Single Logical Processor Mode」、 
r Intel(R) SpeedStep (tm) tech.」 は、モデルによって表示されないもの 
があります。 



◎Advanced Chipset Setup 


設定項目 

設定値 

説 明 

Boots Graphic 

IGD 

使用するグラフィックカー 

Adapter 

PCI/IGD 

ドを設定します。 「 IGD 」 は 


PCI/PEG 

内蔵グラフィックデノ (イスを、 


PEG/IGD 

「 PEG 」 は PCI Express 



ス□ットに挿入したグラフィッ 



クカードを、 「 PCI 」 は PCI 
ス□ットに挿入したグラフィッ 
クカードを指します。 

(DVMT Mode 、 

— 

この項目の設定は変更しな 

[Select j 


いでください。内蔵グラフィッ 
クスデパイスが使用する、 
グラフィックスメモリの割り 
当て方法を選択します。 

IDVMT/FIXED \ 


この項目の設定は変更し 

[Memory ノ 


ないでください。 DVMT モー 
ド/ FIXED モードで使用す 
るグラフィックスメモリサイ 
ズを選択します。 

Top of Usable 

riwiggi 

大容量のメモリを搭載し、ホッ 

Memory 

3.00 GB 

トプラグ対応デパイスを使 


2.75 GB 

用する場合、この項目で利 
用可能メモリの上限を変更 
する必要があります。たと 
えば、 3.25 GB 以上のメモ 
リを搭載し、ホットプラグ対 
応デバイスを使用する場合 
は、ホットプラグ対応デバイ 
スに割り当てられるメモリ 
分をあらかじめ確保するた 
めに、本設定を3.00 GB に 
設定します。 

USB 1.1 

Disabled 

USB 機能の有効/無効を 

Controller 


設定します （ I / O 制限）。 
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設定項目 

USB 2.0-※ 1 
Controller 


_ 設定値 

Disabled 


Legacy USB Disabled 
Support laiisuiism 


USB Storage 

Device Enabled 

Support * 2 


USB Storage 
Device 

Configuration 


説 明 

USB 2.0 機能の有効/無効 
を設定します。 「 USB 1.1 
Controller 」 を 「 Enabled 」 
に設定している場合のみ表 

示されます 0 _ 

USB 接続のキーボードお 
よびマウスのレガシー機能 
の有効/無効を設定します。 
「USB 1 . 1 Controller 」 
を 「 Enabled 」 に設定して 
し''る場合のみ表示されます。 
USB ストレージデバイス 
のレガシーエミユレーシヨ 
ンの有効/無効を設定しま 
す。本項目は 「 Legacy 
USB Support 」 の設定 
が 「 Enabled 」 の場合に設 
定が可能です。 

接続された USB ストレー 
ジデノ（イスのエミユレーシヨ 
ンタイプを設定します。本 
項目は 「USB Storage 
Device Support 」 の設 
定が 「 Enabled 」 の場合に 
設定が可能です。また、 
USB ストレージデバイス 
が接続された場合のみ表 
示されます。 

接続する USB ストレージ 
デバイスによっては正しく 
動作しない場合があるので、 
そのときは本項目を適切 
な設定に変更してください。 
たとえば、接続された 
USB ストレージデバイス 
のブートイメージが FD フォー 
マットで作成されている場 
合は、本項目を 「Forced 
FDD 」 に変更してください。 


設定項目一 




設定項目 


設定値 


説 明 


LAN 

Controller 


Disabled 


Enabled 


LAN コント□—ラの有効/ 
無効を設定します。 


Network 
Boot Agent 


Disabled 


Enabled 


ネットワークブート機能の 
有効/無効を設定します。 


Audio 

Controller 


Enabled 


Disabled 


内蔵オーディオ機能の有 
効/無効を設定します。 


PATA 

Controller 


Disabled 


Enabled 


パラレル ATA コント□— 
ラの有効/無効を設定し 
ます。 「 Disabled 」 を設定 
すると CD / DVD ドライブ 
などのパラレル ATA コン 


卜□ーラに接続されている 
IDE デバイスが使用できな 
くなります （ I / O 制限）。 


※エ指紋センサ機能付き USB 109キーボードモデルは、 USB2.0 接続となっていま 
す。 

※之 Enabled に設定した場合、 USB メモリやメモリ スロッ ト付き USB プリンタを接 
続して起動すると、そのデバイスから優先的に起動を試みて HDD から起動しな 
い場合があります。その場合は、起動順位の設定 (Boot メニュー）で 「Hard Disk 
Drives」 の起動順位を 「Removable Drives」 より優先させる等の変更を行ってく 
ださい。 
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◎ Integrated Peripherals 


設定項目 

設定値 

説 明 

OnBoard 

Disabled 

内蔵フロッピーディスクコ 

Floppy 


ント□—ラを設定します。 

Controller 


フロッピーディスクコント 
□—ラを使用しない場合は、 
「 Disabled 」 を選んでく 
ださい （ I / O 制限）。さらに、 

「 Main 」 メニューの 「Floppy 
A 」 を 「 Disabled 」 に設定 
する必要があります。 

Serial Port 1 

Disabled 

シリアルポート1の l /〇アド 

Address 


レスと IRQ を設定します。 


2 F 8/ IRQ 3 

「 Disabled 」 に設定すると 


3 E 8/ IRQ 4 

シリアルポート1が使用で 


2 E 8/ IRQ 3 

きなくなります （ I / O 制限）。 

(Serial Port 2 \ 


この項目の設定は変更し 

[Address ) 


ないでください。シリアル 
ポート2の I / O アドレスと 
旧 Q を設定します。 

Parallel Port 

Disabled 

パラレルポートの I / O アドレ 

Address 

RW 51 

スを設定します。 「 Disabled 」 


278 

に設定するとパラレルポー 


3 巳 C 

卜が使用できなくなります 
( I / O 制限）。 


228 
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設定項目 

設定値 

説 明 

Parallel Port 

Mode 

BI 33 

Bi-Directional 

EPP+SPP 

ECP 

ECP+EPP 

パラレルポートの動作モー 
ドを設定します 。 「Parallel 
Port Address 」 の設定 
が 「 Disabled 」 以外の場 
合に設定可能です。ご利用 
のプリンタモードについて 
はプリンタのマニュアルを 
ご覧ください。 

EPP Version 

■ 

EPP のバージョンを設定し 
ます 。 「Parallel Port Mode 」 
の設定が 「EPP + SPP 」 ま 
たは 「ECP + EPPJ の場合 
に設定が可能です0 

ECP Mode 

DMA Channel 

DMAO 

DMA 1 

パラレルポートで使用する 
DMA チャネルを設定しま 
す 。 「Parallel Port Mode 」 
の設定が 「 ECP 」 または 
「ECP + EPP 」 の場合に 
設定が可能です。 



Parallel Port 

IRQ 

IRQ 5 

IISWW 

パラレルポートで使用する 
IRQ を設定します。 
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◎ Power Management Setup 


設定項目 

Restore on 
AC Power 
Loss 


設定値 


Power Off 


Power On 
Last State 


Resume On 


Disabled 


説 明 

AC 電源 （ AC 100 V ) が失 
われた際に、 AC 電源復帰 
後の動作を設定します。 
「Power Off 」 に設定すると、 
AC 電源が復帰しても、電源 
はオフのままになります。 
「Power On 」 に設定する 
と、 AC 電源が復帰した際 
に電源がオンになります。 
rLast State 」 に設定す 
ると、 AC 電源が失われた 
ときの電源状態になります。 
本体内蔵の LAN によって 


LAN Enabled 


電源を操作します。リモー 
トパワーオン機能を利用す 
るには、この項目を 
「 Enabled 」 に設定します。 


設定項目一覧 





厂〇>ェックク- 

• スーパバイザパスワード、ユーザパスワードに使用できる文字は半角 
英数字のみで、15文字以内でなければなりません。また、大文字と小 
文字の区別はありません。 

• スーパバイザパスワ ー ド、ユーザパスワ ー ドを設定する場合は、パス 
ワードやパスワードの解除の方法を忘れたときのために、事前にこの 
「「 Security 」 メニュー」および 「 PART 9 付録」の「ストラップスイッチ 
の設定」 ( p .297) を印刷しておくことをおすすめします。 

• ご購入元、または NEC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
ワードは解除、および無効にしておいてください。 

V_ J 

参照/ NEC のお問い合わせ先—『保証規定&修理に関するご案内』 


システム設定(タイプ ME (スリムタワ—型)) 


設定項目一覧 
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設定項目 

設定値 

説 明 

Supervisor 

Password 


スーパバイザパスワードの設 
定状態を表示します。工場出 
荷時は 「Not Installed 」 で 
す 。 「Change Supervisor 
Password 」 でスーパバイ 
ザパスワードを設定した場合、 

「 Installed 」 が表示されます。 

User 

Password 


ユーザパスワードの設定状 
態を表示します。工場出荷 
時は 「Not Installed 」 です。 
「Change User Password 」 
でユーザパスワードを設定 
した場合、 「 Installed 」 が表 
示されます。 

Change 

Supervisor 

Password 

(パスワード） 

スーパバイザパスワードの 
設定を行います。設定した 
場合、巳 IOS セットアップユー 
ティリティ起動時にスーパ 
バイザパスワードを入力す 
る必要があります。 

Change User 
Password % 

(パスワード） 

ユーザパスワードの設定を 
行います。スーパバイザパ 
スワードが設定されている 
場合、設定可能になります。 

Password 

Check 


パスワードを入力する場面 
を設定します。 「 Setup 」 
では BIOS セットアップユー 
ティリティ起動時に、 
「 Always 」 ではシステム 
起動時と BIOS セットアッ 
プユーティリティ起動時に 
パスワードの入力を要求し 
ます。スーパバイザパスワー 
ドが設定されている場合、 
設定可能になります。 

Always 


※ ユーザ パ スワー ドで起動したときに変更可能な項目です。 
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設定項目 

設定値 

説 明 

Hard Disk 
Security 


八ードディスクにパスワー 
ドを設定します。 【 Enter 】 

を押すと、サブメニューの 
設定画面になります。 

Security Chip 
Configuration 


Windows XP Professional 
モデルをご使用の場合、セ 
キュリティチップ機能の設 
定を行うことができます。 
【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

Chassis 

Intrusion 

Enabled 

i 

筐体の開閉監視（ルーフカ 
バーオープン検知）を設定 
します。メッセージを解除 
する場合は 「Reset 
Chassis Intrusion 」^： 
「 Enabled 」 にして再起動 
してください。 

Reset 

Chassis 

Intrusion 

Enabled 

i 

筐体の開閉ステータスを 
リセットします。 「 Enabled 」 
を選択し、 BIOS セットアッ 
プユーティリティを保存し 
て終了すると、メッセージ 
が解除されます。ただし、 
再起動時には「 Disabled 」 

に戻ります。 


スーパバイザパスワード/ユーザパスワード 

BIOS セットアップユーティリティの使用者を制限し、また本機の不正使 
用を防止するための機能です。 

•スーパバイザノ《スワード は、 BIOS セ ットアップユー テイリテイの起動 
や本機の起動を制限するための パスワード です。 

• ユーザパスワードは、マスタパスワードと同じく BIOS セットアップ 
ユーティリティの起動や本機の起動を制限するためのパスワードです。 
また、ユーザパスワードで BIOS セットアップユーティリティを起動し 
た場合、設定できる項目が制限されます。本機の管理者と使用者が異な 
るときに、使用者が設定変更してしまうことを防止する場合などに有 
効です。 
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♦スーパバイザパスワード/ユーザパスワードの解除 

スーパバイザパスワード/ユーザパスワードは、 BIOS セットアップ 
ユーティリティを起動して 「Security」 の 「Change Supervisor 
Password」 または 「Change User Password」 にパスワードを入れて、 
新しいパスワードに何も入れずに [Enter] を押すと解除されます。ユー 
ザノ《スワードを忘れた場合、管理者が変更することができます。なお、 
スーパバイザパスワードを忘れてしまった場合のパスワードの解除方 
法に ついては 「PART9 付録」の「ストラップスイッチの 設定」 (p.297) を 
ご覧く ださい。 

チェック-ク- 

-スーハ。バイザパスワードで BIOS セットアップユ■■ティリティを起動 
した場合、新しいパスワードに何も入力しないで 【 Enter 】 を押すと、 
スーパバイザパスワード、ユーザパスワードの両方が解除されます。 

-ユーザパスワードで BIOS セットアップユ■■ティリティを起動した場 
合、ユーザパスワードを解除することはできません。 

• 無断でパスワードが解除されることを防ぐために、筐体ロックを使用 
することをおすすめします。 （ p . 11 9) 


◎Hard Disk Security 


厂〇チェック•ク- 

• 購入元、または NEC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
ワードは解除、および無効にしておいてください。また、起動できずに 
/( スワードを解除または無効に出来ない場合は、修理から戻って来た 
際に、ハードディスクパスワードの再設定を行ってください。 

-ハードディスクパスワードを有効にしても、設定したハードディスク 
マスタパスワードやハードディスクユーザパスワードを本機の起動 
時に入力する必要はありません。 

-ハードディスクのパスワードは、本機のハードディスクが本機以外の 
パソコンで不正使用されることを防止するためのものであり、本機の 
不正使用を防止するものではありません。内部データへの不正アクセ 
ス防止のためにも、本機の他のセキュリティ機能とあわせてお使いく 
ださい。 


• N EC のお問し、合わせ先-■•『保証規定&修理に関するご案内』 

. ハードディスクパスワードの再設定について—「ハードディスクパスワー 
ドの再設定」 (P.237) 


ハードデイスクパスワードには、ハードデイスクマスタパスワード 
(HDD Master Password ) とハードデイスクユーザパスワード （HDD 
User Password ) の2つが あります。 


. ハードデイスクマスタパスワード （HDD Master Password ) 

ハードデイスクマスタパスワ ー ドは、ハードデイスク ユーザ パスワ ー 
ドを解除す るためのパスワー ドです。 ハードディスクマスタパスワー 
ドの 解除方法に ついては、「ハードディスクマスタパスワード/ハード 
ディスク ユーザ パスヮードの 解除」 （ p .237) をご覧く ださい。 

. ハードデイスクユーザパスワード (HDD User Password ) 

ハー ド ディスクユーザパスワー ドは、本機と ハー ド ディスクの 認証を 
行うた めのパスワー ドです。 ハー ド ディスクユーザパスワー ドを設定 
することにより、本機以外で ハー ド ディスクの 不正使用を防止できま 
す。 

r O チェック.ク- . 

-ハードディスクパスワードは必ずハードディスクマスタパスワード 
/ハードディスクユーザパスワードの両方を設定してください。 

• ハードディスクパスワードは起動時のみ設定可能です。再起動時に 
は、設定の変更はできません。 

• ハードディスクマスタパスワードを設定していないとハードディス 
クユーザパスワードを設定することはできません。 

• 設定したパスワードを忘れないように控えておくことをおすすめし 
ます。パスワードを忘れてしまつた場合、お客様ご自身で作成された 
データは、当社でも取り出せなくなります。また、パスワードを忘れた 
ために使用できなくなったハードディスクを交換する場合は有償に 
なります。ハードディスクのパスワードは忘れないように十分に注意 
してください。 


設定項目一覧 



設定項目 

設定値 

説 明 

Primary Master 
HDD Password 

is 


それぞれの八ードディスク 
の八ードディスクパスワー 
ドの設定状態を表示します。 
設定されている場合は 
「 Enabled 」 、設定されて 
いない場合は 「 Disabled 」 

と表示されます。八ードディ 
スクが取り付けられていな 
い場合は設定項目が表示 
されません。 

Secondary 

Master HDD 

Password is 


Primary 

Master HDD 

Master 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Primary Master ） の八一 
ドディスクマスタパスワー 
ド設定画面になります。 

Primary 

Master HDD 

User Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Primary Master ） のハー 
ドディスクユーザパスワー 
ド設定画面になります。 

Secondary 
Master HDD 

Master 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Secondary Master ） の 
八ードディスクマスタパス 
ワード設定画面になります。 

Secondary 
Master HDD 

User Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Secondary Master ） の 
八ードディスクユーザパス 
ワード設定画面になります。 


ハー ド ディスクパスワー ドを有効にしても、設定した ハー ド ディスク マ 
スタパスワー ド やハー ド ディスクユーザパスワー ドを本機の起動時に入 
力する必要はありません。 


設定項目一覧 



♦ハードディスクパスワードの再設定 

本機の起動時にハードディスクがロックされたという内容のメッセージ 
が表示された場合は、次の手順でハードディスクパスワードの再設定を 
行ってください。 

• ハードディスクユーザパスワードがわかる場合 

本機の電源を落とし、再度起動して、 BIOS セットアップユーティリ 
ティを起動し、ハードディスクユーザパスワードの再設定を行ってく 
ださい。 

. ハードディスクマスタパスワードがわかる場合 

本機の電源を落とし、再度起動して、 BIOS セットアップ ユーティリ 
ティ を起動し、 ハー ド ディスクマスタ パ スワー ドの再設定と ハード 
ディスクユーザ パ スワー ドの再設定を行ってください。 

チェック•ク- . 

• ハードディスクが ロッ クされたという内容のメ ッセー ジが表示され 
た状態で、 HDD ユーザパスワードまたは、 HDD マスタパスワードを入 
力すると一時的に HDD パスワードのロックを解除することができま 
す。 

• 一時的に解除している状態では、スタンバイおよび休止状態にしない 
でください。 

V_ J 

♦ハードディスクマスタパスワード/ハードディスクユーザパスワード 
の解除 

ハー ド デイスクマスタパスワード/ハー ド ディスクユーザパスワード 
は、 BIOS セットアップ ユーティリティを 起動して 「Security」 の 「Hard 
Disk Security」 サブ メニュー にある 対象 となる ハードディスクの 
「HDD Master Password」 に ハー ド ディスクマスタパスワー ド※ を 入 
れ 、新しいパスワードに 何も入れずに 【Enter】 を 押すと解除されます。 
ユーザーがハー ド ディスクユーザパスワー ドを忘れた場合、管理者が 
変更することができます。 

《一度ハー ド ディスクマスタパスワー ドまたは ハー ド ディスクユーザパスワード 
を認証すると次回起動時まで入力の必要はありません （「Enter CURRENT 
Password」 入力項目が表示されなくなります)。 

〇チェック.ク-, 

ハードディスクマスタパスワードで BIOS セットアップユーティリティ 
を起動した場合、新しいパスワードに何も入力しないで 【 Enter 】 を押す 
と、ハードディスクマスタパスワード、ハードディスクユーザパスワード 
の両方が解除されます。 


システム設定(タイフ ME (スリムタワ—型)) 
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◎Security Chip Configuration 


設定項目 

設定値 

説 明 

Security Chip '》 


セキュリティチップの有効/無効を設 
定します。 

Enabled 

Clear 

Security Chip 


[ Enter ] を押すとセキュリティチップ 
に保存されているユーザー情報を初 
期化します。なお、初期化をすると、 
「Security Chip 」 の設定は 「 Disabled 」 
になります。 


※： Windows XP Professional をお使 V ゝの場合のみセキュリティチップ機能を使用 
できます。 

Windows XP Home をお使いの場合は、 「 Enabled 」 にしないでください。 

チェック.ク- 、 

• 本機能をご利用になる場合は、スーパバイザパスワード/ユーザパス 
ワードを併用し、 BIOS セットアップユーティリティのセキュリティ 
を強化してお使いください。 

• 「Clear Security Chip」 は 「Security Chip」 が ’「Enabled」 に設定さ 
れてないと、初期化を実行することはできません。 

• セキュリティチップ機能のユーザー情報を初期化すると 、Windows 
上で保護したデータが参照できなくなりますので、必要なデータは参 
照可能な場所に退避してから初期化を行ってください。また、本機を 
廃棄する際には、ユーザー情報を初期化することで、データの漏洩を 
防ぐことができます。 


セキュリテイ チップ機能に ついて- ►「 Mate/Mate J 電子 マニュアル」の「セ 
キュリテイ チップ ユーテイリテイマニュアル」 



「 Boot 」 メ ニュー 


厂〇チェック.ク- 

• 「 Boot 」 メニューは、ユーザパスワードで起動したときには変更でき 
ません。 

• USB デバイスからのブートはサボートしておりません。 

V_ 


設定項目 

設定値 

説 明 

Boot Device 
Priority 


本機を起動するデバイス 
(ブートデバイス）の優先 
順位を設定します。 

【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

Hard Disk 

Drives 


起動する八ードディスクの 
優先順位を設定します。 
【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

Removable 

Drives 


起動するフロッピーディス 
クドライブなどのリムーバ 
ブルドライブの優先順位を 
設定します。 

【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

CD/DVD 

Drives 


起動する CD/DVD ドライ 
ブの優先順位を設定します。 
【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 
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◎ Boot Device Priority 


設定項目 


設定値 


説 明 


1 st Boot 
Device 


CD/DVD Drives 


Removable Drives 
Hard Disk Drives 
Network:XXXXX 
Disabled 


デバイスの優先順位を設定 
します。起動順位は 「1 st 
Boot Device 」 に指定し 
た装置から順番に起動しま 
す0 


2 nd Boot 
Device 


CD/DVD Drives 


Removable Drives 


Hard Disk Drives 

Network:XXXXX 

Disabled 


デバイスの優先順位を設定 
します。 


3 rd Boot 
Device 


CD/DVD Drives 
Removable Drives 


Hard Disk Drives 


Network:XXXXX 

Disabled 


デバイスの優先順位を設定 
します。 


4 th Boot 
Device 


CD/DVD Drives 
Removable Drives 
Hard Disk Drives 


Network:XXXXX 


デバイスの優先順位を設定 
します。 


Disabled 


Boot from 
Other Device 


No 

BgEi 


「1 st Boot Device 」 か 
ら 「4 th Boot Device 」 
で設定された装置から起動 
できなかった場合に、他の 
デバイスから起動するかど 
うかを設定します。 



起動する装置は次の通りです。 

• Removable Drives 

工場出荷時に内蔵されているフロッピーディスクドライブや、スー 
パーディスクなどの ATAPI リ厶ーバブルデバイス 

• CD/DVD Drives 

工場出荷時に内蔵されている CD/DVD ドライブ 

• Hard Disk Drives 

工場出荷時に内蔵されているハードディスク 

• Network:XXXXX 

工場出荷時に内蔵されている LAN 

• Disabled 

使用しない 

◎ Hard Disk Drives 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive * 1 

■ SATA:XXXXX ■:ヘ:ィ:•ふ. 

1 st Drive に設定した八一 
ドディスクドライブから起動 
します。 

Disabled 


※エドライブが複数接続されている場合は、 「2 nd Drive 」、「3 rd Drive 」、「4 th Drive 」 
のように設定項目が表示されます。 

※之 RAID モデルの場合は、 「 RAID : xxxxx 」 となります。 


◎ Removable Drives 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive ^ 

|1 st FLOPPY DRIVE * 

1 st Drive に設定したフ□ッ 
ピーディスクドライブから 
起動します。 

Disabled 


※ドライブが複数接続されている場合は、 「2 nd Drive 」、「3 rd Drive Jj 4 th Drive 」 の 
ように設定項目が表示されます。 


システム設定(タイプ ME (スリムタワ—型)) 


設定項目一覧 
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◎ CD/DVD Drives 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive ^ 

| CD / DVD ; XXXXX^^a 

1 st Drive に設定した 
CD / DVD ドライブから起 
動します。 

Disabled 


※ ドライブが複数接続されている場合は、 「2 nd Drive 」，「3 rd Drive 」，「4 th Drive 」 に 
ように設定項目が表示されます。 




シスアム設定 (タィプ MB (スリムタヮ-型)) 

この章では、タイプ MB (スリムタワー型）の BIOS セットアップユー テイ 
リ ティ について説明します。 BIOS セットアップユー ティ リ ティ は、セ 
キュリティ、省電力など本機の使用環境を設定することができます。 


この章の読み方 


次ページの 「BIOS セットアップユーテイリテイについて」を読んだ後に、 
目的に合わせて該当するべージをお読みください。 


この章の内容 


BIOS セットアップユーテイリテイについて 
設定項目一覧 . 
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BIOS セットアップユーテイリテイについて 

本機には、使用環境を設定するために BIOS セットアップユーティリティ 
が内蔵されています。 


BIOS セットアップユーテイリテイの起動 


1 本機の電源を入れて 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら [ F 2] を数 

回押す 

BIOS セットアップユーティリティのメイン画面が表示されます。 

チェック•ク- . 

ディスプレイ特性により、 「N EC」 ロゴの画面が表示されず 【F2】 を押す夕 
イミングが計れない場合があります。また、キーボード特性により、 

「NEC」 ロゴの画面が表示されても 【F2】 キーが有効にならなし、場合があ 
ります。この場合は、本体の電源を入れた後、キーボード上の Num Lock 
ランプが点灯するタイミングで 【F2】 を数回押してください。 

V_ J 


BIOS セットアップユーティリティの終了 


♦変更を保存して終了する 

1 【 F " I 0】 を押す 

確認の画面が表示されます。 

中止したいときは 【Esc】 を押してください。 

2 「0 k 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定が保存され、 BIOS セットアップユーテイリティが終了しま 
す 0 


メニューバーの 「Exit」 で 「Save Changes and Exit」 を選んで BIOS セツ 
ト アップ ュー ティ リ ティを終了することもできます。 
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♦変更を保存しないで終了する 

1 キーボードの【—】【—】でメニューバーの 「 Exit 」 を選ぶ 

メニューが表示されます。 

2 キーボードの【 I 】で 「Disacrd Changes and Exit 」 を選んで 
【 Enter 】 を押す 

「Discard changes and exit setup?」 と表 7K されます。 

3 「0 k 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定の変更をせずに BIOS セットァップユーティリティが終了し 
ます。 


工場出荷時の設定値に戻す 


工場出荷時の設定値に戻す方法について説明します。 

1 本機の電源を入れて 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら 【 F 2 】 を 

押す 

BIOS セットアップユーティリティが表示されます。 

2 【 F 9】 を押す 

「 Load Optimal Defaults?」 と表示されます。 

3 「 Ok 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

エ場出荷時の設定^1を読み込みます。 

4 【 F " I 0】 を押す 

「Save configuration changes and exit setup?」 と表不されます0 

5 「 Ok 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定値が保存され、 BIOS セットアップユーティリティが終了します。 

以上で作業は終了です。 


システム設定(タイプ MCCKK リ厶タワ—型)) 


BIOS セットアップユーテイリテイについて 
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BIOS セットアップユーテイリテイの基本操作 


• 操作はキーボードで行います。 

• 【—】【—】でメニューバーのカーソルを選択し、【 t 】【 i 】で設定項目を 
選択します。設定内容は、 【Enter】 でメニューを表示して【 t 】【1】や 
【+】【一】で変更することができます。 

- rSystem Date」「SystemTime」 の設定ではカーソル移動は 【Tab】 で行 
います。 
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設定項目-覧 


ここでは BIOS セットアップユーテイリテイで、どのような設定ができる 
かを説明しています。表中の反転部分は工場出荷時の設定です。表中の 
() で囲まれた項目は設定を変更しないでください。 


「 Main 」 メ ニュー 


設定項目 

設定値 

説 明 

BIOS Version 


搭載されている BIOS のバージョ 
ンが表示されます。 

Product Name 

— 

型番が表示されます。 

Serial Number 


製造番号が表示されます。 

System Time * 1 

HH : MM:SS 

現在の時刻を「時:分:秒」で入力 
します。 

System Date * 1 

MM / DD/YYYY 

日付を「曜日（表示のみ）/月/日 
/年」で入力します。 

Floppy A 

Disabled 

360 KB 51/4" 

1.2 MB 51/4" 

720 KB 31/2" 

2.88 MB 31/2" 

フロッピーディスクドライブ A のモー 
ドを選択します。 「 Disabled 」 に 
設定するとフロッピーディスクド 
ライブが使用できなくなります ( I/O 
制限）。 

(Primary IDE \ 
[Master ノ 


現在マザーボードの IDE インター 
フェイスに接続されている IDE デ 
バイスが表示されます。 【 Enter 】 

を押すと情報画面が表示され、 
SMART 機能に対応している八一 
ドディスクが接続されている場合 
は、 SMART 機能の有効/無効 
を設定します。 

1 Secondary \ 
,D£ 

[Master 1 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 


※丄ユーザ パ スワー ドで起動したときに変更可能な項目です。 


システム設定(タイプ MB (スリムタワ—型)) 
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設定項目 

設定値 

説 明 

1 Third IDE \ 
[Master j 

— 

「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

/Third IDE \ 
[Slave J 

— 

「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

CPU Type 

— 

搭載されている CPU の種類が表 
示されます。 

CPU Speed 

— 

搭載されている CPU の速さ(クロッ 
ク数）が表示されます。 

System 

Memory 

— 

システムメモリの容量が表示さ 
れます。 
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「 Advanced 」 メニュー 


設定項目 

設定値 

説 明 

Advanced 

BIOS Setup 


BIOS 固有の詳細な機能 
について設定します。 
[ Enter ] を押すと設定画 
面になります。 

Advanced 

Chipset 

Setup 


チップセット固有の詳細な 
機能について設定します。 
[ Enter ] を押すと設定画 
面になります。 

Integrated 

Peripherals 


周辺機器の機能について 
設定します。 【 Enter 】 を 
押すと設定画面になります。 

Power 

Management 

Setup 


省電力の設定を行うため 
の設定項目について説明 
します。この項目にカーソ 
ルを合わせ [ Enter ] を押 
すと設定画面になります。 


I / O 制限 

I/O 制限は、外部とのデータ交換の手段である I/O を使用しないようにす 
る（制限する）機能です。 I/O を 「Disabled」 に設定することで制限するこ 
とができます。対象となるインターフェイスは、 フロ ッピーディスクドラ 
イプ (OnBoard Floppy Controller) 、シリアルポート (Serial Portl 
Address)、 パラレルポート (Parallel Port Address)、USB ポート (USB 
1.1 Controller) 、 CD/ DVD ドライプ (PATA Controller) です。 


システム設定(夕 V プ MB { K リ厶タワ—型)) 


設定項目一覧 




◎Advanced BIOS Setup 


タ チェック•ク- 

「Hyper Threading Technology」 の設定を変更す る 場合、 「Enabled」 
から 「Disabled」 にした場合は、再セットアップす る 必要があります。 
「Disabled」 から 「Enabled」 に変更した場合は、再セットアップの必要 
はありません。 

V _ 


設定項目 

Clear NVRAM 


設定値 


Disabled 


Enabled 


Quick Boot Disabled 


Enabled 


Silent Boot Disabled 


Enabled 


_ 説 明 _ 

「 Enabled 」 を選択すると、 
NVRAM の初期化を行います。 
ただし、再起動時には 「 Disabled 」 
に戻ります。 

起動時のクイックブートの使用を設 
定します。 

「 Enabled 」 の場合、一部のテストを 
スキップするので、起動時間が短縮 
されます。 

「 Disabled 」 に設定すると、起動時 
に巳 IOS チェック情報を表示します。 
「 Enabled 」 に設定すると、 「 NEC 」 


ロゴの画面が表示されます。 

Bootup Num - Off 起動時に Num Lock をオンにするか 


Lock Ilia 


Hyper 

Threading 

Technology 


Disabled 


Enabled 


を設定します。 Windows 起動時では、 
Windows 上の設定が優先されます。 
搭載している CPU の Hyper 
Threading 機能の有効/無効を設 
定します。 


Single Logical 


Disabled 


Enabled に設定すると、搭載している 


Processor Enabled CPU^rSingle Logical Processor 


Mode 

No-Execute Disabled 


Mode に設定します。 

搭載してし''る CPU の No-Execute 


Memory 


Enabled 


Protection 


Intel ( R ) 

SpeedStep ( tm ) 


Enabled 


Disabled 


Memory Protection 機能を利用 
できるように設定します。 

「 Enabled 」 に設定すると DEP 機能 

が利用でぎます。 _ 

Intel ( R ) SpeedStep ( tm ) 機能 
の動作の有効/無効を設定します。 


tech . 


設定項目一覧 



rHyper Threading Technology」、「Single Logical Processor Mode 」、 
「 Intel ( R ) SpeedStep ( tm ) tech . 」は、モデルによって表示されないものが 
あります。 

◎Advanced Chipset Setup 


設定項目 

設定値 

説 明 

Boots Graphic 
Adapter 

IGD 

使用するグラフィックカー 
ドを設定します。 「 IGD 」 は 
内蔵グラフィックデノ（イスを、 
「 PCI 」 は PCI スロットに挿 
入したグラフィックカード 
を指します。 

(DVMT Mode 、 
[Select ) 


この項目の設定は変更しな 
いでください。内蔵グラフィッ 
クスデバイスが使用する、 
グラフィックスメモリの割り 
当て方法を選択します。 

( DVMT/FIXED \ 
{Memory ノ 


この項目の設定は変更し 
ないでください。 DVMT モー 
ド/ FIXED モードで使用す 
るグラフィックスメモリサイ 
ズを選択します。 

Top of Usable 
Memory 

riwira 

3.00 GB 

2.75 GB 

大容量のメモリを搭載し、 
ホットプラグ対応デバイス 
を使用する場合、この項目 
で利用可能メモリの上限 
を変更する必要があります。 
たとえば、 3.25 GB 以上の 
メモリを搭載し、ホットプラ 
グ対応デバイスを使用する 
場合は、ホットプラグ対応 
デバイスに割り当てられる 
メモリ分をあらかじめ確保 
するために、本設定を 
3.00 GB に設定します。 


システム設定(夕 V プリ厶タワ—型)) 


設定項目一覧 


251 





設定項目 

USB 1.1 
Controller _ 
USB 2.0^ ] 
Controller 


_ 設定値 

Disabled 

Disabled 


Legacy USB Disabled 
Support I38EBIEB1 


USB Storage ■■ikrimbwI 

Device Enabled 

Support * 2 


USB Storage 
Device 

Configuration 


説 明 

USB 機能の有効/無効を 
設定します （ I / O 制限）。 
USB 2.0 機能の有効/無効 
を設定します。 「 USB 1.1 
Controller 」 を 「 Enabled 」 
に設定している場合のみ表 
示されます。 

USB 接続のキーボードお 
よびマウスのレガシー機能 
の有効/無効を設定します。 
「 US 巳1 . 1 Controller 」 
を 「 Enabled 」 に設定して 
いる場合のみ表示されます。 
USB ストレージデバイス 
のレガシーエミユレーシヨ 
ンの有効/無効を設定しま 
す0本項目は 「Legacy 
USB Support 」 の設定 
が 「 Enabled 」 の場合に設 
定が可能です。 

接続された USB ストレージ 
デノ（イスのエミユレーシヨン 
タイプを設定します。本項目 
は 「USB Storage Device 
Support 」 の設定が 
「 Enabled 」 の場合に設定 
が可能です。また、 USB スト 
レージデノ（イスが接続され 
た場合のみ表示されます。 
接続する USB ストレージデ 
バイスによっては正しく動 
作しない場合があるので、 
そのときは本項目を適切な 
設定に変更してください。 
たとえば、接続された USB 
ストレージデノ（イスのブート 
イメージが FD フォー マット 
で作成されている場合は、 
本項目を 「Forced FDD 」 
に変更してください。 


設定項目一覧 




設定項目 

設定値 

説 明 

LAN 

Disabled 

LAN コント□—ラの有効/ 

Controller 


無効を設定します。 

Network 


ネットワークブート機能の 

Boot Agent 

Disabled 

有効/無効を設定します。 

Audio 


内蔵オーディオ機能の有 

Controller 

Disabled 

効/無効を設定します。 

PATA 

Disabled 

パラレル ATA コント□— 

Controller 


ラの有効/無効を設定し 
ます。 「 Disabled 」 を設定 
すると CD / DVD ドライブ 
などのパラレル ATA コン 
卜□—ラに接続されている 
IDE デバイスが使用できな 
くなります （ I / O 制限）。 


※エ指紋センサ機能付き USB 109キーボードモデルは、 USB2.0 接続となっていま 
す。 

※之 Enabled に設定した場合、 USB メモリやメモリ スロッ ト付き USB プリンタを接 
続して起動すると、そのデバイスから優先的に起動を試みて HDD から起動しな 
い場合があります。その場合は、起動順位の設定 (Boot メニュー）で 「Hard Disk 
Drives」 の起動順位を 「Removable Drives」 より優先させる等の変更を行ってく 
ださい。 
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◎ Integrated Peripherals 


設定項目 

設定値 

説 明 

OnBoard 

Disabled 

内蔵フロッピーデイスクコ 

Floppy 


ント□—ラを設定します。 

Controller 


フロッピーテ'イスクコント□一 
ラを使用しない場合は、 
「 Disabled 」 を選んでくだ 
さい （ I / O 制限）。さらに、 

「 Main 」 メニューの 「Floppy 
A 」 を 「 Disabled 」 に設定 
する必要があります。 

Serial Port 1 

Disabled 

シリアルポート1の I / O アド 

Address 


レスと IRQ を設定します。 


2 F 8/ IRQ 3 

「 Disabled 」 に設定すると 


3 E 8/ IRQ 4 

シリアルポート1が使用で 


2 E 8/ IRQ 3 

きなくなります （ I / O 制限）。 

(Serial Po 「 t 2、 

— 

この項目の設定は変更し 

[Address ノ 


ないでください。シリアル 
ポート2の I / O アドレスと 
IRQ を設定します。 

Parallel Port 

Disabled 

パラレルポートの I / O アドレ 

Address 

EB 3 

スを設定します。 「 Disabled 」 


278 

に設定するとパラレルポー 


3 巳 C 

卜が使用できなくなります 
( I / O 制限）。 
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設定項目 

設定値 

説 明 

Parallel Port 

Mode 

taaa 

Bi-Directional 

EPP+SPP 

ECP 

ECP+EPP 

パラレルポートの動作モー 
ドを設定します 。 「Parallel 
Port Address 」 の設定 
が 「 Disabled 」 以外の場 
合に設定可能です。ご利用 
のプリンタモードについて 
はプリンタのマニュアルを 
ご覧ください。 

EPP Version 

■ 

EPP のバージョンを設定し 
ます 。 「Parallel Port Mode 」 
の設定が 「EPP + SPP 」 ま 
たは 「ECP + EPPJ の場合 
に設定が可能です0 

ECP Mode 

DMA Channel 

DMAO 

DMA 1 

パラレルポートで使用する 
DMA チャネルを設定しま 
す 。 「Parallel Port Mode 」 
の設定が 「 ECP 」 または 
「ECP + EPP 」 の場合に 
設定が可能です。 



Parallel Port 

IRQ 

IRQ 5 

IISWW 

パラレルポートで使用する 
IRQ を設定します。 


システム設定(タイプ MB (スリムタワ—型)) 



◎ Power Management Setup 


設定項目 

Restore on 
AC Power 
Loss 


設定値 


Power Off 


Power On 
Last State 


Resume On 


Disabled 


説 明 

AC 電源 （ AC 100 V ) が失 
われた際に、 AC 電源復帰 
後の動作を設定します。 
「Power Off 」 に設定すると、 
AC 電源が復帰しても、電源 
はオフのままになります。 
「Power On 」 に設定する 
と、 AC 電源が復帰した際 
に電源がオンになります。 
rLast State 」 に設定す 
ると、 AC 電源が失われた 
ときの電源状態になります。 
本体内蔵の LAN によって 


LAN Enabled 


電源を操作します。リモー 
トパワーオン機能を利用す 
るには、この項目を 
「 Enabled 」 (こ設定します。 
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厂〇>ェックク- 

• スーパバイザパスワード、ユーザパスワードに使用できる文字は半角 
英数字のみで、15文字以内でなければなりません。また、大文字と小 
文字の区別はありません。 

• スーパバイザパスワ ー ド、ユーザパスワ ー ドを設定する場合は、パス 
ワードやパスワードの解除の方法を忘れたときのために、事前にこの 
「「 Security 」 メニュー」および 「 PART 9 付録」の「ストラップスイッチ 
の設定」 ( p .297) を印刷しておくことをおすすめします。 

• ご購入元、または NEC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
ワードは解除、および無効にしておいてください。 

V_ J 

参照/ NEC のお問い合わせ先—『保証規定&修理に関するご案内』 
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設定項目 

設定値 

説 明 

Supervisor 

Password 


スーパバイザパスワードの設 
定状態を表示します。工場出 
荷時は 「Not Installed 」 で 
す 。 「Change Supervisor 
Password 」 でスーパバイ 
ザパスワードを設定した場合、 

「 Installed 」 が表示されます。 

User 

Password 


ユーザパスワードの設定状 
態を表示します。工場出荷 
時は 「Not Installed 」 です。 
「Change User Password 」 
でユーザパスワードを設定 
した場合、 「 Installed 」 が表 
示されます。 

Change 

Supervisor 

Password 

(パスワード） 

スーパバイザパスワードの 
設定を行います。設定した 
場合、巳 IOS セットアップユー 
ティリティ起動時にスーパ 
バイザパスワードを入力す 
る必要があります。 

Change User 
Password % 

(パスワード） 

ユーザパスワードの設定を 
行います。スーパバイザパ 
スワードが設定されている 
場合、設定可能になります。 

Password 

Check 


パスワードを入力する場面 
を設定します。 「 Setup 」 
では BIOS セットアップユー 
ティリティ起動時に、 
「 Always 」 ではシステム 
起動時と BIOS セットアッ 
プユーティリティ起動時に 
パスワードの入力を要求し 
ます。スーパバイザパスワー 
ドが設定されている場合、 
設定可能になります。 

Always 


※ ユーザ パ スワー ドで起動したときに変更可能な項目です。 
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設定項目 

設定値 

説 明 

Hard Disk 
Security 


八ードディスクにパスワー 
ドを設定します。 【 Enter 】 

を押すと、サブメニューの 
設定画面になります。 

Security Chip 
Configuration 


Windows XP Professional 
モデルをご使用の場合、セ 
キュリティチップ機能の設 
定を行うことができます。 
【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

Chassis 

Intrusion 

Enabled 

筐体の開閉監視（ルーフカ 
バーオープン検知）を設定 
します。メッセージを解除 
する場合は 「Reset 
chassis Intrusion 」^： 
「 Enabled 」 にして再起動 
してください。 

Reset 

Chassis 

Intrusion 

Enabled 

筐体の開閉ステータスを 
リセットします。 「 Enabled 」 

を選択し、 BIOS セットアッ 
プユーティリティを保存し 
て終了すると、メッセージ 
が解除されます。ただし、 
再起動時には「 Disabled 」 

に戻ります。 


スーパバイザパスワード/ユーザパスワード 

BIOS セットアップユーティリティの使用者を制限し、また本機の不正使 
用を防止するための機能です。 

•スーパバイザノ《スワード は、 BIOS セ ットアップユー テイリテイの起動 
や本機の起動を制限するための パスワード です。 

• ユーザパスワードは、マスタパスワードと同じく BIOS セットアップ 
ユーティリティの起動や本機の起動を制限するためのパスワードです。 
また、ユーザパスワードで BIOS セットアップユーティリティを起動し 
た場合、設定できる項目が制限されます。本機の管理者と使用者が異な 
るときに、使用者が設定変更してしまうことを防止する場合などに有 
効です。 
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♦スーパバイザパスワード/ユーザパスワードの解除 

スーパバイザパスワード/ユーザパスワードは、 BIOS セットアップ 
ユーティリティを起動して 「Security」 の 「Change Supervisor 
Password」 または 「Change User Password」 にパスワードを入れて、 
新しいパスワードに何も入れずに [Enter] を押すと解除されます。ユー 
ザノ《スワードを忘れた場合、管理者が変更することができます。なお、 
スーパバイザパスワードを忘れてしまった場合のパスワードの解除方 
法については 「PART9 付録」の「ストラップスイッチの設定」 (p.297) を 
ご覧ください。 

チェック-ク- 

-スーハ。バイザパスワードで BIOS セットアップユ■■ティリティを起動 
した場合、新しいパスワードに何も入力しないで 【 Enter 】 を押すと、 
スーパバイザパスワード、ユーザパスワードの両方が解除されます。 

-ユーザパスワードで BIOS セットアップユ■■ティリティを起動した場 
合、ユーザパスワードを解除することはできません。 

• 無断でパスワードが解除されることを防ぐために、筐体ロックを使用 
することをおすすめします。 （ p . 11 9) 


◎Hard Disk Security 


厂〇チェック.ク- 

• 購入元、または N EC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
ワードは解除、および無効にしておいてください。また、起動できずに 
パスワードを解除または無効に出来ない場合は、修理から戻って来た 
際に、ハードディスクパスワードの再設定を行ってください。 

• ハードディスクパスワードを有効にしても、設定したハードディスク 
マスタパスワードやハードディスク ユーザ パスワードを本機の起動 
時に入力する必要はありません。 

• ハードディスクの パ スワードは、本機のハードディスクが本機以外の 
パソコ ンで不正使用されることを防止するためのものであり、本機の 
不正使用を防止するものではありません。内部データへの不正アクセ 
ス防止のためにも、本機の他のセキュリティ機能とあわせてお使いく 
ださい。 


設定項目一覧 


参照/ • NEC のお問い合わせ先—『保証規定&修理に関するご案内』 

. ハードディスクパスワードの再設定について—「ハードディスクパスワー 
ドの再設定」 (P.262) 

ハードディスクパスワードには、ハードディスクマスタパスワード 
(HDD Master Password ) とハードディスクユーザパスワード (HDD 
User Password ) の2つが あります。 

. ハードディスクマスタパスワード （HDD Master Password ) 

ハードディスクマスタパスワードは、ハードディスクユーザパスワー 
ドを解除す るためのパスワー ドです。 ハードディスクマスタパスワー 
ドの 解除方法に ついては、「ハードディスクマスタパスワード/ハード 
ディスクユーザパスヮードの 解除」 ( p .263) をご覧く ださい。 

. ハードディスクユーザパスワード （HDD User Password ) 

ハー ド ディスクユーザパスワー ドは、本機と ハー ド ディスクの ft 忍 証を 
行うた めのパスワー ドです。 ハー ド ディスクユーザパスワー ドを設定 
することにより、本機以外で ハー ド ディスクの 不正使用を防止できま 
す。 

チェック•ク- 

• ハードディスクパスワードは必ずハードディスクマスタパスワード 
/ハードディスクユーザパスワードの両方を設定してください。 

• ハードディスクパスワードは起動時のみ設定可能です。再起動時に 
は、設定の変更はできません。 

-ハードディスクマスタパスワードを設定していないとハードディス 
クユーザパスワードを設定することはできません。 

• 設定したパスワードを忘れないように控えておくことをおすすめし 
ます。パスワードを忘れてしまった場合、お客様ご自身で作成された 
データは、当社でも取り出せなくなります。また、パスワードを忘れた 
ために使用できなくなったハードディスクを交換する場合は有償に 
なります。ハードディスクのパスワードは忘れないように十分に注意 
してください。 
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設定項目 

設定値 

説 明 

Primary Master 
HDD Password 

is 


それぞれの八ードディスク 
の八ードディスクパスワー 
ドの設定状態を表示します。 
設定されている場合は 
「 Enabled 」 、設定されて 
いない場合は 「 Disabled 」 

と表示されます。八ードディ 
スクが取り付けられていな 
い場合は設定項目が表示 
されません。 

Secondary 

Master HDD 

Password is 


Primary 

Master HDD 

Master 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Primary Master ） の八一 
ドディスクマスタパスワー 
ド設定画面になります。 

Primary 

Master HDD 

User Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Primary Master ） のハー 
ドディスクユーザパスワー 
ド設定画面になります。 

Secondary 
Master HDD 

Master 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Secondary Master ） の 
八ードディスクマスタパス 
ワード設定画面になります。 

Secondary 
Master HDD 

User Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Secondary Master ） の 
八ードディスクユーザパス 
ワード設定画面になります。 


ハー ド ディスクパスワー ドを有効にしても、設定した ハー ド ディスクマ 
スタパスワー ド やハー ド ディスクユーザパスワー ドを 本機の起動時に入 
力する必要はありません。 

♦ハードディスクパスワードの再設定 

本機の起動時にハードディスクがロックされたという内容のメッセージ 
が表示された場合は、次の手順でハードディスクパスワードの再設定を 
行ってください。 

• ハードディスクユーザパスワードがわかる場合 

本機の電源を落とし、再度起動して、 BIOS セットアップユーティリ 
ティを起動し、ハードディスクユーザパスワードの再設定を行ってく 
ださい。 


設定項目 一覧 



♦ハードディスクマスタパスワード/ハードディスクユーザパスワード 
の解除 

ハードディスクマスタパスワ ー ド/ハードディスク ユーザ パスワード 

は、 BIOS セッ ト アップ ユー ティ リ ティを起動して 「Security」 の 「Hard 
Disk Security」 サブメニューにある対象となる ハー ドディスクの 
「HDD Master Password」 に ハー ドディスクマスタパスワ ー ド※を入 
れ、新しいパスワードに何も入れずに 【Enter】 を押すと解除されます。 
ユーザーがハー ドディスク ユーザ パスワ ー ドを忘れた場合、管理者が 
変更することができます。 

※一度ハードディスクマスタパスワード または ハードディスクユーザパスワード 
を認証すると次回起動時まで入力の必要はありません （「Enter CURRENT 
Password 」 入力項目が表示されなくなります)〇 

© チェック •ク - . 

ハー ド ディスクマスタ パ スワー ドで BIOS セ ットアップユーティリティ 
を 起動した場合、新しいパ スワー ドに何も入力しないで 【 Enter 】 を 押す 
と、 ハー ド デイスクマスタ パ スワー ド、 ハー ド ディスクユーザ パ スワー ド 
の両方が解除されます。 
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ハードディスクマスタパスワードがわかる場合 

本機の電源を落とし、再度起動して、 BIOS セットアップ ユー ティリ 
ティを起動し、ハードディ スクマスタ パ スワ ードの再設定とハード 
ディ スクユーザ パ スワー ドの再設定を行ってください。 

-〇チェック.ク- 

• ハードディスクがロックされたという内容のメッセージが表示され 
た状態で、 HDD ユーザパスワードまたは、 HDD マスタパスワードを入 
力すると一時的に H D D パスワードのロックを解除することができま 
す。 

• 一時的に解除している状態では、スタンバイおよび休止状態にしない 
でください。 
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◎Security Chip Configuration 


設定項目 

設定値 

説 明 

Security Chip % 


セキュリティチップの有効/無効を設 
定します。 

Enabled 

Clear 

Security Chip 


[ Enter ] を押すとセキュリティチップ 
に保存されているユーザー情報を初 
期化します。なお、初期化をすると、 
「Security Chip 」 の設定は 「 Disabled 」 
になります。 


※ : Windows XP Professional をお使いの場合のみセキュリティチップ機能を使用で 

きます。 

Windows XP Home をお使いの場合は、 「 Enabled 」 にしないでください。 

r o チェック.ク- . 

• 本機能をご利用になる場合は、スーパバイザパスワード/ユーザパス 
ワードを併用し、 BIOS セットアップユーティリティのセキュリティ 
を強化してお使いください。 

• 「Clear Security Chip 」 は 「Security Chip 」 が '「 Enabled 」 に設定さ 
れてないと、初期化を実行することはできません。 

• セキュリティチップ機能のユーザー情報を初期化すると 、Windows 
上で保護したデータが参照できなくなりますので、必要なデータは参 
照可能な場所に退避してから初期化を行ってください。また、本機を 
廃棄する際には、ユーザー情報を初期化することで、データの漏洩を 
防ぐことができます。 


セキュリテイチップ機能について- ►「 Mate/Mate J 電子マニュアル」の「セ 
キュリテイチップユーテイリテイマニュアル」 



〇チェック.ク_ 

• 「 Boot 」 メニューは、ユーザパスワードで起動したときには変更でき 
ません。 

• USB デバイスからのブートはサポートしておりません。 


設定項目 

設定値 

説 明 

Boot Device 
Priority 


本機を起動するデバイス 
(ブートデバイス）の優先 
順位を設定します。 

【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

Hard Disk 

Drives 


起動する八ードディスクの 
優先順位を設定します。 
【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

Removable 

Drives 


起動するフロッピーディス 
クドライブなどのリムーバ 
ブルドライブの優先順位を 
設定します。 

【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

CD/DVD 

Drives 


起動する CD/DVD ドライ 
ブの優先順位を設定します。 
【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 
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◎ Boot Device Priority 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Boot 


デバイスの優先順位を設定 

Device 

Removable Drives 

します。起動順位は 「1 st 


Hard Disk Drives 

Boot Device 」 に指定し 


Network：XXXXX 

た装置から順番に起動しま 


Disabled 

す。 

2 nd Boot 

CD/DVD Drives 

デバイスの優先順位を設定 

Device 

■ Removable Drives«® jl 

します。 


Hard Disk Drives 

Network：XXXXX 

Disabled 


3 rd Boot 

CD/DVD Drives 

デバイスの優先順位を設定 

Device 

Removable Drives 

します。 


■ Hard Disk Drives 



Network：XXXXX 

Disabled 


4 th Boot 

CD/DVD Drives 

デバイスの優先順位を設定 

Device 

Removable Drives 

Hard Disk Drives 

します。 


| Network：XXXXX 



Disabled 


Boot from 

No 

「1 st Boot Device 」 力、 

Other Device 


ら 「4 th Boot Device 」 
で設定された装置から起動 
できなかった場合に、他の 
デバイスから起動するかど 
うかを設定します。 



設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive ^ 

[ CD / DVD:XXXXXB 

1 st Drive に設定した 
CD/DVD ドライブから起 
動します。 


※ドライブが複数接続されている場合は、 「2nd Drive」，「3rd Drive」，「4th Drive」 によ 
うに設定項目が表示されます。 

設定項目一覧 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive ^ 

[1 st FLOPPY DRIVE ■ 

1 st Drive に設定したフ□ッ 
ピーディスクドライブから 
起動します。 


※ドライブが複数接続されている場合は、 「2nd Drive」、「3rd Drive」、「4th Drive」 の 
ように設定項目が表示されます。 


◎ CD/DVD Drives 


起動する装置は次の通りです。 

• Removable Drives 

工場出荷時に内蔵されているフロッピーディスクドライブや、スー 
パーディスクなどの ATAPI リ厶ーバブルデバイス 

• CD/DVD Drives 

工場出荷時に内蔵されている CD/DVD ドライブ 

• Hard Disk Drives 

工場出荷時に内蔵されているハードディスク 

• Network:XXXXX 

工場出荷時に内蔵されている LAN 

• Disabled 

使用しない 

◎ Hard Disk Drives 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive ^ 

Disabled 

1 st Drive に設定した八一 
ドディスクドライブから起動 
します。 


※ドライブが複数接続されている場合は、 「2nd Drive」、「3rd Drive」、「4th Drive」 の 
ように設定項目が表示されます。 


◎ Removable Drives 
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シスアム設定 (タィプ MR (スリムタヮ-型)) 

この章では、タイプ MR (スリムタワー型）の BIOS セットアップユーティ 
リティについて説明します。 BIOS セットアップユーティリティは、セ 
キュリティ、省電力など本機の使用環境を設定することができます。 


この章の読み方 


次ページの 「BIOS セットアップユーテイリテイについて」を読んだ後に、 
目的に合わせて該当するべージをお読みください。 


この章の内容 


BIOS セットアップユーテイリテイについて 
設定項目一覧 . 
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BIOS セットアップユーテイリテイについて 

本機には、使用環境を設定するために BIOS セットアップユーティリティ 
が内蔵されています。 


BIOS セットアップユーテイリテイの起動 


1 本機の電源を入れて 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら [ F 2] を数 

回押す 

BIOS セットアップユーティリティのメイン画面が表示されます。 

チェック•ク- . 

ディスプレイ特性により 、 「N EC 」 ロゴの画面が表示されず 【 F 2】 を押す夕 
イミングが計れない場合があります。また、キーボード特性により、 

「 NEC 」 ロゴの画面が表示されても 【 F 2】 キーが有効にならなし、場合があ 
ります。この場合は、本体の電源を入れた後、キーボード上の Num Lock 
ランプが点灯するタイミングで 【 F 2】 を数回押してください。 

V_ J 


BIOS セットアップユーティリティの終了 


♦変更を保存して終了する 

1 【 F " I 0】 を押す 

確認の画面が表示されます。 

中止したいときは 【Esc】 を押してください。 

2 「0 k 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定が保存され、 BIOS セットアップユーテイリティが終了しま 
す 0 


メニューバーの 「Exit」 で 「Save Changes and Exit」 を選んで BIOS セツ 
ト アップ ュー ティ リ ティを終了することもできます。 
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♦変更を保存しないで終了する 

1 キーボードの【—】【—】でメニューバーの 「 Exit 」 を選ぶ 

メニューが表示されます。 

2 キーボードの【 I 】で 「Discard Changes and Exit 」 を選んで 
【 Enter 】 を押す 

「Discard changes and exit setup?」 と表 7K されます。 

3 「0 k 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定の変更をせずに BIOS セットァップユーティリティが終了し 
ます。 


工場出荷時の設定値に戻す 


工場出荷時の設定値に戻す方法について説明します。 

1 本機の電源を入れて 「 NEC 」 ロゴの画面が表示されたら 【 F 2 】 を 

押す 

BIOS セットアップユーティリティが表示されます。 

2 【 F 9】 を押す 

「 Load Optimal Setting?」 と表示されます。 

3 「 Ok 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

エ場出荷時の設定^1を読み込みます。 

4 【 F " I 0】 を押す 

「Save configuration changes and exit setup?」 と表不されます0 

5 「 Ok 」 が選ばれていることを確認して 【 Enter 】 を押す 

設定値が保存され、 BIOS セットアップユーティリティが終了します。 

以上で作業は終了です。 


システム設定(タイプ MR (スリムタワ—型)) 


BIOS セットアップユーテイリテイについて 
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BIOS セットアップユーテイリテイの基本操作 


• 操作はキーボードで行います。 

• 【—】【—】で メニューバーのカーソルを 選択し、【 t 】【 i 】で設定項目を 
選択します。設定内容は、 【Enter】 で メニューを 表示して【 t 】【1】や 
【+】【一】で変更することができます。 

- rSystem Date」「SystemTime」 の設定ではカーソル移動は 【Tab】 で行 
います。 
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設定項目一覧 

ここでは BIOS セットアップユーテイリテイで、どのような設定ができる 
かを説明しています。表中の反転部分は工場出荷時の設定です。表中の 
() で囲まれた項目は設定を変更しないでください。 


「 Main 」 メ ニュー 


設定項目 

設定値 

説 明 

BIOS Version 


搭載されている BIOS のバージョ 
ンが表示されます。 

Product Name 

— 

型番が表示されます。 

Serial Number 


製造番号が表示されます。 

System Time * 1 

HH : MM:SS 

現在の時刻を「時:分:秒」で入力 
します。 

System Date * 1 

MM / DD/YYYY 

日付を「曜日（表示のみ）/月/日 
/年」で入力します。 

Floppy A 

Disabled 

360 KB 51/4" 

1.2 MB 51/4" 

720 KB 31/2" 

2.88 MB 31/2" 

フロッピーディスクドライブ A のモー 
ドを選択します。 「 Disabled 」 に 
設定するとフロッピーディスクド 
ライブが使用できなくなります ( I/O 
制限）。 

(Primary IDE \ 
[Master ノ 


現在マザーボードの IDE インター 
フェイスに接続されている IDE デ 
バイスが表示されます。 【 Enter 】 
を押すと情報画面が表示され、 
SMART 機能に対応している八一 
ドディスクが接続されている場合 
は、 SMART 機能の有効/無効 
を設定します。 

1 Secondary \ 
,D£ 

[Master 1 


「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 


※丄ユーザ パ スワー ドで起動したときに変更可能な項目です。 
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設定項目 

設定値 

説 明 

1 Third IDE \ 
[Master j 

— 

「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

/Third IDE \ 
[Slave J 

— 

「Primary IDE Master 」 の設 
定と同様です。 

CPU Type 

— 

搭載されている CPU の種類が表 
示されます。 

CPU Speed 

— 

搭載されている CPU の速さ(クロッ 
ク数）が表示されます。 

System 

Memory 

— 

システムメモリの容量が表示さ 
れます。 
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「 Advanced 」 メニュー 


I / O 制限 

I/O 制限は、外部とのデータ交換の手段である I/O を使用しないようにす 
る（制限する）機能です。 I/O を 「Disabled」 に設定することで制限するこ 
とができます。対象となるインターフェイスは、 フロ ッピーディスクドラ 
イプ (OnBoard Floppy Controller) 、シリアルポート (Serial Portl 
Address)、 パラレルポート (Parallel Port Address)、USB ポート (USB 
1.1 Controller) 、 CD/ DVD ドライプ (PATA Controller) です。 


設定項目 

設定値 

説 明 

Advanced 

BIOS Setup 


BIOS 固有の詳細な機能 
について設定します。 
[ Enter ] を押すと設定画 
面になります。 

Advanced 

Chipset 

Setup 


チップセット固有の詳細な 
機能について設定します。 
[ Enter ] を押すと設定画 
面になります。 

Integrated 

Peripherals 


周辺機器の機能について 
設定します。 【 Enter 】 を 
押すと設定画面になります。 

Power 

Management 

Setup 


省電力の設定を行うため 
の設定項目について説明 
します。この項目にカーソ 
ルを合わせ [ Enter ] を押 
すと設定画面になります。 


システム設定(タイプ MR (スリムタワ—型)) 
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◎Advanced BIOS Setup 


Cf チェック•ク _ 

「Hyper Threading Technology」 の設定を変更する場合、 「Enabled」 
から 「Disabled」 にした場合は、再セットアップする必要があります。 
rDisabled」 から「 Enabled」 に変更した場合は、再セットアップの必要 
はありません。 


設定項目 

設定値 

説 明 

Clear NVRAM 

Enabled 

「 Enabled 」 を選択すると、 
NVRAM の初期化を行います。 
ただし、再起動時には 「 Disabled 」 
に戻ります。 

Quick Boot 

Disabled 

起動時のクイックブートの使用を設 
定します。 

「 Enabled 」 の場合、一部のテストを 
スキップするので、起動時間が短縮 
されます。 

Silent Boot 

Disabled 

「 Disabled 」 に設定すると、起動時 
に巳 IOS チェック情報を表示します。 
「 Enabled 」 に設定すると、 「 NEC 」 
□ ゴの画面が表示されます。 

Bootup Num- 
Lock 

Off 

15181 

起動時に Num Lock をオンにするか 
を設定します。 Windows 起動時では、 
Windows 上の設定が優先されます。 

Hyper 

Threading 

Technology 

Enabled 

搭載している CPU の Hyper 
Threading 機能の有効/無効を設 
定します。 

Single Logical 
Processor 

Mode 

Enabled 

Enabled に設定すると、搭_している 
CPU を Single Logical Processor 
Mode に設定します。 

No-Execute 

Memory 

Protection 

Disabled 

搭載してし '' る CPU の No-Execute 
Memory Protection 機能を利用 
できるように設定します。 

「 Enabled 」 に設定すると DEP 機能 
が利用でぎます。 

Intel(R) 

SpeedStep(tm) 

tech. 

Disabled 

Intel (R) SpeedStep (tm ) 機能 
の動作の有効 / 無効を設定します。 
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「Hyper Threading Technology 」 と 「 Intel(R) SpeedStep(tm) tech. 」 は、 
モデルによって表示されないものがあります。 

◎Advanced Chipset Setup 


設定項目 

設定値 

説 明 

Boots Graphic 
Adapter 

IGD 

使用するグラフィックカー 
ドを設定します。 「IGD」 は 
内蔵グラフィックデノ (イスを、 
「PCI」 は PCI スロットに挿 
入したグラフィックカード 
を指します。 

IDVMT Mode \ 
[Select I 


この項目の設定は変更しな 
いでください。内蔵グラフィッ 
クスデバイスが使用する、グ 
ラフィックスメモリの割り当 
て方法を選択します。 

( DVM/FIXED \ 
[Memory ) 


この項目の設定は変更し 
ないでください。 DVMT モー 
ド/ FIXED モードで使用す 
るグラフィックスメモリサイ 
ズを選択します。 

Top of Low 
Usable 

Memory 

3.00GB 

2.75GB 

大容量のメモリを搭載し、 
ホットプラグ対応デバイス 
を使用する場合、この項目 
で利用可能メモリの上限 
を変更する必要があります。 
たとえば、 3.25GB 以上の 
メモリを搭載し、ホットブラ 
グ対応デバイスを使用する 
場合は、ホットプラグ対応 
デバイスに割り当てられる 
メモリ分をあらかじめ確保 
するために、本設定を 
3.00 GB に設定します。 
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設定項目 

USB 1.1 
Controller _ 
USB 2.0 
Controller 


_ 設定値 

Disabled 

Disabled 


Legacy USB Disabled 
Support I3SBBIH8I 


USB Storage ■■nsfsmisnl 

Device Enabled 

Support 


USB Storage 
Device 

Configuration 


説 明 

USB 機能の有効/無効を 
設定します （ I / O 制限）。_ 
USB 2 .◦機能の有効/無効 
を設定します。 「 USB 1.1 
Controller 」 を 「 Enabled 」 
に設定している場合のみ表 

示されます。 _ 

USB 接続のキーボードお 
よびマウスのレガシー機能 
の有効/無効を設定します。 
「USB 1 . 1 Controller 」 
を 「 Enabled 」 に設定して 
いる場合のみ表示されます。 
USB ストレージデバイス 
のレガシーエミユレーシヨ 
ンの有効/無効を設定し 
ます。本項目は rLGgscy 
USB Support 」 の設定が 
「 Enabled 」 の場合に設定 
が可能です。 

接続された USB ストレージ 
デノ（イスの エミユレーシヨ ン 
タイプを設定します。本項目 
は 「USB Storage Device 
Support 」 の設定が 
「 Enabled 」 の場合に設定 
が可能です。また、 USB スト 
レージデノ（イスが接続され 
た場合のみ表示されます。 
接続する USB ストレージデ 
バイスによっては正しく動 
作しない場合があるので、 
そのときは本項目を適切な 
設定に変更してください。 
たとえば、接続された USB 
ストレージデノ（イスのブート 
イメージが FD フォー マット 
で作成されている場合は、 
本項目を 「Forced FDD 」 
に変更してください。 


設定項目一覧 




設定項目 

設定値 

説 明 

LAN 

Disabled 

LAN コント□—ラの有効/ 

Controller 


無効を設定します。 

Network 

Disabled 

ネットワークブート機能の 

Boot Agent 

Enabled 

有効/無効を設定します。 

Audio 

Enabled 磬 | 屢魏 IS 釕 

内蔵オーディオ機能の有 

Controller 

Disabled 

効/無効を設定します。 

PATA 

Disabled 

パラレル ATA コント□一 

Controller 


ラの有効/無効を設定し 
ます。 「 Disabled 」 を設定 
すると CD / DVD ドライブ 
などのパラレル ATA コン 
卜□—ラに接続されている 
IDE デバイスが使用できな 
くなります （ I / O 制限）。 


※Enabled に設定した場合、 USB メモリやメモリスロット付き USB プリンタを接続し 
て起動すると、そのデバイスから優先的に起動を試みて HDD から起動しない場合が 
あります。その場合は、起動順位の設定 (Boot メニュー）で 「Hard Disk Drives」 の起 
動順位を 「Removable Drives」 より優先させる等の変更を行ってください。 
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◎ Integrated Peripherals 


設定項目 

設定値 

説 明 

OnBoard 

Disabled 

内蔵フロッピーデイスクコ 

Floppy 


ント□—ラを設定します。 

Controller 


フロッピーテ'イスクコント□一 
ラを使用しない場合は、 
「 Disabled 」 を選んでくだ 
さい （ I / O 制限）。さらに、 

「 Main 」 メニューの 「Floppy 
A 」 を 「 Disabled 」 に設定 
する必要があります。 

Serial Port 1 

Disabled 

シリアルポート1の I / O アド 

Address 


レスと IRQ を設定します。 


2 F 8/ IRQ 3 

「 Disabled 」 に設定すると 


3 E 8/ IRQ 4 

シリアルポート1が使用で 


2 E 8/ IRQ 3 

きなくなります （ I / O 制限）。 

Parallel Port 

Disabled 

パラレルポートの I / O アドレ 

Address 

Rwa 

スを設定します 。 [DisabledJ 
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に設定するとパラレルポー 


3 巳 C 

卜が使用できなくなります 
( I / O 制限）。 


設定項目一覧 



設定項目 

設定値 

説 明 

Parallel Port 

Mode 

taaa 

Bi-Directional 

EPP+SPP 

ECP 

ECP+EPP 

パラレルポートの動作モー 
ドを設定します 。 「Parallel 
Port Address 」 の設定 
が 「 Disabled 」 以外の場 
合に設定可能です。ご利用 
のプリンタモードについて 
はプリンタのマニュアルを 
ご覧ください。 

EPP Version 

■ 

EPP のバージョンを設定し 
ます 。 「Parallel Port Mode 」 
の設定が 「EPP + SPP 」 ま 
たは 「ECP + EPPJ の場合 
に設定が可能です0 

ECP Mode 

DMA Channel 

DMAO 

DMA 1 

パラレルポートで使用する 
DMA チャネルを設定しま 
す 。 「Parallel Port Mode 」 
の設定が 「 ECP 」 または 
「ECP + EPP 」 の場合に 
設定が可能です。 



Parallel Port 

IRQ 

IRQ 5 

IISWW 

パラレルポートで使用する 
IRQ を設定します。 


システム設定(タイプ MR (スリムタワ—型)) 


設定項目一覧 
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◎ Power Management Setup 


設定項目 

Restore on 
AC Power 
Loss 


設定値 


Power Off 


Power On 
Last State 


Resume On 


Disabled 


説 明 

AC 電源 （ AC 100 V ) が失 
われた際に、 AC 電源復帰 
後の動作を設定します。 
「Power Off 」 に設定すると、 
AC 電源が復帰しても、電源 
はオフのままになります。 
「Power On 」 に設定する 
と、 AC 電源が復帰した際 
に電源がオンになります。 
rLast State 」 に設定す 
ると、 AC 電源が失われた 
ときの電源状態になります。 
本体内蔵の LAN によって 


LAN Enabled 


電源を操作します。リモー 
トパワーオン機能を利用す 
るには、この項目を 
「 Enabled 」 に設定します。 


設定項目一覧 



厂奴チェック.ク- 

• スーパバイザパスワード、ユーザパスワードに使用できる文字は半角 
英数字のみで、15文字以内でなければなりません。また、大文字と小 
文字の区別はありません。 

• スーパバイザパスワード、ユーザパスワードを設定する場合は、パス 
ワードやパスワードの解除の方法を忘れたときのために、事前にこの 
「「 Security 」 メニュー」および 「 PART 9 付録」の「ストラップスイッチ 
の設定」 ( p .297) を印刷しておくことをおすすめします。 

• ご購入元、または NEC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
ワードは解除、および無効にしておいてください。 

V_ 

参照/ NEC のお問い合わせ先—『保証規定&修理に関するご案内』 


システム設定(タイフ MR (スリムタワ—型)) 


設定項目一覧 


設定項目 

設定値 

説 明 

Supervisor 

Password 


スーパバイザパスワードの設 
定状態を表示します。工場出 
荷時は 「Not Installed 」 で 
す 。 「Change Supervisor 
Password 」 でスーパバイ 
ザパスワードを設定した場合、 

「 Installed 」 が表示されます。 

User 

Password 


ユーザパスワードの設定状 
態を表示します。工場出荷 
時は 「Not Installed 」 です。 
「Change User Password 」 
でユーザパスワードを設定 
した場合、 「 Installed 」 が表 
示されます。 

Change 

Supervisor 

Password 

(パスワード） 

スーパバイザパスワードの 
設定を行います。設定した 
場合、巳 IOS セットアップユー 
ティリティ起動時にスーパ 
バイザパスワードを入力す 
る必要があります。 

Change User 
Password % 

(パスワード） 

ユーザパスワードの設定を 
行います。スーパバイザパ 
スワードが設定されている 
場合、設定可能になります。 

Password 

Check 


パスワードを入力する場面 
を設定します。 「 Setup 」 
では BIOS セットアップユー 
ティリティ起動時に、 
「 Always 」 ではシステム 
起動時と BIOS セットアッ 
プユーティリティ起動時に 
パスワードの入力を要求し 
ます。スーパバイザパスワー 
ドが設定されている場合、 
設定可能になります。 

Always 


※ ユーザ パ スワー ドで起動したときに変更可能な項目です。 




設定項目 

設定値 

説 明 

Hard Disk 

Security 


八ードディスクにパスワー 
ドを設定します。 【 Enter 】 

を押すと、サブメニューの 
設定画面になります。 


スーパバイザパスワード/ユーザパスワード 

BIOS セットアップユーティリティの使用者を制限し、また本機の不正使 
用を防止するための機能です。 

•スーパバイザノ《スワード は、 BIOS セ ットアップユーティリティ の起動 
や本機の起動を制限するための パスワード です。 

• ユーザ パスワ ー ドは、マスタパスワ ー ドと同じく BIOS セットアップ 
ユー ティリティの起動や本機の起動を制限するためのパスワードで 
す。 

また、ユーザパスワードで BIOS セットアップユーティリティを起動し 
た場合、設定できる項目が制限されます。本機の管理者と使用者が異な 
るときに、使用者が設定変更してしまうことを防止する場合などに有 
効です。 

♦スーパバイザパスワード/ユーザパスワードの解除 

スーパバイザパスワード/ユーザパスワードは、 BIOS セットアップ 
ユーティリティを起動して 「Security」 の 「Set Supervisor Password」 
または 「Set User Password」 にパスワードを入れて、新しいパスワー 
ドに何も入れずに [Enter] を押すと解除されます。ユーザパスワードを 
忘れた場合、管理者が変更することができます。なお、スーパバイザパ 
スワ ー ド/ユーザパスワードを忘れてしまった場合のパスワードの解 
除方法については 「PART9 付録」の「ストラップスイッチの設定」 
(P.297) をご覧ください。 

r O チェック.ク- . 

-スーパバイザパスワードで BIOS セットアップユ■■ティリティを起動 
した場合、新しいパスワードに何も入力しないで 【 Enter 】 を押すと、 
スーパバイザパスワード、ユーザパスワードの両方が解除されます。 

-ユーザパスワードで BIOS セットアップユ■■ティリティを起動した場 
合、ユーザパスワードを解除することはできません。 

• 無断でパスワードが解除されることを防ぐために、筐体ロックを使用 
することをおすすめします。 （ p . 11 9) 


システム設定(タイプ MR (スリムタワ—型)) 


設定項目一覧 



◎Hard Disk Security 


チェック•ク- 

• 購入元、または N EC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
ワードは解除、および無効にしておいてください。また、起動できずに 
スワードを解除または無効に出来ない場合は、修理から戻って来た 
際に、ハードディスクパスワードの再設定を行ってください。 

• ハードディスクパスワードを有効にしても、設定したハードディスク 
マスタパスワードやハードディスクユーザパスワードを本機の起動 
時に入力する必要はありません。 

-ハードディスクのパスワードは、本機のハードディスクが本機以外の 
パソコンで不正使用されることを防止するためのものであり、本機の 
不正使用を防止するものではありません。内部データへの不正アクセ 
ス防止のためにも、本機の他のセキュリティ機能とあわせてお使いく 
ださい。 


• NEC のお問い合わせ先-■•『保証規定&修理に関するご案内』 

. ハードディスクパスワードの再設定について—「ハードディスクパスワー 
ドの再設定」 (P.289) 

ハードデイスクパスワードには、ハードデイスクマスタパスワード 
(HDD Master Password ) とハードディスクユーザパスワード （HDD 
User Password ) の 2 つがあります。 


• ハードデイスクマスタパスワード （HDD Master Password ) 

ハードディスクマスタ パ スワードは、ハードデイスクユーザ パ スワー 
ドを解除するためのパ スワー ドです。 ハードディスクマスタ パ スワー 
ドの解除方法に ついては、 「パ スワー ドの解除」の「ハード ディスクマス 
タパスワード/ハードディスクユーザ パ スワー ドの場合」 ( p .289) を ご 
覧ください。 

• ハードディスクユーザパスワード （HDD User Password ) 

ハー ド デイスクユーザ パ スワー ドは、本機と ハー ド デイスクの 認証を 
行うた めの パ スワー ドです。 ハー ド デイスクユーザ パ スワー ドを設定 
することにより、本機以外で ハー ド ディスクの 不正使用を防止できま 
す。 


Cf チェック•ク_ 

• ハードディスクパスワードは起動時のみ設定可能です。再起動時に 
は、設定の変更などはできません。 

-ハードディスクパスワードは必ずハードディスクマスタパスワード 
/ハードディスクユーザパスワードの両方を設定してください。 

-ハードディスクマスタパスワードを設定していないとハードディス 
クユーザパスワードを設定することはできません。 

• 設定したパスワードを忘れないように控えておくことをおすすめし 
ます。パスワードを忘れてしまつた場合、お客様ご自身で作成された 
データは、当社でも取り出せなくなります。また、パスワードを忘れた 
ために使用できなくなったハードディスクを交換する場合は有償に 
なります。ハードディスクのパスワードは忘れないように十分に注意 
してください。 


設定項目一: 



設定項目 

設定値 

説 明 

Primary Master 
HDD Password 

is 


それぞれの八ードディスク 
の八ードディスクパスワー 
ドの設定状態を表示します。 
設定されている場合は 
「 Enabled 」 、設定されて 
いない場合は 「 Disabled 」 

と表示されます。八ードディ 
スクが取り付けられていな 
い場合は設定項目が表示 
されません。 

Primary Master 
HDD Master 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Primary Master ） のハー 
ドディスクマスタパスワー 
ド設定画面になります。 

Primary Master 
HDD User 

Password 

(パスワード） 

八ードディスク (IDE 
Primary Master ） の八一 
ドディスク ユーザ パスワー 
ド設定画面になります。 


ハー ド ディスクパスワー ドを有効にしても、設定した ハー ド ディスク マ 
スタパスワー ド やハー ド デイスクユーザパスワー ドを 本機の起動時に入 
力する必要はありません。 


設定項目一覧 



♦ハードディスクパスワードの再設定 

本機の起動時にハードディスクがロックされたという内容のメッセージ 
が表示された場合は、次の手順でハードディスクパスワードの再設定を 
行ってください。 

• ハードディスクユーザパスワードがわかる場合 
本機を再起動して、 BIOS セットアップユーティリティを起動し、ハー 
ドディスクユーザパスワードの再設定を行ってください。 

. ハードディスクマスタパスワードがわかる場合 

本機を再起動して、 BIOS セットアップユーティリティを起動し、ハー 
ドディスクマスタパスワードの再設定とハードディスクユーザパス 
ワードの再設定を行ってください。 

r O チェック•ク- . 

• ハー ド ディスクが ロッ クされたという内容のメ ッセー ジが表示され 
た状態で、 HDD ユーザパスワードまたは、 HDD マスタパスワードを入 
力すると一時的に HDD パスワードのロックを解除することができま 
す。 

• 一時的に解除している状態では、スタンバイおよび休止状態にしない 
でください。 

V_ J 

♦ハードディスクマスタパスワード/ハードディスクユーザパスワード 
の解除 

ハードデイスクマスタパスワード/ハードデイスクユーザパスワード 
は、 BIOS セットアップユーティリティを起動して 「Security」 の 「Hard 
Disk Security」 サブメニューにある対象となるハードディスクの 
「HDD Master Password」 にハードディスクマスタパスワード※を入 
れ、新しいパスワードに何も入れずに 【Enter】 を押すと解除されます。 
ユーザーがハードディスクユーザパスワードを忘れた場合、管理者が 
変更することができます。 

※一度ハー ド ディスクマスタパスワー ドまたは ハードディスクユーザパスワード 
を認証すると次回起動時まで入力の必要はありません （「Enter CURRENT 
Password」 入力項目が表示されなくなります）。 

チェック.ク-, 

ハードディスクマスタパスワードで BIOS セ ットアッ プユーティリティ 
を起動した場合、新しいパスワードに何も入力しないで 【 Enter 】 を押す 
と、ハードディスクマスタパスワード、ハードディスクユーザパスワード 
の両方が解除されます。 


システム設定(タイフ MR (スリムタワ—型)) 


設定項目一覧 


「 Boot 」 メ ニュー 


厂〇チェック.ク- 

• 「 Boot 」 メニューは、ユーザパスワードで起動したときには変更でき 
ません。 

• USB デバイスからのブートはサポートしておりません。 


設定項目 

設定値 

説 明 

Boot Device 
Priority 


本機を起動するデバイス 
(ブートデバイス）の優先 
順位を設定します。 

【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

Hard Disk 

Drives 


起動する八ードディスクの 
優先順位を設定します。 
【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

Removable 

Drives 


起動するフロッピーディス 
クドライブなどのリムーバ 
ブルドライブの優先順位を 
設定します。 

【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 

CD/DVD 

Drives 


起動する CD/DVD ドライ 
ブの優先順位を設定します。 
【 Enter 】 を押すと、サブメ 
ニューの設定画面になります。 


設定項目一覧 


◎ Boot Device Priority 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Boot 


デバイスの優先順位を設定 

Device 

Removable Drives 

します。起動順位は 「1 st 


Hard Disk Drives 

Boot Device 」 に指定し 


Network:XXXXX 

た装置から順番に起動しま 


Disabled 

す。 

2 nd Boot 

CD/DVD Drives 

デバイスの優先順位を設定 

Device 

■ Removable Drives 國 ■ 

します。 


Hard Disk Drives 

Network:XXXXX 

Disabled 


3 rd Boot 

CD/DVD Drives 

デバイスの優先順位を設定 

Device 

Removable Drives 

します。 


■ Hard Disk Drives 



Network:XXXXX 

Disabled 


4 th Boot 

CD/DVD Drives 

デバイスの優先順位を設定 

Device 

Removable Drives 

Hard Disk Drives 

します。 


lNetwork ; XXXXX ^ M |: 



Disabled 


Boot from 

No 

「1 st Boot Device 」 力、 

Other Device 


ら 「4 th Boot Device 」 
で設定された装置から起動 
できなかった場合に、他の 
デバイスから起動するかど 
うかを設定します。 


システム設定(タイプ MR (スリムタワ—型)) 


設定項目一覧 
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起動する装置は次の通りです。 


• Removable Drives 

工場出荷時に内蔵されているフロッピーディスクドライブや、スー 
パーディスクなどの ATAPI リ厶ーバブルデバイス 

• CD/DVD Drives 

工場出荷時に内蔵されている CD/DVD ドライブ 

• Hard Disk Drives 

工場出荷時に内蔵されているハードディスク 

• Network:XXXXX 

工場出荷時に内蔵されている LAN 

• Disabled 

使用しない 

◎ Hard Disk Drives 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive ^ 

| SATA : XXXXX^^Myi 

1 st Drive に設定した八一 
ドディスクドライブから起動 
します。 

Disabled 


※ドライブが複数接続されている場合は、 「2nd Drive」、「3rd Drive」、「4th Drive」 の 
ように設定項目が表示されます。 


◎ Removable Drives 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive ^ 

■1 st FLOPPY DRIVE _ 

1 st Drive に設定したフ□ッ 
ピーディスクドライブから 
起動します。 

Disabled 


※ドライブが複数接続されている場合は、 「2nd Drive」、「3rd Drive」、「4th Drive」 の 
ように設定項目が表示されます。 


◎ CD/DVD Drives 


設定項目 

設定値 

説 明 

1 st Drive ^ 

| CD / DVD : XXXXXB ^ 

1 st Drive に設定した 
CD/DVD ドライブから起 
動します。 

Disabled 


※ドライブが複数接続されている場合は、 「2nd Drive」，「3rd Drive J,T4th Drive」 に 
ように設定項目が表示されます。 
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付録 


この章の読み方 


目的に合わせて該当するページをお読みください。 


割り込みレベル . DMA チャネル . 294 

ストラップスイッチの設定 . 297 

お手入れについて . 302 









割り込みレペル ^ DMA チヤネル 

本機で使用できる周辺機器は、全て「リソース」というものを使用してい 
ます。リソースには、大きく分けて「割り込みレベル ( IRQ )」「 DMA チヤネ 
ル」などがあります。 


割り込みレベルと DMA チャネルについて 


リソースは、それぞれの機器ごとに違う設定をしなければなりません。リ 
ソースが複数の機器に割り当てられている状態（リソースの競合)では、 
機器が正常に使用できないばかりか、システム全体の動作も不安定に 
なってしまいますので、競合しないように設定してください。 


割り込みレベル 


「割り込み レベル ( IRQ ) 」は、複数の機器から同時に CPU にアクセスした 
ときに、どのような順序で処理していくかを決めるものです。 

本機では、ご購入時には次のように割り当てられています。 

◎タイプ ME (スリムタワー型)の場合 


IRQ 

インターフェイス 

IRQ 

インターフェイス 

0 

カウンタおよびタイマ 

16 

旧 EE 1 394コント□—ラ※5 
グラフィック 

US 巳コント□—ラ 

PCI Express 

Management Engine Interface 

1 

PS /2 接続キーボード 

2 

(空き） 

3 

(空き） 

4 

通信ポート （ C 0 Ml)-》i 

17 

Active Management 

Technology-S 〇 L 

5 

(空き） 

6 

フロッピーディスクドライブ 

18 

US 巳コント□—ラ 

IDE コント□—ラ 

7 

(空き） 

8 

リアルタイムクロック 

19 

USB コント□—ラ 

RAID コント□—ラ※ 2 

S-ATA コントローラ※ 3 

9 

ACPI-Compliant System 

10 

(空き） 

11 

(空き） 

20 

LAN 

IDE コント□—ラ 

12 

PS /2 接続マウス 

13 

数値演算コプロセッサ 

21 

US 巳コント□—ラ 

14 

(空き） 

22 

High Definition Audio 

15 

SMBus Controller 

23 

USB コント□—ラ 


I割り込みレベル *DMA チャネル 








※エ別の I/O 機器に変更する場合は、 BIOS の設定を変更してください。 

※之 RAID モデルの場合 

※3 RAID モデル以外の場合 

※斗増設ハードディスクモデルの場合 

※珏 IEEE1394 ボードを選択したモデルの場合 

◎タイプ MB (スリムタワー型)の場合 


IRQ 

インターフェイス 

IRQ 

インターフェイス 

0 

カウンタおよびタイマ 

16 

グラフィック 

US 巳コント□—ラ 

1 

PS /2 接続キーボード 

2 

(空き） 

17 

(空き） 

3 

(空き） 

18 

USB コント□—ラ 

4 

通信ポート （ COMl)w 

19 

US 巳コント□—ラ 

S - ATA コント□—ラ 

5 

(空き） 

6 

フロッピーディスクドライブ 

20 

LAN 

IDE コント□—ラ 

7 

(空き） 

8 

リアルタイムクロック 

21 

US 巳コント□—ラ 

9 

ACPI-Compliant System 

22 

High Definition Audio 

10 

(空き） 

23 

USB コント□—ラ 

11 

(空き） 



12 

PS /2 接続マウス 



13 

数値演算コプロセッサ 



14 

SMBus Controller 



15 

(空き） 




※丄別の I/O 機器に変更する場合は、 BIOS の設定を変更してください。 


割り込みレべル • DMA チャネル 




◎タイプ MR (スリムタワー型)の場合 


IRQ 

インターフェイス 

IRQ 

インターフェイス 

0 

カウンタおよびタイマ 

15 

(空き） 

1 

PS /2 接続キーボード 

16 

US 巳コント□—ラ 

グラフィック 

FAX 紐 

2 

(空き） 

3 

(空き） 

4 

通信ポート （ COMl)w 

17 

(空き） 

5 

(空き） 

18 

USB コント□—ラ 

6 

フロッピーディスクドライブ 

19 

USB コント□—ラ 

S - ATA コント□—ラ 

7 

(空き） 

8 

リアルタイムクロック 

20 

IDE コント□—ラ 

9 

ACPI-Compliant System 

21 

LAN 

10 

(空き） 

22 

High Definition Audio 

11 

(空き） 

23 

US 巳コント□—ラ 

12 

PS /2 接続マウス 



13 

数値演算コプロセッサ 



14 

SMBus Controller 




※丄別の I / O 機器に変更する場合は、 BIOS の設定を変更してください。 
※之 FAX モデルの場合 


DMA チャネル 


工場出荷時の DMA チャネルの割り当ては、次の通りです。 


DMA チヤネル 

データ幅 

デバイス 

〇 

8または16ビット 

® き） 

1 

8または16ビット 

(空き） 

2 

8または16ビット 

フロッピーディスク 

3 

8または16ビット 

(空き） 

4 


DMA コント□—ラ 


5 

16ビット 

(空き） 

6 

16ビット 

(空き） 

7 

16ビット 

(空き） 


割り込みレベル . DMA チヤネル 























ストラップスイッチの設定 

BIOS セットアップユーテイリテイで設定したパスワードを解除したい 
ときに、ストラップスイッチを利用します。 


設定前の確認 


パスワード解除の設定をする前に、ピンセットやラジオペンチなど、小さ 
な物をつかむのに適した工具を用意してください。 


パスワードの解除 


本機では、 BIOS セットアップユーティリティを使用してスーパバイザパ 
スワードとユーザパスワードを設定できます。これらのパスワードを忘 
れてしまった場合、次の方法でパスワードを解除することができます。 

r O チェック•ク- . 

無断で/ \°スワードが解除されることを防ぐために、セキュリティロック 
に錠を取り付けることをおすすめします。 


◎タイプ ME (スリムタワー型)の場合 


1 「ルーフカバーの開け方」の手順でルーフカバーを開ける 

(P.134) 


ストラップスイッチの設定 


2 ストラップスイッチのジャンパをピンセットなどを使って、次 
の図のように引き抜く 

抜いたジャンパはなくさないように保管してください。 



3 「ルーフカバー の閉じ方」の手順で ルーフカバー を閉じる 
(P.137) 

4 電源を入れ、 Windows を起動させる 


チェック•ク- 

f 必ずルーフカバーを取り付けた後、電源を入れてください。 


5 Windows を終了させ、電源を切る 

Q 「ル _ フカバーの開け方」の手順でルーフカバーを開ける 

(P.134) 

7 手順2で引き抜いたジャンパをピンセツトなどを使ってスト 
ラツブスイツチの元の場所に差し込む 

Q 「ルーフ カバーの閉じ方」の手順で ルー フカバーを閉じる 

(P.137) 

以上で、パスワード解除のストラップスイッチの設定は終了です。 


ストラップスイッチの設定 



◎タイプ MB (スリムタワー型)の場合 


1 「ルーフカバーの 開け方」 の 手順で ルーフカバーを 開ける 
(P.169) 

2 ストラップスイッチのジャンパをピンセットなどを使って、次 
の図のように引き抜く 

抜いたジャンパはなくさないように保管してください。 



3 「ルーフカバー の閉じ方」の手順で ルーフカバー を閉じる 
(P.172) 

4 電源を入れ、 Windows を起動させる 

チェック •ク - 

[ 必ずルーフカバーを取り付けた後、電源を入れてください。 I 


5 Windows を終了させ、電源を切る 

Q 「ルーフ カバーの開け方」の手順で ルー フカバーを開ける 
(P.169) 


ストラップスイッチの設定 



7 手順 2 で引き抜いたジャンパをピンセットなどを使ってスト 
ラッブスイッチの元の場所に差し込む 

Q 「ルーフ カバーの閉じ方」の手順で ルー フカバーを閉じる 

(P.172) 

以上で、パスワード解除のストラップスイッチの設定は終了です。 

◎タイプ MR (スリムタワー型)の場合_ 

チェック •ク - . 

ストラップスイッチでパスワードの解除をした場合、 BIOS が工場出荷 
時の設定値に初期化されます。パスワード解除前の設定に戻したい場合 
は、設定内容をメモしておくなどして、パスワード解除後に再度設定をし 
てください。 


1 「ルーフカバー の開け方」の手順で ルーフカバー を開ける 
(P.196) 

2 ピンセットなどを使ってストラップスイッチのジャンパを、次 
の図のように引き抜く 

抜いたジャンパはなくさないように保管してください。 



ストラップスイッチの設定 
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「ルーフカバーの閉じ方」の手順でルーフカバーを閉じる 
(P.199) 


4 電源を入れ、 Windows を起動させる 

: r エック •ク - - 

( 必ずルーフカバーを取り付けた後、電源を入れてください。 ) 

5 Windows を終了させ、電源を切る 

6 「ルーフカバーの開け方」の手順でルーフカバーを開ける 
(p.196) 

7 手順2で引き抜いたジャンパをストラップスイッチの元の場所 
に差し込む 

8 「ルーフカバーの閉じ方」の手順でルーフカバーを閉じる 
(p.199) 

以上で、パスワード解除のストラップスイッチの設定は終了です。 


ストラップスイッチの設定 



お手人れについて 


お手入れを始める前に 


チェック.ク- . 

• お手入れにはシンナー、ベンジンなど揮発性有機溶剤や化学雑巾は使 
用しないでください。外装を傷めたり、故障の原因になることがあり 
ます。 

• 水やぬるま湯を本機に直接かけないでください。傷みや故障の原因に 
なることがあります。 

V _ ノ 

◎準備するもの_ 

汚れが軽 I ゝ場合は、やわらか I ゝ素材の乾いたきれいな布を用意してくだ 
さい。汚れがひどい場合は、水かぬるま湯を含ませて堅くしぼったきれい 
な布を用意してください。 

0 A 機器用クリーニングキットも汚れをふき取るのに便利です。 

0 A 機器用クリーニングキットについては、 NEC にお問い合わせくださ 

い。 

参照/ NEC のお問い合わせ先について—『保証規定&修理に関するご案内』 


お手入れについて 



お手入れのしかた 


布でふいてください。汚れがひどいときは、水かぬるま湯を布に 
含ませ、よくしぼってから、ふき取ってください。 

本体の内部 

長時間使うと、ほこりがたまるので、定期的に清掃してください。 
本体内部の清掃については、ご購入元にお問い合わせください。 


フロッピーディスクド 
ライブ、 CD / DVD ド 
ライブ 

クリーニングディスク（別売） 
を使ってクリーニングします。 
ひと月に1回を目安にクリ 
—ニングしてください。 


ディスプレイ 

布でふいてください。汚 
れがひどいときは、水か 
ぬるま湯を布に含ませ、 
よくしぼってから、ふき 
取ってください。また、 
ディスプレイの画面は傷 
などが付かないように 
軽くふいてください。 


HBI 


雷源 - !ード 

電源コードのプラグを長時 
間 AC コンセントに接続した 
ままにすると、プラグにほこ 
りがたまることがあります。 
定期的に清掃してください。 


^—ポー r 

布でふいてください。汚れがひどい 
ときは、水かぬるま湯を布に含ませ、 
よくしぼってから、ふき取ってください。 
キーのすきまからゴ S などが入った 
ときは、掃除機などで吸い出します。 
ゴミが取れないときは、ご購入元に 
お問い合わせください。 


マウス 

布でふいてください。汚れがひどいときは、 
水かぬるま湯を布に含ませ、よくしぼってから、 
ふき取ってください。 

マウスの内部 

マウスポインタの動きが悪いときは、ボール 
と□—ラーもクリーニングしてください。 

—「マウスのクリーニング」（次ページ） 


チェック •ク _ 

• 水や中性洗剤は、絶対に本体やキーボードに直接かけないでくださ 
い。故障の原因になります。 

• シンナーやベンジンなどの揮発性の有機溶剤や化学ぞうきんは、使用 
しないでください。本体の外装を傷めたり、故障の原因になったりし 
ます。 


お手入れにゥいて 













光センサー式マウスをお使いの場合、マウスの底面のセンサーにほこり 
などが付着して、マウスの移動を正しく読み取ることができなくなる場 
合があります。 

センサー周辺の汚れやほこりをかるくはらってください。 

ボール 式マウスをお使 V ゝの 場合は、マウス内部の ローラー や ポールが 汚 
れると、マウスポインタの動きが悪くなります。次の手順で定期的にク 
リ ーニング してください。 ローラー だけクリ ーニング するときは、4~6の 
手順は省略してもかまいません。 

1 本機の電源を切り、マウスのケーブルをキーボードから外す 

2 マウスの裏側のボール止めを、下図の矢印の方向に回転させる 



3 ボール止めを取り外し、ボールを取り出す 



4 ボールを中性洗剤で洗い、汚れを落とす 

5 水で中性洗剤を洗い落とす 

6 布で水分を拭き取り、風通しの良いところで十分に乾燥させる 
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お手入れについて 
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マウス内部の口ーラーの汚れを、水分を含ませた綿棒でこすり 
落とす 

汚れが落ちないときは、柔らかい歯ブラシなどで汚れを取ります 
(このとき、歯ブラシに水やはみがき粉などを付けないでくださ 

い）。 



8 ボールをマウスに戻す 

9 ボール止めを取り付け、手順2と逆の方向に回して固定 

チェック•ク- 

• クリーニング中に、マウス内部にゴミが入らないように注意してくだ 
さい0 

• クリーニングの際にマウスから取り出した部品は、なくさないように 
してください。 

• 水や中性洗剤は、絶対にマウスに直接かけないでください。故障の原 
因になります。 

• シンナーやベンジンなどの有機溶剤は、使用しないでください。マウ 
スの外装を傷めたり、故障の原因になったりします。 

• ローラーの汚れを取る場合には、絶対に金属ブラシやカッター、ヤス 
リなどのような硬いものは使用しないでください。ローラーに傷が付 
き、故障の原因になります。 


お手入れについて 
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